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「建築 と社会 J 7 月号表紙

. 作品名 rSKYRC- 30J  • 
作者 株式会社拠村組 ・使

用 ハード グラ7 ィカ M- 508 、

I BM4381  ・ 使用ソフト LU-

MI NOUS ・作品解説集合

住宅は都市住宅として年々 111

JJII している 。このがP. l l ! にこた

えるため、当社が開発した経

済的て ＢＧｾｲ ｦＮ上位のよい超高Ａ 日集

合住宅がSKYRC- 30である 。

構造形式は R C泣純ラ ーメン

村 Ｇｬｩ 立で、画， ｴ ｢Ｎ ｾ性に す ぐれ た抑

制: のある骨組である 。また鉄

筋革tl h立てのプレハブ化をは

じめ、現場作業を極力省力化

した合理化施工法を隊問して

いる .

. 特集予告

8 月号/ 建築 とアート

9 月号/ 構造の省力化

10月号/ 都市環境創造と段備日

11月号/ 第36回青年 技術者

12月号/ 最近の博覧会パピリオ ン

特 集 ・ 都 市 環 境 創 造 と 設 備- 1 -

SPECJAL  FEATURE  ON  THE  URBAN t1MRONMENT  AND  UTlLl TJES 7  ＸｾＸ＠
通巻

青 年技 術 者 の み な さ ま へー 第36回 青 年 技 術 者 特 集 号 の 応 募 に つ い て . 昭 和63年 度 事 業 報 告

書 . 創 立70周 年 記 念 事 業 報 告. 昭 和63年 度 決 算 報 告 書. 通 常 総 会 決 議 報 告 . 理 事 l 名 の 補

選 . 会 員 の 受 賞. 平 成 元 年 度 支 部 通 常 総 会 報 告. 平 成 元年 度 各 支 部 役 員 - - - - - - - 4 1

大阪府吹田保健所・大阪府吹 田児童相談所 4  

設計 大阪府建築部営繕室 i漣岡昌克建築設計事務所

京理大阪府建築部営綿室 大阪府建設監理協会 徳岡昌克建築設計事務所

施工紙谷工務庖

会 告

作品作風

設計監理河内長野市 東畑建築事務所一- 8  

施工鹿品建設大林組西松建設共同企業体

AMMNAT  SQUAR E  設計監理三菱地所設計施工竹中工務庖一一 12

住 吉 タ ー ミ ナ ル ビ ル ( L iv) 設計監理西日本旅答鉄道安井建築設計事務所 一一 16

施工 飛鳥建設 ・鹿島建設 ・大鉄工業共同企業体

ノバ テ ィなカ、の

設計監理 : ジエイティ不動産大阪支庖 18  

施 工 銭 高 組 ジエイティ不動産J V

設計監理 日建設計施工鹿島建設 20 

設計監理 徳間昌克建築設計事務所 2 2  

施工 ie岡工務自 ・奥田組共同企業体

日本たばこ猫田記念体育館

エ クシブ白 j兵

吉 田歯科医院

さ か き ま 世界 ( 設 計 : SITE ) / 水 川 尚 彦 2 4  

最 近 竣 工 し た 新 建 築 9 点 ( NO. 2241- 2 2 49 ) 26  

大 江 ビ ル 設 計 : 不二 建 設 監 理 東 畑 建 築 事 務 所 施 工 - 不 二建 設 2 7  

『京の茶室 J ( 岡田孝男著 ) n  

WELCOMING 明 日 の 建 築 を に な う 女 子 学 生 た ち ー 湯 村 直 美 ・中 野温 子 ・船 原 洋 子 3 4  

人工軽量骨材 i 7 イ ル ド サ ン ド ・EBタイル(EBフレスコ ) J / 山 田 幸 - 3 7  

1憂 良 住 宅 地段 階 整 備 誘 導 計 画 制 度/ 猿 渡 彬 順 3 8  

昭 和63年 度 の 業 務 概 要 ・' 89床 衝 撃 音 レ ベ ル デ ー タ ン ー トの無料配布について一一一一一- 3 9

7 イ ・プ レ イ ス の く に / 安 田 孝. まちのみどり その 1/ 八 尾 明 40  

リゾー卜 って 何 ? / 若林 広 幸. 建築家はノ y クがお好き / 南 次 郎

「建築と社会」総 目次 ( 昭 和 7 年 10 月号 - 9 年 4 月号 ) 5 4  10 4  パッ クナ ンバー

康 孝 5 7  
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法 令 コ ー ナ -

GBRCニュース

建 築 の 眼

林 田より良い都市環境の創造に向けて

都市環境と環境装置一 関係と組み換えの環境デ ザイン手法 一

西沢 健/ 森田

都市環境創造と設備- I -特集

総 論

各 論 I

昌嗣一- 64

OMMビ ル 外 装 リ フ レ ッシ ュ の 構 造 設 計/ 俣 野 博 ・鈴 木 厚 雄

光 学 薄 膜 技 術 の 白 熱 灯 器 具 へ の 応 用 / 佳山和夫

ピングラウト 工 法一 止 水工 法 一/ 三 浦 究

病 院 建 築 に 関 す る 研修 会 開 催 i ライ テ ィング ・デザイ ンルーム 」 オープン i 分 談 オ

フィス ビル 」 事 業 へ の 参 入. 第 2 回 公 共 建 築 賞 募 集. 日本インテリア学会発足一一一一一一 79

日 本 建 築 協 会 月 間 の 動 き ( 平 成 元 年 5 月分) 78 
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エ ン トラ ンス

大阪府吹田保健所・大阪府吹田児童相談所

設 計 大 阪 府 建 築 部 営 繕 室 徳 岡 昌 克 建築設計事務所

監 理 大 阪 府 建 築 部 営 繕 室 大 阪 府 建 設 監 理 協 会 徳 岡 昌 克 建 築 設 計 事 務 所

施 工 紙谷工務庖

4  挫築 と社会/ 1989年 7 Ft号

所 在 地 大 阪 府 吹 田 市 出 口 町765- 5 他

敷地面積 3，000 .00m'  

建築面積 1，296. 15附( 本 棟 1，115.30m'附属棟6棟 180.85m' )

延床面積 3， 1  00 .  96 m'  ( 本 棟2，933. 53m'附属棟6棟 167. 43m' )

構造規模本棟 ｓＫｓｒｃＫｒｃ 、 ｂｉ 、 Ｓｆ Ｏ ｾ Ｎ付属棟 ｓ 、 ｉｆ

工 期 昭 和62年 12月一昭和63年 10月

最 寄 駅 阪急千里線 吹 田 駅 豊 津 駅

f量 影 島 修 一
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本施設は、従前の保健所、児童相談所の老朽化に

{ 半い、吹田市の文教 ・福祉施設の建ち並ぶ地域の

一画に新しく移転合事長された 。

保健所は、従来の活動に加え今後の府民のライフ

ステージに応じた健康づくり活動、生涯学習活動

を通して保健 ・医療 ・福祉等の総合センターとし

て機能している 。

児童相談所は、 0 オから 18オ未満の児童を対象と

して、児童養護の相談、障害児に関する相談等を

受け、これに対して、社会調査、心理検査等を実

γ ‘  施して個々のケースに応じた援助、指導を行 って

いる 。

両施設とも、府民に対して事業活動内容が広〈ア

γ ビールするよう、また地域住民が気軽に相談を

受けられ、健康づくり活動や生涯学習活動に役立

つ施設として積極的に参加利用できるよう、広〈

開放的であり、明るく機能的な施設とした 。建物

(‘  

の構成は 1 ， 2 階を保健所、 3 階を児童相談所と

し、配置計画上では南北の方位が中心軸となるよ

う建物を配置し南面採光可能関口をできるだけ確

保し、さらに中央には大きく開放された アトリウ

ムを設けた 。

特に児童相談所は、合事長の メリ ッ トを生かし、 5佐

でもがごく自然に来所して、気軽に相談できる ー

般性を強調し、児童や保護者等の面接時のプライ

ノ〈シーが守られ、 リラックスした雰囲気で快適に

相談を受けられる施設となるよう計画された 。

また、前回道路に接する建物正面、南商にポケ ッ

トパークを様保し自然を演出する空間を提供する

とともにエントランス昔日分を通してアトリウムに

連続する 。

ケヤキの木立による木漏れ日が内部に優しく広が

り、府民の愁いと ilMJ いの空間であり、施設の生雄

学習部門と一体となった利用に活用されるよう配

慮した 。

( 中川猛夫/ 徳岡 昌克建築設計事務所)

3 階平面図

待 合 ス ペ ス ( 3 F )  

6  



アトリウム
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ノバティながの

設計監理 河内長野市・東畑建築事務所

施 工鹿島建設・大林組・西松建設共同企業体

所在地河内長野市長野町、本町

敷地面積 〔南館) 3，063m'  ( 北館 ) 4，472m'  

建築面積 〔南館) 2，554m'  ( 北館) 3，803 m'  

延床面積 〔商館) 17 ，222m'  ( 北館) 20，I19m'  

事問造規模 〔商館) 5RC、81 、12 F  (北館) 5 RC、81 、5F

工 期 昭 和62年 2 月一平成元年 3 月

最 寄 駅 南海高野線・ 近鉄長野線 河内長野駅

撮 影 5 5大阪

南館屋上陸|制

河内長野駅前第一般市街地再開発事業による 2 つ

の再開発ビル ( ノパティながの ) が平成元年 4 月

20 日オープンした 。

この事業 l; t 、駅前に集中する交通機能の円前な処

理と駅前商業機能の活性化により、河内長野市の

新しい玄関口を務官ii しようとするもので、 117!r和48

年建設省採択以来、社会経済情勢の変化による計

画の見直し等、幾多の困難を克服しながら、地行

者である河内長野市 ・地元権利者は じめ多く の1¥1; 1

係者の協力によ って実現したものである 。

再開発ビルは、 ｾｴｈＧｬ￯ ーー 庖 ｾｩｦｩ .市民サービス地設 ・

! 駐車場 ・駐輪場 ・住宅 ( 大阪府住宅供給公社・ フ

ロンテージ長引.) 、投ひ 北館一一南 海 ・西友を依1;5

舗とする商業施設、の 2 つのビルからなり、駅前

広場を取り闘む形で配遣され、歩行者デ ッキが 2

8  建築と社会/ 1989年 7 月号

.  3 階レベルで河内長! j ! } 駅と北館・ 南館 をつない 遊性の高いまの線計画とな っている 。 また、この歩

でいる 。駅前広場は現夜急ピ y チで工事が進めら 行者動総に沿 った音11分は、外的l きJ苫舗やガラス娘

れて おり、 秋には駅前広場を含む新しい玄関 口が のオープンな庖 ｾ ｩｬ ｩ 桃 成とし周辺 ｪ 占舗と共応して夜

完成する予定である 。緑あふれる 12かな風土と歴 も明るく、街の「賑い」 を演出する 。

史の街河 内長野市 の玄関口にふさわしい建物をめ ・安全で親切な建物づく り

ざし 、次の 4 つを基本コンセプ トとし た。 惚合ビル ( i有館 ) と商業ビル( 北館 ) であ り、防災上

・魅力ある顔づくり 安全な建物とするとともに、ビルのどこからでも

外観は、 R 商をもっ裕子模様のラスタータイルとカ 駅前広場ごしに l向い fl lI J の建物が見渡せて、自分の

ーテンウオールの大きなガラス商で椛成し、大阪府 位置が認識て' きるよう心がけた 。

南部の拠点都市として発展する若々しさと明るさ ・信一理しやすい建物づくり

を、また商業施設としての華やかさを表現している 。 波数の所有者による区分所有ビル、復数の用 i金に

・! 猿いのあるンヨ ッピング ・ゾーンづく リ よる複合建物 となることから 、できるだけオープ

河内長野駅と駅前広場を IllIむ 2 つのビルそして悶 ンな ｊ［ｬｩ ｾ ｩｉｩ椛 成て“運営管 ー 理しやすく 、 また営業時 間

辺の商庖街は、歩行者デ y キやビル内のエスカレ が典な っても維持管理しやすい建物をめざした 。

タ ・エレベータ 一等で有機的につながり、回 ( 河上隆志/ 束畑建築事務所)
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配 置 1  ，皆平面図 1  1600 
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エレ ベー ターホール
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12 挫 築 と社会/ 1989年 7 月号



所 在 地 名 古 屋市中 区栄 1- 3-3

敷地面積 10，777 . 42m'  

建築面積 7，864. 4m'  

延床面積 79，968. 7m'  

構造規模 5 RC. 5、 B 3 F 、 28F、 PI

工 期 1986年 9 月一1989年 2 月

最 寄 駅 J R名古屋 駅

S Q U A R E  A MMN A T  

三菱地所

竹 中工務庖

設計監理

設計施工

末魔久詔 ( 55名古屋)影1量
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2 階コ ヒーハウス「ザ・テラス J

名古屋駅と 市の中心 ・栄を結ぶメインストリート 止めることな く、また将来用に増床可能にしてお ってこよ うとしている 。

広小路通りに r AM MN AT S QUA R EJ が完成した 。 くこと、区分所有を明確な 形にするこ となどの諸 名古屋ヒルトンインターナンヨナルのインテリア

広小路通りは昭和30年代まで多くの市民に親しま 問題 を解決する ため、ホテ ル棟 ( 明治生命A MMー は、 「くつろぎ J rやすらぎ」 といった心の充足を

れ J 銀ブラ。ならぬ梢広ブラ砂という 言葉が流行 N AT タワー 高さ II O.5m) と事務所棟 (A M MNA T テー Ｗ に ｩ ，ｾｾ かさと気品のあるテザインでまとめた 。

したほど賑い のあ る街であ った。 ところがその後、 ビルデイング ・高さ 64. 5m) のツインタワービル ヒルトンには、 「その地域の文化を映し出 し、建物

オフ ィス 街の形成 、地下鉄の箆備 、地下街の充実 の形態を採用した 。 の内装などにその文化悶有のものやテザ インを 取

により、地上の賑いを地下へ押し込め、活気のな 活性化の絞とな るホテ ルには名古屋ヒルトンイン リ入れる 」 という考 え方がある 。名古屋ヒルトン

い街へと変貌してきていた 。 ターナンヨナルが進出し、早くも新しい 「都市の では 、各所に日本の伝統的な 色彩や文様を 自己し 、

計画は、広小路通り のか つての賑いを地上に再生 ランド 7 ーク」としての地位を築きはじめた 。 ま 日本の1i'; k，告を現代的な感覚で表現した 。

し、名古屋都心部の活性化 を図る こと を目的に 、 た、建物の周囲に広がる、水 と緑と彫刻のある公 rA MMNA T
J とは 、朝日新聞社、明治生命保険、

ー街区にホテル、オフ ィス 、応告ili および新聞社の 関空地は、魅力あふれる都市公園として多間的に 三菱商事、日本火災海上保険、竹 中工務庖の共同

複合施設を高度にまとめる共同事業である 。国際 活用されている 。 411 ; . 業者の頭文字をと った。

級のホテルを誘致すること、新聞社の発行一機能を 広小路通り界限に人が歩きはじめ、再び活気が戻 ( 浅井康行/ 竹中工務応 )
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l 階ロビーラウ ンジ 「ザ・ギャラリーJ

一一ノ ¥一ー

A MMNA TピJ レディ ング

[朝日会開)

明治生命A MMNA Tタワー

( Na g o y a  Hl l t on I nt er nat l Onal )  

ー ¥目

¥ ，
，
F

・

④ 

四韮霊園署b

配置図 1  :  1500  

協 1. .  . 也綜'. L...a1II 

l. _1  翠竺o"'明.
曇 聾 唱 団 巴ヨ

7 階フ ィ y トネス 7 ラプ ・プ- ) レ
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住吉ターミナルビル( Li v)

設計監理 西日本旅客鉄道・安井建築設計事務所

施 工 飛島建設・鹿島建設・大鉄工業共同企業体

( 庖舗内装設計施工 船場・丹青)

全Ｉ［ ｾ Ｎ ｊＮ ｴ 瞭 断面図 I  :  900 

16 l : l 築と社会/ 1989年 7 月号



所 在 地 神 戸 市 東 灘 区 住 吉 本 町 | 丁 目

敷地面積 10 ，062. 30附

建築面積 7，129. 44 m'  

延床面積 28，477. 31 m官

構造規模 S 、BI F、6F、PI

工 期 昭 和62年 5 月一平成元年 3 月

撮 影 5 5大阪

J  R 神 戸 線 住 吉 駅 周 辺 は 古 く か ら 阪 神 聞 の 高 級 住

宅 地 と し て 有 名 で あ る 。 近 年 六 甲 ア イ ラ ン ド の 開

発 と そ の ア ク セ ス で あ る 新 交 通 シ ス テ ム の 始 発 駅

が J R 駅 に 隣 接 し て 建 設 さ れ る よ うにな り、 そ の

タ ー ミ ナ ル 性 が 急 速 に 高 ま って き て い る 。 本 年 3

月にオープンした住吉ターミナノレピノレ ( 愛 称 L i v )

は 、 こ の よ う な す ぐ れ た 立 地 を 背 紫 に 建 て ら れ た

駅ビノレであり、キーテナントとして灘神戸生協 ( 愛

称 5eer ) をはじめ 、専 門 庖35応 、 銀 行 2 行 、 文 化 教

室などからなる俊合大型商業ビノレである 。

このピノレの平而計画は、敷地が東西に制1 I 長いうえ、

東 部 分 と 西 部 分 と で 敷 地 の 南 北 幅 が 極 端 に 違 う こ

と か ら 、 建 物 の 機 能 配 置 を 東 西 で 分 化 さ せ る こ と

とした 。 幅 の 狭 い 西 部 分 に は 、 銀 行 ・飲食庖街・

文 化 教室 等 の機 能 を 、 東 部 分 に は 、 平 面 型 と し て

帽 を 必 要 と す る キ テナン トや 専 門腐 の 先 場 を そ

れ ぞ れ 配 置 し て い る 。

さらに建物東部分については、商業ビノレに適した

ス ク エ ア な 平 田 型 に 近 づ け る た め に 、 コ ス ト ・工

法 上 の 問 題 も あ った が 南 側 1 スノ マン を 線路 上空に

跨 ぐ 計 画 と し 、 こ れ に よ り 客 迦 遊 動 総 の 確 保 を は

カ・ って いる 。

建物立而青| 企画は、この建物が束而で極端に異なる

ボリ ュー ム や 形 を し て い る こ と か ら 、 こ れ ら に 一

体 感 を 与 え る よ う 、 横 述 窓 サ ッシと P C版 の い ず

れ も 曲 面型 を 用 い て 東 西 へ 流 れ る よ う に 連 続 さ せ

る手法をと っている 。

そのほか防災而では、パノレコニーや階段の有効配

置によ ってよ り高い安全性を目指し、設備聞では、

当 社 が 開 発 し た 低 温 高 速 ダ ク ト 誘 引 吹 出 ユ ニ y ト

方 式 を 係 用 し 、 ダ ク ト 寸 法 の 縮 小 に よ る 低11皆高の

実 現 に 成 功 し た 。

オ ー プン 以 来 数 ヶ月 、出 足 の ill i ' i 翻なこのビルが今

後 と も 新 し い 住吉 の 中心として人々に愛され、 f討

の 活 性 化 に 寄 与 で き る こ と を 願 って や ま な い 。

( 設楽 貞 樹/ 安井建築設言十事務所 )

.・
后 鍋

• j  • 

2階平面図 1 ・1300 o  

2 階セントラノレコート

2階 専門! 占
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日本たばこ猫田記念体育館

設計監理 ジェイティ不動産大阪支庖

施 工銭高組・ジェイティ不動産 J V

所 在 地 広 島 市 南 区 皆 実 町 2- 224ー 7

敷地面積 6，116. 27 m'  

建築面積 2，440 .06m'  

延床面積 5，829. 32m'  

構造規模 S R C、5 F

工 期 昭 和63年3月ー平成元年3月

最 寄 駅 J R広島駅( 市内電車皆実町6丁目)

撮 影 国 際 写 真

18 控築と社会/ 1989年 7月号

⑥ 

•• • • 
叫 F 言 語

l ' 皆平面図 1  :  1000 



東而外観

敷地は、広島市中心部より南へ約 2 km離れた J T  

広島工場敷地の一角に位置する交通の便のよい市

f釘f也にある 。

建物は、 J T バレーボール部の育成強化を計ると

共に、地元広島が生んだ日本バレーボール界の往

年の名セ ンター故狛田勝敏氏の功績を称え後世に

その名を伝えるために建設されたものである 。

設計テー ? として、豊かな生活文化の創造に貢献

していく企業としてのイメージを表徴すると共に、

既設施設と調和した広島市南区にふさわしい“ 美

しい街並みづくり" を目指し、また一般市民ドも

・1史いやすく、親しみやすい" 都市型体育館という

ことをテー 7 に計画した 。

配置計画では 、将来開発計画構想を考慮し、①

敷地の有効利用 ②既設ノ〈レ一合宿所との関連性

③ 入りやすいアプローチ ④ 緑地植栽配置を重

点に計画した 。

平面計画では、 J T 専用練習用体育館機能を前提

とし、その上で一般利用者が使いやすく、親しみ

やすい公共性機能を充足すべきであると考え、次

の，占を考慮した 。

①選手動線と一般観客動線の明確化 ② わかり

やすい避難計画

また、猫回メモリアル性を持たせるため、 1 階エン

トランスホー ル l 角に展示ギャラリーを設けると

共に壁面には陶板によるレリーフによ って、ミュ

ンへンオ リンピ ックて' ，7 ) 男子バレーボール金メダル

決定の瞬間を表現している 。 メインアリーナは公

式試合用コートが 2 面充分とれ、観客席 ( 固定席

700席 ) は 3 ブロ ックに分けて自己置した 。

外観は、南面、東面からの視点を重視し、ボリュ

ームのある壁面に圧迫感を和らげ軽快さを持たせ

るため、壁面にハーフミラーカラス、丸柱及びピ

ロティを採用した 。 また仕上げはモザイクタイル

を使用することにより既設 J T 合宿所との調和を

計った。 ( 来山邦男 / ジェイティ不動産 )

Ｓｾ 昔メインアリーナ

ピロティー

19 



20 控 築 と 社 会/ 1989年 7 月号

エクシブ白浜

設計監理 日建設計

施 工 鹿 島 建 設

会貝ホテノレ ・エ ク シ プ 白 浜 は 、 北 に 田 辺 湾 、 南 に

太 平 洋 を 望 む 録 勝 の 高 台 に f立世している 。

パ ブリ ッ ク施設を 1 階と I也1: 皆に設け、 2 階 か ら 7

p皆を客室 と し た 。 敷 地 が 全 体 に 南 東 に 傾斜 してい

ることを利用して、 山 側 に Z生けたT i t ! とホテノレの H-¥l

を抜 け て 正 而 玄 関 に 至 る ア プ ロー チ と し 、 地1: 告は

東側11 の 庭 図 に 向 っ て 広 が っ て縦し、ている 。

半 径7 5 mを 基 準 と し た 同 心 円 の 円弧によ っ て 平 而

を構 成 し 、 客室 階 の 平 面 と ス カイライ ンに は 拠 を

広 げ た烏 の イ メ ー ジ を 持 た せ 、文 字 通 り 「羽 似 を

広 げ る 」 リゾート の く つ ろ ぎ を 表 現 し た 。

1  1: 皆に は 、 ロ ビ 一 、 フロント、ラウンジ、 レ スト

ラン を自己し、地階には、コ ン ベ ン ン ヨ ン ホール、

大 浴 場 、 室 内 プ ー ル 、 フィ y トネス、 パ ー を 設け

オーノレ シ ー ズ ン 対 応 可 能 な リ ゾ ー ト ホ テ ル と し た 。

客 室ド皆は、眺望 を 配慮 し た 片 !日IJ 廊 下 タ イ プ とし、

円弧状に自己した客室の内 IIIIJ に廊下を設けることで、

効 率 の 高 い 平 面 計 画 を 可 能 に し た 。

外 椛 計 画 に 於 て は 、 桁 円 形 プ ノレを 中 心 に し て 、

同心、円状に術成した、高低差と亨IJ 柱 でプーノレサイ

ド の 領 域 を 意 識 さ せ 、そ の 外 lH1J に は 、 ワ シ ン ト ニ

ア パ ー ム 、 カ ナ リー ヤ ン 等 の 南 洋 系 附附 を 主 と し

た 制 裁 を 行 な い 、解放! 替を強めるよう意図した 。

( 近 藤 繁/ 日 慾 設 計 )

所 在 地 和 歌 山 県 西 牟 婁 郡 白 浜 町 才 野 字 西 山 1670番

t也76

敷地面積 20，392 .44m'  

建築面積 2，327. 15 m'  

延床面積 10 ，714. 66 m' 

構造規模 S R C、BI 、7 F 、PI

工 期 昭 和63年| 月 一平成元年 3 月

最 寄 駅 J R紀書写本線白浜駅

撮 影 稲 住 泰 広 ( S S大阪)

1:，;(  



/ 高 品 1 ':';'l'- iili O  1  :  1000 ⑧ 
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吉 田 歯 科 医 院

設 計 監 理 徳 岡 昌 克 建 築 設 計 事 務 所

施 工 徳岡工務庖奥田組共同企業体

当院は、建築主吉田耕一郎氏 ( 広 島大学歯学部諮

問j ) が帝塚山に帰阪し歯科医院を開業されること

になり、ご両親の住 まわれていた旧家を共に住ま

うことが出来るよ うに建て替えたも のであ る。

敷地は、東側の南海高野線・西側の南海本線と路

面軌道阪界線に挟まれ南側に住吉大社の緑溢れる

森を有する下町情緒の残る緩やかに傾斜した住宅

地のー画に位置して いる 。

この建物は、前科医院と 2 世帯住宅の構成である。

敷地の高低差を利用して歯科医院を北恨1) よりコブ

シとシラカシの木を抜ける コンク リート打放し階

段よりア プローチし、住宅昔日は東側より既存の松

を有した門を潜 って台杉 ・正面左手のナンキンハ

ゼを望みながら玄関に至るように配した 。内部プ

ランは、第 2 層西側に歯科医院部、東側と第 3 第

4 層は住居部分とな っている 。住居側は各戸個別

の玄関を持ち第 3 層廊 下のみ往来できる こと で 2

世帯聞の関係を深く しつつなおかつプライパシー

を確保している 。 また診療室は、各ブースごとの

広〈開放された : 容とブラ インドか ら垣間見るン ラ

カシの木々が精神をリラ ックスさせる 診療空間を

演出し、待合室 も広いコーナー窓から望む景観は

遠〈大阪南港の方を見渡せ、コブシやサクラの木 北西商外観

カ々 f 自に 1聞いをあたえてくれる 。

外壁は 、全面に乳白 色タイ ルを張り各層に蒼い帯

を入れ歯科医院の 「消潔感」のイメ ー ジをもたせ

た。 また屋根而にゆるい丸味をとり外壁面を出入

りさせるこ とで近隣住宅とのスケール感に違和の

ないように配慮した 。 道路沿いには、緑のやさし

いプ リペ y トや甘 美な香りのくちなしを植えた 。

(南 忠之/ 徳岡 昌克建築設計事務所)

配置図 ・基準階平面図 l ・400
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所 在 地 大 阪 市 住 吉 区 帝 塚 山 西2- 13- 2

敷地面積 588 .29 m'  

建築面 積 235. 07m'  

延床面積 638. 68m'  

構造規模 R C、BI 、 3 F

工 期 昭 和62年 11 月~昭和63年 11 月

最 寄 駅 南 海 高 野 線 帝 塚 山 駅

撮 影 庄 野 啓

診療室
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施 主 い す ジ 自 動 車

設 計 SI TE( ジョシュ・ワインス? イン)

施 工 丹 青 社

プロデユース 電通( 新沢 淳)

展 示 場 所 横 浜 J R桜 木 町

展 示 期 間 平 成 元 年 3 月25日一10月 1 日

*  

企 画 編 集 作 品 作 風 小 委 員 会 水 川 尚 彦

被浜・ J R桜 木 町 駅。 横 浜 博 覧 会 期 間 中 、 駅 は 、 ー 企

によ って パ ビリオン化された 。 駅 構 内 の ス ペ ー ス は

も ち ろ ん 、 駅 前 広 場 も 一 体 と な っ た も の で あ る .

そ こ に あ る 展 示 物 は 、 す べ て きかきま に さ れ て い る 。

r き か さ ま 世 界 J の コ ン セ プ トは、 シ ン プル で あ る 。

機 4 な 反 応 が そ こ に 見 ら れ る 。 さ わ って み る 入 、 得 体

の し れ な い も の を 見 る 織 に 観 察 す る 人 、 よ じ 登 る 人 、

腰 か け る 人。 人 間 の 内 な る 意 績が 索 直 な 行 動 と な って

あ ら わ れ て く る 。 そ の意 味 で は 、 こ こ を 通 過 す る 人 び

と も 知 ら ぬ ま に 展 示 物 と し て の 役 割 を 果 し て い る こ と

になる 。 博 覧 会 の ア ブ ローチ と し て は 、 ま さ に 格 好 の

場 所 と な っている 。 ( 水 川 尚彦)
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- 写真と概要をどしどしお送り下きい。

凡例 a 所在地 b  敷地面積 c  建築面積 d  延床面積 e. 機 造 規 模 f  工期 g  最苦手駅

2241 千 種 書 房

設 計 7 ニエラ建築訟計事務所

施 工 三 井 建 設

a  兵 庫 県 西 宮 市 南 越 木 岩 町

b.  206 .33111'  

C .  158 .54111'  

d . 412. 4301'  

e  .  S、 3 F

f . 1I 酎 1163年 4 月~昭和63年 10月

g  阪急 ＧＱ ＮＱ 陽極 ｉｾ 息苦楽園口駅

2244 ラ ・ メ ー ル 北 大 阪

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 伊藤忠商事 ( 長谷川工務底)

a  大 阪 市 北 区 間 心 町 1 - 4  - 5  

b .  1，317 .29111'  

713 .1201 

d  .  5，609 .74111 

e .  S RC、10F 、 P l

f  昭 和62年 12J
c
l - 平成元年 2 月

g  地 下 鉄 堺 筋 線 扇 町 駅

2247 シティーパーク武庫荘

設 計 東 海 興 業 大 阪 支 庖

施 工 東 海 興業 大阪支J吉

a  尼崎市武山 口 JIJT 3 - 27ー l 他

b .  7.072 05111'  

C .  2.008 .25111'  

d .  14 ，084 .7311γ 

e .  S RC、 12F

f  .  IItHU63年 3 f1一平成元正F 3  )1 

g  阪急 神 戸 線 武w一lE.!I)¥

26 挫 築 と社会/ 1989年 7 月号

2242 名 古 屋 明 徳 短 期 大 学

設 計 . 教育施設研究所

施 工。日本国土・新日銭建設J V

a  東海市宮古/ 台 2 ー 172

b .  19 ，149 .23111'  

C .  2，866 .35111'  

d .  4 ，758 .20111'  

e .  R C、一昔IIS、 1 - 3 F

f  昭 和63年 2 月~平成元年 1 月

g  名 鉄7( ，' 滑線新日鉄駅

2245 太 陽 生 命 御 池 ビ ル

設 計 大 林 組

施 工 大 林 組

a  京 都 市 中 京 区 虎 屋 町577- 2 他

b  .  674. 48111 

599 .94 111'  

d .  5 ，342 .94111'  

e .  S R C、S 、B 2 、 9 F 、P 1  

f  昭 和62年 11 月~平成元年 3 月

g  市営地下鉄烏丸線術JitfiJ !i

2248 伊 藤 銀 行 内 子 支 庖

設 計 . 三{ 言建築設計事務所

施 工 . 山本建設

a  愛媛県立多 IMi 内二T- JIJ] 大守内イ' 1 ' 1097

b.  653. 81 111 

c . 267. 09111 

d  474 .52111'  

e .  R C、 2 F

[  昭 和63年 7 f J - 斗勺求7じ年 3 月

g .  J R匹l図内子駅

2243 県 立 淡 路 病 院 第 三 病 棟

設 計 ; 兵庫県都市住宅部営鎗課

施 工 ・清水・奥村・淡路土建J V

a  洲本市下 加茂 1 - 6 - 6

b .  17，495 .43111'  

c .  1，525.6401'  

d .  6，473 .59111・

e .  R C、 6 F、 P 1  

f  昭 和62年 11 月~平成元年 2 月

g .  1miRtre，，' ス停

2246 梅 田 天 祥 ビ ル

設 計 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

施 工 ・金山工務后

a  大阪市北区別崎町57

b  .  327 .79111'  

290. 96111'  

d  .  3 .  11 7.35111'  

e  .  S、B 1 、 12F 、P 1  

f  昭和63年1 ) ' 1 - 平 成 元 年 3 月

E  地下鉄御堂筋線怖田駅

2249 中 国 短 期 大 学 光 風 寮

設 計 銭 高 組 広島支庖

施 工 銭 高 組 広島支庖

a  岡山r ! i 庭沖ii 121- 3  

b.  1. 388 .48111'  

832 .68111'  

d  1  ，933 .  24 111'  

e .  R C、 3 F

f . 1I併1163年 9)"1 - ミド成元年 3 月

g .  J RI白日本医長 itii 駅



一ーＭ目ｾ

OABui l di ng 



情報化時代の

アメニデイ・オヲイス一一

不二建設が取り組んだ

インテリジ与ントビル

三エゼ ｾｖ
O A  Bui l di ng 

リヒト産業株式会社本社

不 ニ 建 設 株 式 会 社 大 阪 本 社

設 計 不 ニ 建 設

監 理 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 不 ニ 建 設

所 在 地

敷地面積

建築面積

延床面積

構造規模

工 期

最 寄 駅

撮 影

大阪市中央区農人橋1丁目 1番22号

1 . 9 1 5 . 7 6 m'  

1 . 0 1 6 . 0 0 m'  

1 8 .3 4 1 . 5 7 m'  

82、16F、Pl

昭 和 62年 B月~平成元年4月

地 下 鉄 中 央 線 、 谷 町 線 谷 町 四 丁 目 駅

フジタ写真工 房

大江ヒツレは大阪府の官庁衡に隣接する谷町四

丁目交差点の一 角に位置してL、る。

古来より南大江の地名で親しまれてた場所に不

二建設大阪本社、リヒト産業本社の共同ヒツレ事

業計画の元に建設したテナントを含むインテリジ

エントビノレで、ある。

計画に際しては総合設計制度の採用が可能と

なり、中央大通りに而する都市の美観にfib-与すベ

〈心掛けた。叉、 21世紀にl匂って大阪は国際都市

として街の再生化が進んてるが、高度情報化社

会に対応するオフィス空間のあり方を見直し、快

適で創造性を重視したピルを目指した。

扇形のフオノレム、ブルーのがヲスカーテンウオール

のフアサードは縁日目まって、直線的景観に、うる

おいのある都市空聞を提供出来たと忠、う、そして

大江ヒツψを訪れる人々が楽しく情報の交換を行

うことを期待している。 ( 小西千年)

大江ビJ レ全景
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優しく、張りのある曲面のガラスカーテンウオールカ〈

都市をリフレクションしている。

「時代」そのものを映しつづけるのだという。

大阪市中央区農人橋、大阪城に近〈、

南北を見渡す官斤街に位置して、

関西スバルエリアの情報開発拠点を意図する。

大江ヒル公開空地

見る、聞く、感じる。

無限の情報宇宙へ、

あらゆる感性の触手をのばして、

いつも「ときめき」を感じていたL 、。

経済効果だけでは、良否を聞いたくない。

環境との関係効果を生み出したい。

〈五 大江ビル配置図・ I F平面図
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「線」より「系」、

空間づくりは、関係づくりを前提としている。

妬かれた関係の中て、いかに、

自分の創造力を高めるか、

個人の能力は、組織の機能と共生する。

大，工ビルインテリジェント系 統 図

- - - - ｵ Ｎ ＮＮ Ｍ ｾ ｴＮ ｾ ｾ Ｎ，ＮｬＮ＠

ー・・・・ーーーーーー Ｂ応司 ・ ｴ ＮＮＮ Ｎ，Ｎ ｾＮ ＢＧ ［＾［ Ｎ，Ｎ ム

コン予イショニンク‘と、セキュリティ・コントロール。

30 

迅速、丁寧に加えて、親切か‘モットー、

「もっと快適に一 一」に応える仕掛仇

人が主。人の行動を助けるのがオフィス。

「インテリジェント」を

「快適のための情報化」と、訳した。

匡宣董E

重量王豆E酉



言葉では語りつくせないクオリ手ィ。

数量だけでは把握できない状況c

しかし、映像は雄弁である。

不二建設 A V会 後 室

人と人の関係を優しく包み込む、

「出会い」の空聞を考える。

のびやカ、な英知、しなやかな感性、

インテリジエントビルの道具箱、

パンドラの箱にはしたくない。

列柱のつくる陰影、

構造の原点は、時代を超えて快い。

機能だけでは、人の心に響かないのだ、

少しづっ、心の梅造を究めたい。

基準階フロア
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インテリジ与ントは、

快適のための情報化。

空調設備 朝日工業社大阪支社

大阪市淀川区加島 1- 58 59 T E L  06( 302 ) 2273 

電 気 ダイダン大阪本社

インテリジェント

ビルシステム

昇降機設備

32 

大阪市西区江戸掘 1 9  25 T E L 0 6( 441 ) 8231 

三菱 電 機関西支社ビルシステム部

大阪市北区堂島2- 2- 2 ( 近鉄堂島ピル)

T E L  06( 347) 2291 

時代のときめき空間をつくる一 一 一

不二建設株式会社

東京本社 東京都新宿区西新宿4- 5- 2

〒160 Phone  03- 377- 5171 Fax 03- 374- 2166 

大阪本社 大級市中央区農人橋トト22

干540 Phone 06- 946- 2241 Fax 06- 946- 2317 

札幌支庖 札幌市中央区北 l 条西 10-1 -7 第百生命札幌第二ビル 5F

干060 Phone  011 - 221- 250 1  Fax 011 - 22 1- 2562 

名古屋支l苫 名古屋市東区泉卜21- 35

〒461 Phone 052- 97 卜 8481 Fax 052- 962- 7409 

福岡支庖 福岡市博多区博多駅前会 1-1 福岡朝日ビル7F

干812 Phone 092- 431 - 0533 FaX 092- 431 - 0583 

L05 ANGELE5 11 17 Wllshlre Boulevard.  5u"e 938.  Los AnQeles. Cahfornl a 

90017.U.5.A.  Phone  213- 381 - 7778 Fax 213- 381 - 7997 

仙台出張所 仙台市青葉区花車院1- 卜11 三和 プレシーザ仙台ビル6F

干980 Phone 022- 162- 091 1  Fax 022- 262- 0912 

千葉出張所 千葉市市場町9- 19 千葉新聞社ヒル 2F

干280 Phone 0472- 22- 3051 

静岡出張所 静岡市常袋町 1- 8- 6 第百生命紳岡ビル8F

干犯o Phone 0542- 5ト0461 Fax 0542- 5ト 0462

大垣出張所 大垣市南一色町621- 1

干503 Phone  0584- 78- 2876 Fax 0584-78- 2896  

京都出張所 京都市右京区西院東中水町7

干615 Phone 075- 3 14- 32 11 Fax 075-31 4- 8422 

広畑出強所 姫路市広 畑 区正 門 通4- 9 日商岩井蜘 短路出張所2F

〒67 ト 11 Phone 0792- 39- 5111 Fax 0792- 39- 0718 

広島出張所 広島市中区東平控室町卜 14 第百生命広島ピル6 F

干730 Phone 082- 24 9- 7301 



京の茶室( 全三巻)

|刈川子労

東 山 繍 ( 内容 272頁)

南 禅 寺 の 茶 室

金 地 院 の 八 窓 同 席 慈 氏 院 の 看11席

南 禅 院 の 飽 淵 窟

天 授 庵 由 松 関 真 乗 院 の 鐙 曾 庵 本 坊 の 不 随 庵

建 仁 寺 の 茶 室

本 坊 の 東 陽 坊 常 光 院 の 道 安 閣 の 席

大 中 院 の 燕 舞 軒 禅居I * i の布破由席 正 伝 院 の 如 庵

高 台 寺 の 茶 室

傘 亭 と 時 雨 亭 鬼 瓦 の 席 と 遺 芳 庵

岡 林 院 の 志 知 席 と 小 堀 遠 州 の 茶 室

東 山 の 茶 室

ｾ殊院の八慈の席 石 川 丈 山 田 符 仙 堂 治 東 芭 蕉 庵

西 翁 院 の 淀 看 の 席 銀 問 寺 東 求 堂 の 周 仁 斎

膏 彊 院 の 好 文 亭 山 紫 水 明 処 真 葛 ヶ j車 の 西 行 庵

稲 荷 神 社 の 御 茶 屋 と 荷田 容満 の 旧 宅

健 闘 三 宝 院 の 枕 流 事 と 松 月 亭 八 幡 の 松 花 堂

こ よな く 茶 を 愛 し 、 半 世 紀 以 上 に わ た っ て 茶 室

の 僻 究 を続 け て こ ら れ た 岡 田 孝 男 帝 塚 山 学 院 大 学

名 管 教 授 ( 本会 名 誉 正 会 rn の 研 究 の一 端カヘ こ

のほど、 r 京 の 茶 室 J ( 全三巻 ) と し て ま と め ら

れ た 。

本 町 は 、 昭和 2 6年 9 月 か ら 34年 12 月 ま て ¥ あ し

か け 9 年 間 、 雑 誌 「 新 住 宅 」 に 連 載 さ れ た ・ ・ｾＧ ｦＮ

l俗巡り の 中 か ら と く に 京高11の茶室を選ぴ、 IヰJ制

作 の の ち 、 大 幅 に 力u41 ・訂 正 、 収 録 さ れ た も の 。

( 金三巻 の 中 に 収 め ら れ た 茶 席 は 上 記のと おり )

" 全 |五| 各地の 茶 室 の 「 本 歌 」 と な る よ う な 代 表 的

な 京都 の 茶 室 約 1501市. が網島起きれている 。

本 位 を 11日く と 、 ま ず は じ め に 茶 室が主I! て ら れ た

膝 史 的 な -/，y)誌 や 流 れ 、 ゆ か り の 人 物へ の J ;- 綴 な ど

が あ り 、 読 者 を ひ と と き 歴 史 の包 時 へと誘う。 そ

し て 茶 室 の 「 す が た 」 に つ い て 、 外 観か ら 川取り、

E 画面圏

岡 田 孝 男 著

帝 塚 山 学 院 大 ''';:r，僻教J受

西 山 ・ 北 山 編 ( 内 容 - 288頁)

西 山 の 茶 室

西 芳 寺 田 湘 商 事 妙 喜 庵 の 待 庵

水 無 瀬神 宮 町 燈 心 亭 1限 敵 庵 の 時 雨 亭

北 山 の 茶室

仁 和 寺 の 遼 廊 事 と 飛 濁 亭 等 持 院 の 膏 漣 亭

金 閣 寺 町 夕 佳 亭 施安寺町蔵六月E

高山寺町遺香I * i 神 徳寺 の 7 々 軒

大 徳 寺 の 茶室

高 綱 院 の 松 向 軒 と 鳳 来 真 珠 庵 の 庭 玉 軒

貧 梅 院 の 咋 夢 軒 喪 光 院 の 閑 隠 席 と 桝 床 の 席

能 光 院 の 密 庵 恐箪月匿の忘釜の席と山 11床 の 席

大 光 院 の 蒲 庵 玉 林 院 の 蓑 庵 と 霞 床 の 席

大 f山院 の. 院 と 庭 大 徳 寺 町 新 し い 茶 室

妙 心 寺 の 茶 室

桂 春 院 の 既 自 軒 海 福 院 の 茶 室

相 国 寺 の 茶室 光 悦 寺 田 茶 重

窓、 j末 、 時 、 天 井 、 柱 、 庭 、 潟 地 な ど が 的 か に 1LI 'j

写 さ れ、1' - 1: ご と に 配 置 さ れ た 美 しい 写 rr . と図而 を

眺 め る こ と に よ っ て 、今度は) ，1. j- な が ら に し て 茶 室

の 中に 作 む こ と と な る 。

編 集 構 成 上 の 弘 事 さ も さ る こ と な が ら 、 そ こ に

は 著 者 岡 田 本 男 氏 の 茶室 へ の 深 い 愛 と 日 本 の 伝 統

美を伝達されんとする熱き: t ! . ! I ，、が諮られている 。

代 表 的 な 名 席 に つ い て は 、 そ の 広 さ 、 位 、 天 井 、

床 の 問 、 捌 口 、 窓 、 問 肘 、 等 々 の 苦11材 ・実 iWJ寸 法

が 詳 解 さ れ て お り 、 専 門 家 や 茶 室 を 廷 で ん と さ れ

る人への好個の担? ともな っ て い る 。

明治訂 正 Ｑ 三 Ｓ 月、 Ａ ＺＢ ｈＱｈ［ｾ 大 岡市 久手 町に生まれた

附 田 孝 則 氏 は 本 年9 1歳 。 京 都 大 学 工 学 部 で は 武 田

五 一 教 般 の 減 陶 を う け ら れ 、 西 l款 の 近代 建築 の研

究 者 と し て 活 制 。 r アルス生l ! ; 築大講座 J 12 巻 に 発

千 家 ・ 宮 廷編 ( 内 容 ・ 288頁)

三 千 療 の 茶 室

褒 干 * の 茶 室 裏 千 家 の 茶 室 武者小路干司院の茶室

蔽 内 叢 の 茶 室 久 田 療 の 茶 室 場 内 療 の 茶 室

宮 廷 の 茶 室

4圭敵宮の御茶屋 修 学 院 離 宮 の 御 茶 屋

京 都 御 所 の 御 茶 屋 仙 洞 御 所 の 茶 室

本 願 寺 の 茶 室

酉 本 願 寺 町 茶 室 東 本 願 寺 の 茶 室

東 山 編/ 西 山 ・ 北 山 鋪/ 千 家 ・ 宮 廷 緬

各 巻 A 5 判 ・ 上 製 ・ 定 価 3，605円 ( 本体 3，500円)

三 巻 揃 ( ケ ー ス 入 ) 定 価 10，815円( 本体 10，500円)

学 芸 出 版 社 1989年 6 月刊 T EL.  ＰＷＵ Ｍ ｾＴＳ Ｍ ＰＸＱＱ＠

表さ れ た石本忍久治との共 同 執 ｾ ｉ ￮Ｚ r  11企j丘 建 築 様 式

論 」 は 、 西 l孜の 新 主主主語を系統 的に ま と め た 4吋 11初J

の 論 考 で あ り、 また 、 創 刊 ま も な い 維 誌 「 新往 築 J

の 編 集 に も 燐 わ り 、 グ ロ ピ ウ ス 、ペノレチ y ヒ 、メ

ン デル ゾ ー ン 、 ア ウ ト 等 、 海 外 の 建 築 と の 交 流 を

i泊じ、その作品を紛介、西欧近代主l ! ; 築の研究者と

して ｩ ｾｴ !(l: な役内l を 栄 さ れ て い る 。

今 回、 『京 の 茶室 J ( 全三 1.!i ) を 七持されたが、

J存 者 は ま た 、 武 者 小 路 千 家 色 休 ! 俗 の 先 代 家 兄 愈 好

斎 宗 l互 に つ い て 茶 道 を 学 ば れ 、 茶 肢 54年 「相 伝 」

を 受 け ら れ た 茶 人 で も あ る 。 すでに、 『近畿茶室

行制IJ ・ ｲ Ｑｴｾ釜の話』は か多数の汗作があるが、

4玉、! } は、なか で も 、 建 築 家 で あ る と 阿 H年に 茶 人 で

もある 問 岡 本 男 氏 'I! 生 の 大作 て' あ リ、 「茶 室 の こ

こ ろ 」 を 諮 る J? として、後生まて- _ A<  < 伝 え ら れ る

ことと Jぷわ( l . る 。 ( m )
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WELCOMI NG - 明日の建築をになう女子学生たち-

司 会 み な さ ん は 学 校 は 泌 い ま す が 、 ， 建 築 を 学 司 会 % で す か 、ザー生に戻りたくなります 。

ん で お ら れ ま す 。 ま ず 政 初 に 、 建 築 学 科 を 選 ば れ

た き っ か け を お 聞 き し た い と思 い ます 。 大学のカラーが違う ?  

建築が非常にオシャレ

中 野 手L の 日 校 時 代 は 、 プ ノ レ ー タ ス と か タ ー ザ

ン等、雑誌に姐Ａｾが ｳ 絞りだした頃で、建築が非情

におしゃれだと思って 。 絵を ￭ＡｊＧＭＧ 、たり、Ｇ￲Ｑｾ誌を 凡

て わ い わ い や れ る 。 そ れ に 思 系 と 文 系 が 半 唱 で や

れ る と い う 気 が し ま し た 。

船 原 私は絵が好きで恋! 系がどちらかというと

好 き な の で 、 そ れ が ミ ッ クスされた，建築がいいと

思 い ま し た 。 機 械 よ り は 芸 術 l床を1 f i : びているよう

な主t も し ま し た し 。

湯 村 府、は尖は美大を目さ' していたのですが、

頭 が 製 系 1" ) き 。 現 ｕ ｦＮ、で美術系という ｾ ｊＧ ［Ｎで建築を ｩ 選

【F ました 。

司 会 や は り 往 築 は か っ こ い い で す か 。

中 野 と!ぶっ て い ま し た 。 大 き な 間 述 い だ っ た

け れ ど ( 笑 )。 段 近 7 7 ';/ シ ョ ン と 同 じ レ ベ ル て9 身

近 に 建 築 を 知 れ る ーJ'. が お し ゃ れ だ と い う 風 潮 が あ

る と 思 い ま す 。

湯 村 私 の 大 学 は き た な い け れ ど 。( 笑)

司 会 C Mに 往 築 家 が 出 て い た り す る し

一 同 あ れ は イ メ ー ジ と し て 大 き い と 思 う 。

司 会 女 性 の 比 率 は ?

中 野 1  ;lllj を 超 え る 位。

船 原 y: 3位。

湯 村 う ち は 少 な く て 私 を 含 め て 3 人 で す 。

， ・・・・.，
，.  " ' 11111 

1.'  '1・"'H
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・ 一 一

湯 村 直 美 ( 侵南大学建築学科 4 年)

私は今、大学で建築を勉強しています。 ‘ なぜ建築を

選んだのか 7・とよ〈聞かれます。雷棄で鋭明するには

少々援しいですが、人間の歴史と共に歩んで来τ いる物

のーっとして 、人間の進歩の一つの象徴として存在する

建築に私は壮大な人聞の夢を感じるのです。

今年の春に 、私は 1 人でヨーロ ッパ大陸を歩いて来ま

した。 日本とは全〈違う歴史を感じ 、建築物についても 、

スケールの大きさとモニュメント性に感動しました。

現在、ゼミで意匠を勉強するにあたり、このヨーロ ッ

パ旅行の体験を生カ、せるようにしたいと思っています。
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司 会 で は 実 際 入 っ て み て 、 ど う で し た か ?

船 原 往 築 は 奥 が 深 く て 、 考 え る と fl { まる所を

知 ら な い 位。 色 々 与 え て い く と 現 実 と さE恕が折り

合 っ て い か な い よ う な 気 も し ま す が 、 い つ も 、 主 主

築家の ｊ すえている ｾ ｊ 豆 、 建築について与えています 。

だ か ら 体 力 が 必 要 だ な と 感 じ ま す 。

中 野 私 は 2 回 生 か ら 3 匝l生 に な る H寺に建築を

続 け よ う か 迷 い ま し た 。 経 済 な ん か や っ てみょう

かなと 。 でも主ｉｊ［ｾは技術がつくからと言われて 。

4 年 ま で や って み よ う と 続 け た の で す 。 そ し て そ

れ ま で凡 て い た も の は 建 築 の う ち の ほ ん の 表 聞 だ

と わ か っ て き ま し た 。 建 築 は 自 に 比 え る デ ザ イ ン

だ け で は な く 、 そ の 中 に 人 が 入 っ て 生t訴している

(7)  ｴｾ カ‘ら 。

湯 村 い ろ い ろ 聞 く と 、 大 学 の カ ラ ー が ち ょ っ

とｾうなという気がします 。 私の大学では 告 ｙＺｦＱｊは

桃 造 と か 実 験 な ど か ら 始 め て 、 意 匠 は 少 し だ け 。

:'¥J 匠 を や り た く て も 4 回 生 の ゼ ミ の一 年 JlI J t . ごけし

か で き な い の カ f ちょ っ と ー。

司 会 今の大学ーについて思うことは?

中 野 i tl 丘の考え 1i が 回 一 化 さ れ て い る よ う な

% が し ま す 。 また、人' 字後は っ た ら か し に さ れ ま

す が 、 消 極 的 に 入 っ て き て い る 学 生 が 多 い の で 、

処 築 に つ い て 何 も わ か ら な い ま ま 非 業 す る 人 も 多

いと. ¥! . ' . c 、ますよ 。

船 原 誠 泌 を 徒 出 し た ら 2 時 li¥J f立 で 点 数 が つ け

られて ill 却されるだけなので・ .... イ手休みにアメリ

カの大学をｾ っ てきたら、Ａよいホールをブースで

区切 っ て、 ￦ｾ 足 ｪ のプレセＧンテーションについて先

生 と 学 生 が l 対 l で30分 位 話 し 合 っ て い ま し た 。

そんな雰閉会L がほしいうにがします 。

湯 村 うちの大' 下は、ある f ，u主 I 人 ひ と り に 説

明 し て く れ ま す 。 も と は 設 計 事 務 所 に い ら し た 先

生 な の で 、 地 工 図 を 比 せ て も ら った り す る と 楽 し

い で す ね。

今の建築について

司 会 今 の 処 築 に つ い て は ど う で す か 。

中 野 本米の ｩｬｬｾ の 工 会を凡失な っ ているような

欠 が し ま す 。

司会 本米の ｩｬｬｾ とは＿

中 野 その Ｎ ｩｬｬ 築がある 目 れによ っ て生活 ｾＧｈｬ が収

かになり、人/ i りの幸せに此献する 。 そ ん な も の だ

とa目、うのです 。 そ れ が 今 は ー 古1¥の 人 の ス テ ー タ ス

シンボノレだ っ たリ、流行に ｾｉ 自らされて大衆に｢ｈ ｩ び

て い る の て♂は な い か と 思 い ま す 。 イ ン ド を 旅 行 し

て 路 上に; 以ている人を 見 る と 、 テd サr イ ン と か フ ァ

サードとし、 った 次 I じと述 っ たも っ と if(裂 な も の が

あ る 公 が し ま す 。 {七宅の供給の 仕 } j とか、も っ と

地 道 な が に も 11 を1"1け る 必 裂 が あ る と 。

湯 村 一 代 て' Li :宅 がill て ら れ な い の は 、 や は り

おかしいと込川、ますよ 。

中 野j皇子( 京都大学建築学科 4 年)

この 3 年間でやった事。旅行・社会勉強・体力作り 。

まず旅行一一一台のサイクリング車で圏内をめぐる 。能

登、伊豆、西表では星砂の浜で野宿。旅はひとり旅がい

い。社会勉強一一バイトやボランティアをやりながら、

知られざる社会の一面を垣間見る 。人脈も広がる 。遇制

な好奇心も飽きっぽさでバランスがとれている 。体力作

り一一走ること 、泳ぐこと 、そしてウヱイトトレーニング 。

r 究極の建築は人聞の肉体である J (-.J .P ゴルチェ) ボデ

ィ・ピルダーならぬボディ・アーキテクトをめざす。人生、

退屈より夢と 冒険。そのために失うものが大だとしても。

中 野 あまりに社会に経済ＧｾｉＺが優先されている

ような気がして、 11古い気 分 に な る 11与があります 。

鉛 原 ｾ ＩＨ近、家肢についてみても、父親、 ｬ 号鋭、

( - f J 七のぷ場が同じにな っ て い る よ う な 公 が し ま す

が 、 そ れ と 同 じ で 怨 築 む 悦 く な っ て 、 威 厳 を 感 じ

な く な っ て い ま せ ん か 。 及川、ものはし、けないとい

うJ!Il¥湖 の よ う で。 私 自 身 は 、 フ ワ ー と '1吐いものは

あ ま り 好 き で は な い の で。

司 会 人11111 ' ' 1 : からか私なんかは併し、ものにあこ

が れ ま す が。 ( 笑 )

船 原 料いというか悩多な! 必じ 。 j品 ち っ け な い

と 汀 う か 。 布、はも っ と 椛 ち つ け る も の が あ っ ても

いいと 思 い ま す 。

中 野 変に威厳のある ・ ｊ ｾ を強ぷ Ｑ すると、 ｲＮ ｩｬｬｾ は

リJ の 世 界 I J とい っ た 万 110) へ い っ て し ま う 公 が し

ま す が。

船 原 型; の也: 抗L と 思 う か ら い け な く て 、 女 性 も

- H' i に参加してとけ込んでいくようにすればいい

と 思 い ま す 。 一 万 で 怨 築 が ホ ヒ ュ ラ ー に な っ てき

た 'J';I 立L 、L 、ι J-;t.ごと j忍うので'。

湯 村 た だ 建 築 が ポ ピ ュ ラ ー に な っ た 分 、 み ん

な、やりたい放地ペコ って い る よ う な % は し ま す 。

ぷ体11' 1だ け を 追 って、 1[' に 人 る 人 の ・1'; を 考 え て い

な い よ う な ー 。

中 野 7  T  .. / : . ，. . - ョンテザイナ ー とI，;J じ!必' 1' J : 。

湯 村 fl b、! 勝手が主g そ つ だ と か 、 な ぜ こ の よ う

に し た か わ か ら な い .ill 築 が 多 く て 。

司 会 支柿I に走るードは! l l i いこと?

湯 村 た ｴｾ Ｎｦ ｎ ＭＱＧ的な建築というむ の は、それだ

け で は な い と 思 い ま す 。



中 野 や は り 絵 と は 逃 う の で 、 使 う 人 の4 も 考

えないと 。

司 会 建築家が主主主E を 怒 く し た ?

湯 村 そ う で は な い と 思 い ま す が 、 み ん な が 絶

讃 し て い る 建 築 が 、 ど う し て こ れ が い い の か な と

思 う 事 が よ く あ り ま す 。

中 野 最 近 、 住 宅 専 門 に 設 計 し て い る 人 を 訪 ね

た ら 、 住 宅 建 築 は 生 活 の 要 だ か ら 大 切 だ が 、 時 間

を か け ら れ な い の が つ ら い と。 良 心 的 な{上 半 を す

る 人 が報 わ れ な い の で 受 け を 狙 う 方 1"1へ 走 る の だ

と 思い ま す が 。 た だ 、 笑 ｉ ｾ 祭 の 消費 者のす べ てが奇

抜 な も の は 求 め て い な い と思 うので 、 し ば ら く し

た ら 、 一 般 の 人 々 の 自 が11巴えて 、次 に い い 方 1"1が

見 え て く る の で は な い か と 思 い ま す 。 ( 一 向 う な

ずく )

好きな建築家

司 会 好 き な 建 築 家 は ?

中 野 ? リオ ・ポ y タ で す。「 カ ー ン命 J と 思 っ

たH寺Jt/Iもありましたカ九主ji 事Eに! 感位i カ九、いと 。

船 原 彩、は J レイス ・パ ラ ガ ン 、作 品 で 吉 え ば 谷

口吉 生 さ ん の 土 門拳 美 術館 。 あ と 白 井 以ー さ ん 。

どちらかと言えば 、 ｾｾ張感のある建 物 が好き 。

湯 原 私 は あ ま り片 締 りが な い の で す が 、 フィ

リ y プ ・ジ ョ ン ソ ン と か 。 日 本 で は 石 井手口 i紘 さ ん 。

今後どんな事をやりたL 、か

司 会 今 後 ど ん な 事 を や っ て い き た い で す か 。

中 野 私 はと りあ え ず 大 学 院 へ 行 っ て 、 点南 ア

ジ ア に で も ti- っ て み よ う と 思 っ て い ます 。 it9i羊(J(J

な も の だけ で な く 、 建 築 に 対 す る 視野 を 広 げ た い 。

そ う す れ ば 巡 っ た 意 味 で 建 築 が22か に な る 万 向 が

わ か る 気 が し て 。

船 l東 建 築 は 、 ひ と つ 建 て る に し て も 人・変 な 事

だ と 思 い ま す 。 私 自 身 ま だ ま だ 勉 強 不 足。 使 い も

の に な る か ど う か 。 し ば ら く は 勉 強 の 時 j切だと 思

っ て い ま す。

司 会 場 村 さ ん は ど う で す か 。 や っ と 意 匠 の 勉

強 に あ りつ け て 。

湯 村 4  jjj ] 生てす孔織の目度もついて 。 知 ら な い

4 も多いので、斗五務所へ入 って 、i託め る も の は 涜

ん で こ ようと 。 設 計 が好 き で す し 、 こ こ ま で 来 た

ら、もう 他 に は 考 え ら れ な い と い っ た 感 じ で す 。

司 会 そ こ ま で思 わ れ て み た い で す ね。 ( 笑)

中野 さ ん は 最 終 的 に は 建 築 を 9

総 j東洋子( 大阪芸術大学建築学科 3 年)

2 年半古学んできて今思う事は、巨匠の時代は終ったと

されていても 、建鍍搬は偉大である、ということです。

施主のこと 、居住性のニと 、商蟻性のニと 、時代性等々 、

機々な問題をニなされる建築療に畏敬の念を抱いています。

・スピードの時代・といわれるニの時代、それと共に常

に新しいものへとめくるめく ように変わっ てい 〈建築の

デザインは、スピード感があり、大変 ‘ おもしろ〈 。な

っている 様です。 しかし 、この織な時代においても J お

もおもしい' 建築 もつ〈られてもいいのではないか、と

も思う二の頃です。例えば、白井.:t ー さんのような 。

中 野 住宅供給みたいな ｾ ｉ ＧＮ も身えてみたいです 。

ただ建築は、やりたし、 '-1'. を や る た め の 手 段 だ と 思

っ て い ま す 。 経 済 学 部 卒 と い う よ り は 、女 性 と し

て商 品佃l他 が あ る か な と 。 女 性 は 何 か 技 術 を 持 っ

て い る 方 が強 いと 思 っ て。

司 会 な か な か し っか り し て い ま す ね。 最 近 の

就 職 動 向 も 変 わ って き て い る と 聞 き ま す が。

中 野 私 の 大 学 では半分イ立が文系ですよ 。 商社、

証券 、 銀行 、 主ｪＡ［ｾはひとつの技術と考えている人

が 多 い と 思 い ま す 。 ただ、就耳i百活 動 し て い る 友 人

に 聞 く と 、 こ ん な に 建 築 業 界 は保<; 1' 的 だとは忠、わ

な か ったと 言 っ て い ま す 。 この点だけはj 1i を 大 に

して 叫 ん で こ い と 言 わ れ ま し た 。( 笑 )

司 会 個 人 的 に は 段 近 の 女 性 進 出 に は 勢 い を ! 盛

じ ま す が。

高 橋 ま だ1よa 性 が 参加l し 始 め て か ら 日が 浅 い の

で 、 な か な か一 位ーに は 無 理で し ょ う が 、 こ こ 卜年

でも 社 会 は 明 ら か に 変 わ っ て い ると 思 し、ますよ 。

( 一 向 う な ず く )

司 会 本 日 は ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た 。

• • • • 

と き 平成元年 6 月20日

ところ デザイ ン・オフィスレイ

企 画 会員企画小委員会

chalr ma n M.MI ZOGUTI  

producer  K. I MAI  

グ U.S A HE K I  
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35 



無機炭酸カルシウム発泡体

E 直亙

くマイルド> シリーズは、現代建築のニーズから

生まれた、フロのための建築材料です二

"噛.

i1D1 :s; Fl =11 
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36  挫 築 と社会/ 19ω 年 7 月号

〆
a  

一 一 主な製品 一 一

. 人工軽量セメント混和用骨材( 特許品)

マイ ル ドサ ン ドI 、 II 、1II

( 無機炭酸カルシウム発泡粒)

・接着増強剤

エバマイル ド

( エチレン酸ビ系 )

マイル ドテ ックス

( S  B  R 系)

. 下地調整剤

マ イル ドコー ト

( コテ 塗 り可能 )

. 無機系断熱剤

マイルド ボード

( 無機炭酸カルシウム発泡休 )

. E B タイル

( セメン卜系 )

. O A フロアー ( 二重床)

・高付加価値建設部材 ( H MC i構造体他 )

⑮ 密林セメンロ業

本 社 工 場 干 684 鳥 取 市 境 港 市 外 江 田J 3660 番 地 l

TEL  0859( 42) 626 1附 F AX 0859(  42) 6263 

東 京 営業 所 〒 170 東 京 都 豊 島 区 東 池 袋 5 - 7  - 3 長 島 ビル6F

TEL  03( 988) 6241附 F AX 03( 988)4696 

大 阪 営業所 干560 大 阪 府 豊 中 市 立 花 町 1 - 4 ー | ー 103

TE L  06( 854)7 13 1<<世 F AX 06( 854) 71 32 



新建材紹介コーナーNo.168

人工軽量骨材( 特許品) セメン ト系

マイルドサンド・ E Bタイル ( EBフレスコ)

. はじめに

無機炭厳カルシウム発泡体、 E B附射は、これ

からの省エネルギ一、または有限的資源の手助け

となるべく、 各 }) 凶iから望まれまた大きくのびる

だろうと lUI 待されるなか( 附林 セメント工業が松 n

で開発した画期的なものです。

. マイルドサンド l 、 H、 111

＿イルドサンド ｉ 、 ｉｉ の主材料であるｾｦ［機炭円安

カルシウム発泡体は、軽量、不燃、断熱効果の高

い発泡体で、主材は炭ｾカルシウムで、つなぎ材

として、 P V C 、如、機繊維素等を若干出入し、発

泡成型させます 。

この発泡体は 、セメント M; f 日材、断熱材等に 平IJ

F刊され、各方商l で好言平を得ております。

. マイルドサンド I 、 II 、mの特長

①断熱刻J 来が高い

②不燃位

③コンクリート 、モルタル、プラスタ一等との

接活性が極めて良い

④防火隣巡の認定を得ている

⑤圧力水による i垂水がない

⑥燃焼ガスの有害性がない

⑦軽くてｾＡｩ ｩ い

マイルドサンド I 、 II 、 111 の物性

. 密度範囲: O.  ＰＲ ｾ ｏ Ｎ＠ 16 ・接錯カ(kg/岬)

7 日 28 日
i戦j ; .-t;備 公Elsl，IHs  

マイルドサ ン ドI 8 .6  10. 6 

マイルドサ ン ド日 11. 4  13. 1  

マイルドサ ン ド111 11. 3  13 .0 6 以上

司7 Wi ， ｾＷ ，＠ A  3. 5 5. 0 

千 干 辿{ 措 治 モ 州 ル市 内，タ} J レ 10. 3 12. 0 

マイルドサンドワンタッチ工法

+  

。 。

- 完全に水が号| いてから 7 イJ レドサンドモルタルを施工して下 さL 、。

・パヰコート等下地には特に水引きを ご確認 してから施工して下さ い.

E 8 タイル(施工例)

. E Bタイル ( EBフレスコ)

在来の焼成タイルは素焼工鋭 780'C 、4811寺院l、

本焼工程1230'C 、4 8時間で一枚ずつ、サヤ詰めを

行な ってトンネル窯で焼きあげ 。 1 l の焼成タイ

ルを作るのに 600 eの石油が消 1f されることから、

楽業にあ っては石川lへの依存度が非常に高いもの

といえる 。

E B タイル ( E Bフレスコ )は、セメント系の基

材 の 上 に高性能のｾｬｌ子線硬化 主 主眼を形成させるこ

とにより、イi二来の タイルとはま ったく異な った方

法で内袋、及び外装用の新しいタイ ル を作り出し

たものです。

日本建築協会建材委員会|

株式会社林セメン卜工業

4'  H.  1: 場/ 干684 鳥取県境d1rli 外江町3660帯地 l

T E L0859-' 12  62611f¥l FAX0859-42  6263 

ｷＺ 京営 Ｂ ，苛 Ｏ 干 Ｑ ＷＰ 東京都 ･Ｎ ぬ ｬ 烹 ｾ Ｈ池 袋 Ｕ 7  3  L<品 ピル6F

T EL03-988-624I ff l:l FAX03-988-4696 

k 阪世J車両庁/ 干560 大阪府担 中市 立北町 1 4  1- 103 

T EL06-8臼 i l3lff ¥j FAX06-854-7132 

. マイルドサンド 1 ( 内部用)

発泡スチロールと無機炭般カル シウム発泡粒を主

材とし、これに合成接着剤、 .trl粘剤 、繊維素をた

くみに配合、特殊処理似合したもので 、セメント

の特性を宇l I i う左官用モルタル i lHI l 材です。

・塗布面干' 1' 1

. マイルドサンド II( 内・外部周)

不燃料を 主材とし、これに合成接着剤、t ; t 1 咋占斉IJ 、

繊維素をた くみに配合、特殊処理出合したもので、

セメントの特性を制i う左官用モルタル出手[ J 材です。

タイル下地付等によく使用されており笑紛のある

商品です。

- 主主布市fl '(

. マイルドサンドL l I (内・外部薄塗周)

マイルドサ ン ドII (外部用 ) とま ったく同じであ

り、 7 イルドサンド II ( 外部朋 ) の制11かな粉砕粒に

よりでさております。不| 壌調務が 5 mm 以下の場合

最適です。 もちろん外部にも使用できます。

その他、; 清成分等の説明は 7 イルドサンド H と

同様であります。

際i. 1I'"IZ必J塗厚

主主 而 干:tt

( 山田幸一/ 建材委員)

. E Bタイルの特長

①表面1JIl 工による幅広い笠1M表現

② 高い寸法精度と加工性

③大版タイルが可能

④従来のタイルでは出せない色が出る

⑤450' %角、 6 0 0 %角、 9 0 0 %角の各サイズが出来

る。

- 優れた耐火性・耐衝撃性

法判は、トトM・C (Hi ght - Temperatore-curi ng Me -

ramai ne Ce ment Compl ex ) 、 C . R .C (Gl ass Fi ber  

Rei nf orced  Gypsu m) で構成され ている ので、耐火

性 ・而H街燃性に大変1愛れています。
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港令コーナー

編集委員会法令分科会

2 3 9  

優 良 住 宅 地 段 階 整 備 誘 導 計 画 制 度

住宅宅地関連公共公益施設重量備助成制度のひと

つとして、 「優良住宅地段階整備誘導計画制度」

が創設された 。 この制度は、 三大都市圏等におい

て、住宅供給を促進しつつ良好な住宅地形成を図

ろうとするものである 。

創設の背景

適正な価格の住宅へのニー ズは、ますます高ま

ってきている。しか し、近年の商業地の地価の著

しい上昇に伴い、周辺の住宅地の地価も高騰し、

適正な住宅の確保を困難にしている 。

そのため、社会構造の転換により生じる都市部

における工場用地、老朽住宅団地などの跡地を利

用した既成市街地の再開発による住宅供給ととも

に、都市周辺部などにおける燥地、未利用地など

での宅地開発による適正な価格での良質な住宅の

供給が強〈求められている 。

こうした流れのなかで、三大都市圏などの都市

近郊の鉄道駅周辺地域などにおいて、住宅建設事

業の適切な誘導により、良好な市街地住宅の供給、

公園 ・道路などの施設を箆備し、良好な地区重量備

を図ろうとする「優良住宅地段階笠備誘導計画制

度」が建設省住宅局により制定された 。

制度の概要

- 趣旨 この制度は、都市近郊の鉄道駅周辺地域

等の住宅開発圧力が高いにもかかわらず、基盤施

設の整備が遅れているために開発が州l圧されがち

な地区、あるいはミニ開発の進行などにより土地

区画経理事業のような地区全域の一体的な整備が

困難な地区などを対象とする 。

こうした地区について、住宅供給の目標、住環

境水準などの誘導指針、公共施設の盤1R i ほどを内

容とする計画 (優良住宅地段階箆備誘導計画 ) を

策定する 。 この計画を基本に 、住宅宅地関連公共

焔設整備促進事業ら積極的活用など関連施策を総

合的に実施するとともに、民間事業者などの個別

開発を適切に誘導し、段階的に市街地住宅 を中心

とした良好な住宅地整備を図ろうとするものであ

る。
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- 優良住宅地段階整備誘導地区の要件

1  つぎに掲げる地域に存するものであること 。

(1)首都圏斐備法に規定する既成市街地、近郊箆備

地帯または都市開発区域

(2) 中部圏開発整備法に規定する都市整備区域また

は都市開発区域

(3) 近畿圏笠備法に規定する既成都市区域、近ま11盤

備区域または都市開発区域

(4) 住宅不足の著し い県庁所在都市または通勤圏内

人口 25万人以上の都市の通勤圏

2  当而、 50戸以上の住宅建設が硲実に行われ、

おおむね 10年以内に地区内で 500 戸以上の住宅供

給が、j J s 鎖的に行われる地区であること 。

・優良住宅地段階整備誘導計画の策定 地方公共

団体は、計画を策定しようとするときは、あらか

じめ関係権利者等の意向把躍、関係行政機関等と

調整したうえで、つぎに掲げる事項を定め、建設

大臣の承認を受けなければならない。

l  段階整備誘導地区の位置、区域および面積

2. 段階整備誘導地区の整備に| 刻する基本方針

3  市街地住宅の誘導指針に関する事項

4  市街地住宅の供給に関する計画

5  地区施設の整備に関する計画

6  地方公共団体による市街地住宅盤1ill のための

施策に関する事項

7. その他必要な事項

制度適用の事例

- 先に紹介した制度に基づいた調査を、建設省の

補助調査として、西宮市の甲陽園地区で進めてい

る。当地区は 、地区環境の務備 、改善を伴わない

まま住宅地開発が進められてきた地区であり、ま

た今後も中小規模を主とした相当量の住宅建設が

見込まれる地区である 。現状のままで推移すれば

環境の悪化も予想されるが、土地区画整理事業な

どの既存のまちづくり手法の適用が困難な地区で

あり、こうした課題をもっ典型的な地区として、

当J也区 をとらえている 。

il J¥IJ支に基ついて調査を進めているところである

が、現在、その途上にあり、全体像を示しえない

ので、事例紹介は要点 に限 らせていただきたい 。

・制度活用の動機 当地区は、これまで、住宅開

発が進展するなかで、それに伴うべき環境の整備し

改善が行われず、特に、道路、公園などの未盤側I i

が問題となっている 。今後、地区にふさわしい住

宅開発を誘導し、同時に地区環境繋備を推進する

といったかたちで、住宅開発と地区環境準備を| 掬

i ! I i づけながらのまちづくりが求められていた 。

地区のもつ課題の解決を図りながらまちづくり

を進めるために、以下の施策の立案を検討しつつ、

公共施設の整備および良好な住宅開発の誘導を図

ろうとしている 。

l  地区事長備7 スタープランの確立

2  恨幹的者11市施設整備の推進 (都計道路等 )

3  住宅開発誘導指針の策定および連用

4  .  J也区施設等の整備の実現

以上のことを実現するため、優良住宅地段階盤

側i誘導計画制度の活用を図るとともに、あわせて

地区内における住宅開発事業者なと'の 協力のもと

に地区整備を推進したいと考えている 。

こうした基本的な枠組のもとに、この制度の要

領に基づいて調査を進めてきているが、そのなか

で特に 問題となるなについて触れて みたい。

・市街地住宅の誘導指針 地区内 における 一定規

段以上の集合住宅の建設を対象とし、住戸 ;規模、

一戸当たり敷地面積、建築物の高さ、駐車場の設

誼基準、景観への配1 f . などについて誘導指針を設

ける 。 このとき、住環境を磯保する基礎的な水準

を「一般基準j 、さらに良好な住環境を確保するた

めのものとして「誘導基準J を設ける 。誘導基準

に達している開発については、従来の開発負担の

較減措置を講ずるといった段階的な運用をも考I . ¥' d :

した市街地住宅の誘導指針を設ける必要があるの

ではないかとの検討も進めている 。

・公共施設( 公園、道路などの地区施設) の整備

中小規模の開発が集積していく地区は、主要生

活道路レベルの道路の確保が難しい 。 そのため、

開発に伴う道路の配置計画は、先に偽げた地区主主

制IJ<' スタープランに適合することを基本とする 。

また 、公園についても、道路と同様な問題を抱

えており 、中小規模の開発が集積する地区は、適

正な規桜のものの適正な配置が難しい 。 そのため、

地区整備マスタープランに沿い、各開発事業の負

担を集約して、適正な位置に適正な規模の公園を

配置する 。

こうした方法の実現化についての検討を進めて

いる 。

- 今後の課題 ここで紹介した事例は、 「優良住

宅地段階主主備誘導計画制度」を活用させて、まち

づく りを抑進させようとするものである 。 しかし

調査としては、まちづくり推進の基本的な枠組を

示す段階に止まっている 。 まだ、未整理な部分も

多〈残されている 。たとえば、関係権利者の意向

f目立や、開発およひ酔建築指導、住宅政策、道路、

公園卒業などの多分野に渡る行政の総合的な調主主

とい ったものが課題となっている 。

今後、さらに関係機関、関係者と十分な協議 、

調撃を進め 、こ の制度 「優良住宅地段階護保j 誘導

計画制度」の有効な活用に努めたい 。

(西宮市都市計画標 猿渡彬順 )



G B R Cニュース ー

昭 和63年 度 の 業 務 概 要

'89床衝撃音レベルデータシートの

無 料 配 布 に つ い て

当試験所の業務は、受託試験業務、建築審査 ・公示検査業務及び

受託調査研究 ・講習会業務に大別きれますが、昭和63年 度 ( 昭和63

年 4 月 l 日~平成元年 3 月31 日) の笑施概要は次のとおりです。

なお、( ) 内は ug和62年度の実縦です。

1 . 受託試験業務

昭和63年度の受託試験件数は、前年度比約20% 増、また、金額で

は前年度比約 8 % 増となりました 。

(  1  )  耐火 ・防火関係試験

防火材料試験の大幅な減少により、前年度に比べて件数で'21% 減

となりました 。

a ) 耐火構造試験 ・… … ・… … … ・・ 48(  39) 件

b ) 防火構造試験… … … ー … … … . 99(  85) 件

c ) 防火材料試験 ... ...・ H ・- ・・ 465( 656) 件

d ) 防炎性能試験他… … … … … … … 11 (  7) 件

計 623( 787) 件

9 ，548( 9 ，862) 万円

(  2 ) 機造物関係試験

件数では若干増加しましたが、金額で前年度比6% 減となりました 。

a ) 椛 造 物 試 験 … … ー ・ … 55(  60) 件

b ) 建物診断… … … … … … ・… … 6( 10 ) 件

c ) 施 設使用. . . . ..・ H ・- … … . "・ H ・・ 15(  11 ) 件

d )  風洞試験………・ .. .. . . . . …・・・…・・・ 22(  22)  件

巴) 土質基礎 ・・……. . . . . ……. . ... 16(  5) 件

計 114( 108) 件

13 ，316( 14 ，121)万円

(  3  ) 音 ・熱 . 1Il.1J 風圧関係試験

床衝撃音遮断性能試験の大幅な士自力日により、前年度に比べて件数

で3 2 %地、金額て'10% 増となりました 。

a ) 音響関係試験・ ……………・・・… 564( 348) 件

b ) 熱関係試験……・ ・… … … . ••• •• 118( 93) 件

c  ) 動風圧関係試験 ……・・・………一 93(141  ) 件

d ) グリース阻集器の性能試験 ••• 9(  11 ) 件

計 784( 593) 件

16 ，646(15，120 ) 万円

( 4  ) 材料関係試験

件数、金額ともほぼ前年度と同様になりました 。

a ) 有機質材料試験 ・ ・・・・…・…. ... 120(  148) 件

b ) 無機質材料試験… … … … … 935( 890 ) 件

c )  その他 ……・・・・ ……・一一 22(  30) 件

計 上 077(1， 0 6 8 H牛

28 ，299( 28 ，297 ) 万円

(  5  ) 工事用材料関係試験

大阪府の指導要綱に基づく骨材試料の巡回採取とその試験が 2 年

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所在地目 ・・吹 田市蔵白台5- 8- 1 干565

電 話 ・ ( 06) 872- 0391 FAX. .. ( 06) 872 - 0784 

業務時間 一平日 9 :  ＰＰ ｾ ＱＷ＠ : 日日

土曜 9 :  ＰＰ ｾ ＱＲ＠ : 日日( 9 月より第 2 、第 4 土曜休日)

自に入り、件数て' 20% 増、金額て'18% 増となりました 。

a ) 工事用材料試験室……・・…・…. . 68，181(  42 ，677) 件

b )  大淀分室 …・・・・ …・・ … 一 70 ，412(  60 ，150)  件

c  ) 堺分室 ・・…・……・ … … …・・…ー… 72 ，124( 68 ，815) 件

d ) 京都分室・・ … … - 一 … … 27 ，068( 24 ，772) 件

e  ) 加古川分室 … … …- … 一 … . 39 ，159(  34 ，468) 件

計 276 ，944( 233 ，438) 件

59 ，513(  50 ，620) 万円

2. 企 画 室 担 当 業 務

(  1  ) 建築審査業務

本年度は、国際花と緑の博覧会出展建築物等の評定を行 ったこと

もあり、前年度を大幅に上回りました 。

a ) 建築技術安全審査… … ・・・…………・… '28( 23) 件

b ) 国際花と緑の博覧会出展建築物等評定 .... .. . . .24( 0  ) 件

計 52( 23) 件

2，730 (1， 417)万円

(  2  ) 公示検査業務

本年度の件数は、 133件( 金額984万円) となり 、前年度の件数28

件 ( 金額207万円 ) 比べて大幅な増加となりました 。

3. そ の 他 の 主 な 業 務

(  1  ) 受託調査研究業務

本年度は 2 件 ( 4 件 ) を受託笑施しました 。

(  2 ) 講習会等業務

前年度と同様に大阪府の「コンクリート工法に |刻する指導要綱」

に基づく指定研修を 2 回実施し、 690名 ( 前年度804名 ) の方が修了

されました 。

'89床 衝 撃 音 レ ベ ル デ ー タ シ ー ト の 無 料 配 布

近年、 7 ンションの床を板張 りとするフローリング床が人気を集

めていますが 、一方で床を通して階下に響く騒音が社会問題化して

います 。

当所はこのほど、各メーカーが開発しているフローリング床板の

汁萄撃音遮断性能H を剥べたデータシートを発行し、消費者等へ無

料配布を始めました 。 これは当所が依頼試験の結果をまとめた最新

のもので、 108点のデータを収録しております 。

希望者は、便せんなどに住所、氏名、年齢、職業を明記した申込

書と 250円分の切手を貼 った B 5半lJ 返信用封筒を添えて、当所の 「床

衝懸音データシート係」まで 申し込んで下さい 。

※ 9 月より第 2 、第 4 土曜日を休日とさせていただきますの で、 「

注意下さい。
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マイ・プレイスのくに

は じ め て ロ ン ド ン を 訪 れ て 一 泊 し た の が ペ ン タ ・ホ テ ル。 こ の 建 物 が 、 お 定 り の 国 際 様 式 と し て ジ エ ン

クスの「ポスト ・モ ダ ニ ズ ム の 建 築 言語 」 に の って い る こ と は 後 で 知 った。知 人 の 紹 介 で 移 った 、 す ぐ

近 く の 宿 は ホ テ ル ・エ デ ン 。 ラ ブ ホ テ ル の よ う な 名 前 の こ の 宿 は イ ギ リ ス の 伝 統 的 な タ ウ ンハ ウ ス を 改

造 し た と 思 わ れ る B ア ン ド B 。 どこでもそうであるように、 111皆の広間で英国式朝食をサービスしてく

れた 。 て き ぱ き と し た ウ ェ イ トレ ス と ア ル バ イ ト 風 の 女 の 子 が 2 、 3 人働し、 ていた 。 そのウ ェ イ ト レ ス

が 、 立 話 を し て 通路 をふさ い で いる ア ル バ イト の女の子に 何 か 注意を したよ うだが、 私に は聞 きとれな

か っ た 。 わ が 同 伴 者 は そ れ を 聞 きとめて、、、It 's my  place" だったという 。忙 し く 働 い ている 人には、

邪 施 も の は 自 分 の 場 所 を 奪 う も の な の か も し れ な い 。

そ れ か ら 数 年 後 に 再 訪 し た と き は 、 コ ベ ン ト ガ ー デ ン の 近 く の オ ダ ム ・ウ オ ー ク を 見 学 し た 。 都 心 の 高

密 度 集 合 住 宅 と し て わ が 国 に も 紹 介 さ れ た こ の 地 区 の 写 真 を と り な が ら 、 ふ と 見 あ げ る と 、 3 1;皆の通路

から 2 人 の お ば さ ん が 話 し か け て き た 。 「おまえはこの場所 ( pl ace ) が 好 き か J と言っ ていた 。 言 うま

で も な く 簡 単 な 私 の 返 事 に 、 「 私 達 も 大 変 気 に 入 って い る 」 と 笑 い か け て き た 。 ( T .  Y )  

まちのみどり ーー その 1

神 戸市 の 既成 市 街 地は、海と 山 に 挟 まれた 細 長 い 都 市 で あ る の で 、高層 建 物 の 窓 か ら 南 に 大 阪 湾 が北 に

六 甲 山が 望 ま れ る 。私 の 職 場 は 今 春 か ら 市 街 地 中 心 部 に あ る 高 層 建 物 の 1211皆に 移 り北側11の 窓|祭に席があ

る。 H艮 前 に 市 街 地 を 見 下 ろ し そ の 向 こ う に 六 甲 の 山 並 み が 迫 って見える 。丁 度 、 山 }liLが新緑の淡い緑て陶

磁 わ れ て い る 季 節i であり 清 々 し い 気 分 で 改 め て 神 戸ならではの眺望を楽しく 眺 め 、 こ こ か ら 四 季折 々

の 自 然 の 移 り 変 わ り を 満 喫 で き る 喜 び を 感 じ た 。

正 面 の 山 麓 部 が 「異 人 館 の あ る 町 並 み J と し て 知 ら れ て い る 北 野 町 界 限 で あ り 、右 手 の 方 に 新 オ リ エ ン

タ ル ホ テ ル の 白 い 建 物 が 緑 を 背 景 に そ そ り 立 っている 。北 野 町 周 辺 は 、 以 前 、 仕 事 の 関 係 で よ く 足 を 運

んだ懐かしい所て‘ ある 。 こ の 辺 り は 、 神 戸 市 都 市 長 観 条 例 に 基 づ く 都 市 景 観 形 成 地 域 と し て 最 初 に 指 定

され、さらに 、その 一部 を 文 化 財 保 護 法 に よ る 重 要 伝 統 的 建 造 物 群 保 存地 区 ( 伝 建地 区 ) の 選 定 も 受 け

ている 。伝主主地 区では 、 現 状変 更 行 為 を 規制 す る 事 項 の 中 で 木竹 の伐 採 を制 限 し て い る の が一般的で、

伝 統的建 造 物 と 樹 木 が一体 と な って 古 い 町 並み を 形 成 し て い るとみなしている 。従 って 、庭 、 生 け 垣 、

立 ち 木 な ど も 保 存 対 象 と な る 。 窓 ご し に 見 る 北 野町 付 近 が周辺と 比 べ て 一段 と 緑 の 多 い こ と が は っ きり

と 確 認 で き た の も 当 然 の こ と と 思 わ れ る 。 ( A . Y )

リゾートって何 ? - - I

リ ゾ ー 卜 ブ ー ム の 波 に 釆 って あ ち ら こ ち ら で 開 発 が き か ん に 行 わ れ て い る 。 聞 く と こ ろ に よ る と 何 千 と

い う プ ロ ジ ェ ク ト が 現 在 進 行 中 で あ る と い う 。 と こ ろ が ど う も 日 本 人 の リ ゾ ー ト 感 党 と い う も の は 欧 米

の そ れ に 比べ 、 あ ま り に も 大 き な ギ ャ y プがありすぎる 。最 近 で こ そ 週 休二 日市IJ の 企 業 も 矧 え て は 来 た

も の の 、 休H院の 使 い 方 は 決 し て 旨 く は な い 。 ど う も 日 本 人 が7575 と し て い ら れ な い 原 因 は 住 宅 事 情 に あ

る よ う だ。 とにかく高い 。 土 地 も高し、 。 そして 何 と か 手 に い れ た う さ ぎ小 屋 の 為 に 一 生 働 きk:'J eけ 、 更 に

退 職 金 を 補 充 し 、 気 が つ い た ら 半 分 は 柁 柄 の 中 。学 生 H寺代あれほど遊んだ人も 、家 庭 を 持 った 途 端 に 働

き蜂に変身する 。 実 は 、 木 造 と い う 宿 命 的 建 築 方 法 の 中 に 日 本 人 の 勤 勉 さ の 源 泉 が あ る と い って し ま え

ば 極 論 す ぎ る だ ろ う か 。 つ ま り 社 会 資 本 を 何 千 年 と か け て 替 相 し て 来 た お 蔭 て ¥ 盟 か な 住 環 境 が 現 在 に

あるヨーロ ッパや 、 土 地 が た だ 同 様 の ア メ リ カ と 比 べ 、 日 本 人 は 狭 い 土 地 に し が み つ き 、建 築 を 出 し て

は建て、 ｔ ＮＡＧｩ ーしては建てを繰返すｾＮ｜Ｍに、特に疑問を持 つ てはし、なか っ た 。 ある意味て世界中て ゆ 最も建築を

消 費 し て き た 民 族 か も し れ な い 。 そ の 潜 在 的 な 意 識 が 現 代 建 築 の 中 に も 変 わ ら ず に あ る と し た ら 、 白

人 が 本 当 の リ ゾ ー ト を 楽 し め る の は ま だ ま だ 遠 い 先 の 話 で は な い だ ろ う か 。 ( H. W )  

建 築 家 は ノ ッ ク が お 好 き

永 い 問 、 建 築 協 会 の 事 業 委 員 を や ら せ て 頂 い て 来 た 。 tや で も こ こ 数 年 聞 は 見 学 委 員 と し て 、 数 多 く の 建

物 を 見 学 さ せ て l頁き 、そ の 間 関 係 者 の 方 々 、特 に 竣 工 間 |療 の 現 場 関 係 者 の 方 々 に は 、 作 業 の 最 雌 期 で あ

り 最 も 細 心 の 神 経 を 使 う 時 期 に 煩 し い 事 を お 願 い し て 御 迷 惑 を お か け し た ギ と 思 う 。今 後 も 宜 敷 く お 願

い し た い 。

さて 、見 学 の 際 に 気 付 く 事 で あ る が 、 ど う も 建 築 関 係 者 は ノッ クが好きな機である 。建 物 の 壁 、 柱 は い

うに及ばず、床迄コツコツと日川、ては首をかしげて考えたり 、 う な づ い て 納 得 さ れ て い る 姿 を H寺々拝見

す る 事 が あ る 。 ど う も 仕 上 げ 材 料 を 見 る だ け で 満 足 せ ず 、 下地迄 追 求 し て 探 って お ら れ る 械 だ 。 ひどい

の に な る と 茶 室 見 学 の 時 で も 壁 を ノ y クされる方がある 。茶室にベニヤf 1占の壁があるわけがなく 、 どう

も建築家の締 の 様 だ 。 あま り強 〈日pか れ る と 段 れ は し な いか と思 った り、 又 、 i' i: 重 な H寺I:IJ を古IJ し、て見学

させて下さ った 現 場 関 係 者 の 気 持 を 考 え る H寺、見 学 会 担 当 委 員 と し て 冷 汗 の 出 る 思 い を す る 事 が あ る 。

とは 言 い な が ら 、 無 意 識 に 壁 を ノッ クしている自分を 、発 凡 し て * ド キ ッH とする事がある 。や は り 建

築 関 係 者 は ノ γ クが好きらしし、 。 ゴメンナサイ。 ( J  .  M )  



青年技術者のみなさまヘ

「建築と社会」平成元年 11月 号 の

「第 36回 青 年 技 術 者 特 集 号 」 の 応 募 に つ い て

日本建築協会誌「建築と社会」は毎年「青年建築家特集号」もし

くは「青年技術者特集号」を企画し 、すでに 35固にわた って優秀な

青年技術者を紹介してきました 。

今回も、「青年技術者選衡委員会」を設けて、選衡の上娼載するこ

とにしております。

その選ぶ分野も、建築に携わる技術者層の多面化傾向 を考臆して、

設計だけに限らず、計画、構造、施工、設備およびその他広く建築

に関連する分野から、優秀な青年伎術者を選んでその不断の研究努

力とす ぐれた 業績を「建築と社会」に掲載して顕彰することにして

おります。

ついては、下記応募規定を参照の上、ふる って応募されんことを

希望します。

応 募 提 出 規 定

1  . 応募される人は満35歳までの青年技術者であ って、本会会員に

限ること 。

2. 原則として本会会員であるすいせん者を通じて応募のこと 。

すいせん者は被すいせん者( 青年技術者) の勤務する組織の上司

なり上長であること 。 すいせん者が学校教官である場合はこの限

りでない 。 また本人がキ ｬｬｈｾ の代表者である場合は自せんとする 。

( すいせん用紙は事務局にありますので、ご請求ください)

3. 応募者は 、設計( 住宅 ・インテリアを含む) 、計画 (都市計画な

ど) 、施工、精造、設備、その他の分野にあ って、なしとげたすぐ

れた実績について、すいせんをうけ、下記の所要の資料を本会に

期日までに提出すること 。

4  . 提出 された資料は「青年伎術者選衡委員会」にかけて選衡する 。

5  r青年技術者選衡委員会」において選衡されたものは「第36回青

年技術渚特集号 J ( 平成元年11 月号) に記載するとともに、記念品

を贈呈する 。

6 . 提出資料

(1)  略歴

本人の氏名、生年月日、最終学歴、業歴、作品経歴なと

(2)  選衡資料

A 資 料

( i l  建築設計の湯合( 住宅設計 ・インテリ ア を含む)

鮮明な写真、配置図および主要平面図、 概要、設計要旨、そ

の{ 也設計内容を説明するに十分な資料

( ii l  計画の場合( 都市・ 地域の計画など)

設計図、計画要旨 、 その他上に準じた資料

(ii D 施工、精造、設備の場合( それぞれの設計計画なども含む)

上に準じた資料

(i v)  上記以外の分野の場合( プロ ジェク ト等の調査 ・企画 ・調 整、

コンサルテイング、コーディネイト、プ ロ グラミング、音E材 ・材

料の開発、造園等、その他)

それぞれにふさわしい資事4

B 資 料

上 記A 資料の各業績において、応募者本人が関与した程度 、役割、

立場等を明らかにし 、A 資料中 、本 人 が特 に貢献 した部分、ま た

は力量が活かされたと思われる部分の詳細な説明、考え方および

将来的展望などについて、 400字詰原稿用紙8枚以内に平易簡明に

まとめたもの (必要に応じ図 ・表を用いて差し支えない) 。 ただし

応募者・本人の執筆に限る 。

(3)  すいせんのことば

原則として、すいせん者によるすいせんのことぱ( 120字ていど)

を添付のこと 。 自せんの場合は不要。

(注) r青年技術者選衡委員会」において選衡し、採択されたも

のについては、後日、本人の写真、青年技術者としてのことば( 青

年技術者としての抱負 、考え方、信念、建築観等々を、 400字てい

どで執筆) の提出 をお願いすることにします。

7 . 提出期限 平成元年 9 月 5 日( 火 ) 厳守

8 . 提 出 先 日本建築協会「青年技術者選衡委員会」

⑤ 530 大阪市北区梅田トト3- 2100 大阪駅前第 3 ピル21階

電話 06- 348一0635 F AX  06- 348ー 0634

9 . 青年技術者選衡委員会( 平成元年度)

委員長 長谷部 朔 郎 ( 日建ハウジングシステム常務取締役大阪支社長 )

委 員 谷 淳之介( 東畑建築事務所設計部長)

中山鳥 龍 彦 ( 中島随彦建築事務所所長 )

藤田 邦昭 ( 都市問題経営研究所代表取締役 )

安田 丑 作 ( 神 戸大学講師)

鵜飼 邦 夫 ( 日建設計大阪第二事務所構造部長 )

八尾 真太郎 ( 関西大学教授 )

井 上 良目 IJ ( 竹中工務庖設計部副部長 )

日根 来治 ( 安井建築設計事務所設備部長 )

金田 宏 ( 大林組本庖建築工務部担当部長 )

徳永 義文 ( 鹿 島建設大阪支庖次長兼建築部長)
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4 昭和63年 度 事 業 報 告 書 自 昭 和 昨 4 月 1 日 至 平 成 元 年 3 月 叩

1  . 総

( イ) 通常総会

. 6.  

:z>: 

6 月29日 5 時50分 - 6a寺5分 於本会会議室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 16名

殺 事 (1阿 和62年度一般勘定事業報告並びに決算報告

承認の件

ＨＲ 昭 和 Ｖ Ｓ 年度→生勘定事業言問 ｪ￉ びに収支予ｾ Ｚ

承認の件

(3問 和62年度創立70周年記念卒業報告並びに決

算報告主主認のイ牛

(4阿 和63年度創立70周年記念事業計画並びに収

支予算承認の件

( 口) 通常総会

2 月24日 5 時10分 - 5 1時20分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か13名

議事( 1 ) 監事 l 名選挙の件

(2) 本部所属評議員 19名選挙の{ 牛

(3股員重千: f : 71>: 認の{斗

2  . 評 議 員

.6、

:z>: 

( イ) 定時評議員会

6 月29日 5 時叩分 - 5 時50分 於 本 会 会 議 室

出席者 高布信義長ほか39名( 委任状共)

議 事 (1問 事 2 名補選の件

(2問 和62年度寸生勘定事業報告並びに決算報告

承認の件

(3阿 和62年度創立70周年記念事業報告並びに決

ｾＺ報 告 ｹ 話 ｅＡ のｻ牛

ＨＴｾ ｧ 和 ＶＳ 年度高 ｉ ｊ 立 ＷＰ 周年記念本業計画並びに収

支予算承認の件

( ロ) 定時評議員会

11月初日 5 時 - 51侍20分 於 本会会議室

出 席 者 高 橋 議 長 ほ か46名 ( 委任状共)

談 半 (2) 理事 3名補選の件

(2) 平成元年度評議員選出数決定の件

( ハ) 定時評議員会

3 月23日 5 時 - 5 時40分 於 本 会 会 議室

出 席 者 高 橋 議 長 ほ か44名 (委任状共)

議事( 1 肝議員会議長、副議長互選の件

(2) 日本建築協会細目lト昔日変更の件

(3刷会長 2名、 迎事25名選任の件

(4)平成元年度司喋計画承fJ:'.G7:件

(5)平成元年度収支予算承認の件

3 . 支 部 長 会 議

7月 9 日 411寺- 5 11寺半於広島ガーデンパレス

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か10名

議 事 支 部 の 活 性化 と本支部の交流、会勢発展等

終了後 中国支部総会、懇親会

参加者 60名

4  . 理

(1淀 例 理事会 6 回

(2i常倍里;事会 5 回

(3冶 務 理事会 l 回

5  . 委

事

貝

必』

:z>: 

. 6.  

:z:;;: 

幹事会 ・小委貝会

委貝会

分科会 ・羽合会等
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(1獅楳 委 員 会 12回 115回

座談会 4 回 ・インタ ヒーュ - 3 回

(2淳 業委員会 8 回 48回

(3漣材委員会 12回 見学会 1 固

(4濠情委員会 2回 11回

(5)出版委員会 11回

S 特 別 委 員 会

創立70周年特別委員会 2 回

員塚半田住宅再生委員会 l 回

需要者参加型住宅供給研究会 5 回

7  . 新 建 材 検 討 会

4 月13日 ハ イ ド ロ サ ム (劣化吸水判柑! 斉，] )

5 月11日 へーベJ レD R構法 ( A L Cパネル)

6 月8 日 ガード7 ロン ( 防蝕ンート )

7 月13日 DR A Ml X 補強コンクリ ト無筋土ml 床工法( S F RC)

8 月10日 ソニ Y 7 工法 (ユニ y トパス リ7 レ ;1 : / ユンステム)

9 月14日 デビロン ( 人ゴ芝生)

10月12日 7 ァイアライト ( 圃 抄 梢 品 化 ガ ラ ス)

11月9 日 77' ) ; レンリコン塗料fJ l ¥斜樹脂

12月14日 7 レ / /' ユ7 スト (吹付タイル而の総合改修 y ステム)

1月18日 7 ノレタイムロ y 力一 ( システムロ y カー)

2 月8 日 ポノレクレイ，句、 J レ (防水材)

3 月8 日 ダンパ ( ンステム天井)

8  . 講 演 ・ 講 習 会

建築工事実務講習会( 大阪)

12月 2 日 9 時~同侍於建設交1瑚官

科目 ・講師

・施工E栖 I

金田 宏 ( 側大榊且本広担奥工務担当部長)

・施工計画 II

I矧 後 彦 ( 大蹴倒術大阪支J凶築部技術室長)

・仮設見積

安立 俊 夫 ( 附大榊世本庖副操工主婦虹務課長)

・;f i' 漁 業 務

中 山 雅 博 ( 附竹中工務活大阪本庖R . f白部見術課長)

受講者 105 名

建築工事実務講習会( 広島)

2 月 3 日 91時半- 1側寺半於八丁堀シャンテ

科目 - 講師

・施工計画

金団 宏 ( 附大f.l J 且本広札喫江務担当部長)

・仮設見般

古荘 I1g態 ( 愉大榊肱品支脂工細目指課長)

・積算業務

中 山 すffi 博 ( 附竹中工務広大阪本山見付{ 問i見紛課長)

・受講者 120名

「今、なぜ200 ｖ なのか」講演会 於限 ｊＧｾ 会館

クボタ( オール電化) ハウス見学会

於 中之島ロイヤルハウジングガーデン

2 月9 日 111寺- 4 時半

講 師 関 西 電 力 附 市 場 開 発 部 参 加 者87名

地域刷暖房関連プロジェクト音11長宮本庄三氏

9  . 話 題 建 築 を 聞 く

橋の博物館一上回 篤氏

5 月28日 211寺- 4 1時半 於本会会議室

出席者 27名

・建築慨要

叫 白 地岡山県( i 般 rli 児品川、野 2 - 3792  

Ｔｴ築 ｩ ｾ fr 敷市

ｾｊｩ 監理上回篤アトリエ Ｋ 点姐 Ｑｩｬｬ 築 Ｇ ＱＧ 務所、世界都市研究会

施 工 フジタ工業

りりぱっとはうすー遠疎剛生氏

7 月16日 2時- 5 時 於 本 会 会 議 室

出席者 56名

・建築概要

所 在 地 神 戸 市 東 漉 区 住 吉 東 町 4 - 31 . 32 

挫 築 主 株 式 会 社 プ ラ ネ y トワ - 7

設計監理速雌剛生l J l 築設計'1'務 所

地 工 大 林 組

オーク江坂ピル三谷幸司氏、中，撃勝司氏

9 月 3 日 2a寺- 4 時45分 於 江 坂

出席者 48名

・建築概要

所 在 地 帆 田 市 広 芝 町 10- 28

建 築 王 大 林 不 動 産 株 式 会 社

設 計 地 工 大 林 組

新神戸オリエンタルシティ・ C 3- 19: 計者鎌谷憲彦氏

11月26日 2時 - 4 1侍 於 本 会 会 議 室

出席者 53名

・建築概要

所 イf 地 神戸市中先区北野町 1 丁 目

主主築 主 側神戸セン トラルl荊尭

設計地工竹中工務日;

主要用途 ホテル、応舗、多目的ホー ル

ダイキン O S A K Aアトリオー企画者回端 { 彦氏・ 段計

者丹田悦雄氏

12月10日 2 時 - 5 時半於ダイキンOS A K Aアトリオ

出席者 47名

- 建築概要

ダイキ ンOS A K Aアト リオA

所 在 地 大 阪 市 東 淀 川 区 小 松 5 丁目 5 - 2

地域地区 2 同住専

情 ili 焼 tli R  C 造 4 階

ダイキン OS A K Aア トリオ日

所 在 地 大 阪 市 東淀川区小松 4T El 11ー 17

地 域 地 区 住 居

t冊造嵐桜 R C泣 4 階

10. 見 学

大徳寺の茶室を訪ねる会

5 月21 日 l 時半- 4 時半

a合、

:z>: 

見 学 場 所 大 徳 寺 、 真 珠j奄の庭玉軒、電光院の密J奄、

養徳院の隊l雲;席

講 師 帝 塚 山 学 院 大 学 名誉教授

参加者 30名

讃責テレビ新社屋の見学

B 月18日 2 時- 4 時半

参加者 46名

・建築概要

所 地 地 大 阪 d1*区域比 2 - 2  

主且築 王 ，Ｚ ｴＧｬＱＧｴテレ ビ 政ｾ株式会 ｈ

J:i J十 日 ill 設計 1/1( 品l J l 設

程i 埋日挫，l ! i ril

地 工 鹿1: ，Hl!芯

工明 ｾｬｪ 士岡田孝男氏

プリズムホール( 八尾市文化会館) の見学

7 月22日 2 時 - 4 時

参加者 30名

・建築概要

所( 1' ｊ 也大阪附八 ｬ ｾ ｯｉ［光町 Ｒ - 40 

設 計佐骨量武夫設計事務所

監 理 八1( ，1; 佐雌武)<，1ム.:1"1吋草刈

施 E 竹中辻本) ' < 1 <.1企 業 体

新神戸オリエンタルシティ・ C 3 見学会

B 月23日 10時 - 1時 ・2 時 - 4 時半

参加者 150名

・建築概要

"[r (1'  J也 ｾｬｬｬ＠ i  rli 中央区北野町 1 J i l  

ｩｬｬ 築五 Ｈ ｲｮｾｉＧ ， ;セ ントラル開発

設 計 施 工 竹 中J :初日;

主要 ＱＱＱ 注ホテル、 ｉ ｲｬｩｾｾｪ ， ｾ日 ＨＢｊ ホ ル



京都府公館・京都府立府民ホール見学会

9 月17 日 2 時- 4 時半

参加者 28名

・建築概要

日斤在 地 京 郎 市上京区 ＡｾＩｌｩ 画中 立売上 ｊ レ施前町

設 計 石 本 担 築 事 務 所

監 理 京都府官締官軍 . ; r . 本総領 '11務所

地 エ成品水i . ¥・7 イテツ J V  

琵島湖畔に歴史とロマンを訪ねて

ＱＰ 月 ＲＸ 日 ｾ ＲＹ 日 Ｈ一泊見学会Ｉ

参加者60名

主な見学先とスケジュール

〈第 1 日> 28日 8  :  30 大阪出発 10 :  30 大津出発

・大津プリンスホテル

・坂本の石垣と庭園

・積水ハウス滋賀工場

・近江八幡の近江商人の町なみと八幡堀、ヴォーリズ

楚諜

- 彦根域内の楽々闘 ・八張主玉、玄宮園

〈第 2 日> 29日

・彦根城博物館

・米原の滋賀県立文化産業交流会館

・長浜楽市、北国街道

・日本電気硝子高月工場

・関西電力美浜発t[ljifr

OB Pキャ ッスルタワー見学会

11月11 日 2 時- 4 時半

参加者 67名

・建築概要

所 在 地 大 阪 市 東 区 域 処 1 - 4  

ｾ＠ 計 日挫位計

地 工竹中工務的 ・ 鹿品也訟 ・ 熊谷 ｉｉｉ ・ 住友主 ￟ｾ ｊ V  

国際花と縁の博覧会

* 大阪市花の休憩所( 大温室) 砂見学会

2 月23 日 1 時半- 3 時半

参加者 73名

・建築概要

所 在 地 大 阪 市 制 見区UJ 也公開 2 (硲見緑地公幽内 )

事 業 主 体 大 阪 市

お 計 監 理 大 阪 市 郎 市M偏向営綿部 日也訟計

施 工 竹 中 工 務 庖

11 . 若 い 会 員 の 集 い

「建築工芸と空間」展

. 展覧会作野旦平の創意によるステンドグラス/ モ

ザイ ック/ アフレスコ

Ｖ 月 ＲＳ 日 ｾ ＲＵ 日 於本会会議 室 入場者 ＱＱ Ｙ 名

. 講演会 「建築工芸と空間」 ースライド併用ー

B月23日 6 時40分 - 9 1時半於本会会談室

講師作野且平氏

インタヴュア菅家克子氏

参加者 57名

みどり学習会( 第13回)

チンチン電車て骨塚山一、まちヘ、みちヘヘ、えゅのみ

どりの景ぶらり ぶ らりー

11月26日 l  時半- 6 時

見 学 l 時半- 41時於帝塚山界限

講演会 4 時- 6 1侍

講師 大塚守康氏( ｾ附大塚造図設計事務所所長Ｉ

会場大阪市立西成区民センター

参加者 34名

「ー一一一一一一一一一一一

12 ビ デ オ 映 写 会

アメリカのウォーターフロント開発

ニューヨーク・サンフランシスコ・サンアントニオ

第 1 回 3 月18日 2 時 - 41侍 l

第 2回 11 25日 1時- 3 時 } 於本会会議室

第 3回 11 25日 3 時半- 5 時半 j

内 容 ビ デ オ 映 写 約 1時間30分

ニューヨーク、サンフラ ンシ スコ 、サ ンアント

ニ オ 各 約30分

(制作: パル、ビジョンプロデユース、発売 :

総合ビジョン)

参加者 78名

「一一一一一一一一一一一一

13 . コ ン ク ー ル

第34回工高生デザインコンクール

設 計 課 題 カフェ子リアのあるポケ ッ トパーク

応 募 数 18校 99点

審 査 会 10月 1 日

表 彰 式 11月19日

審 査 委 貝 長 束 孝 光 (大阪大学工学部教授)

入 選 作 10点 ( 内最優秀 l 点、優秀 2 点)

14 . 表 彰 状 授 与

全国の工業高等専門学校、高等学校、専修学校建築科

の優秀卒業生に対し本会会長の表彰状を授与しており、

本年 3 月卒業生のうち177校187名を表彰した。

15 . 会誌「建築と会社J (特集号 )

4 月号建物の外装リフレ ッシュ

5 月 号 都 心 居 住

6 月号 中園地方の展望とひろしまの街なみ

7 月号 21世紀への! 照明

8 月 号 制 振

9 月号超高層住宅を考える

10月 号 大 阪 府 営 総/ 集合住宅の リフレ ッシュ

11月 号 第35回青年技術者/ 8∞号記念

12月 号 讃 資 テ レ ビ

l 月号夢をのせる)輸送設備

2 月号竹中工務庖創立90閣年記念/ リゾート率的

3 月 号 色 の 復 権/ 来海の新建築と伝統技術

16 . 出 版

「建築技術選書」姉妹篇

〈プロのノウハウ〉シリーズ

体 裁 四 六 判 2 色j訓イラスト入

定価 1，6∞円 - 2 ，0∞円

・仕上工事監理のチェ ックポイント

・ゼロ災への道

・木造住宅のしくみ

17 . 午 餐 会 ・ 懇 親 会 等

在阪建築 B団体会長午餐会

11 月 B 日 01時 - 2 11寺於大阪ガスビル 8 階

出席者各会正副会長、支部長、事務局計20名

建築関係団体合同忘年懇親会

12月14日 於太階l図ダイヤモ ン ドルーム

出席者 315名

建築 8 団体合同新年交礼会

1 月 4 日 2 時- 3 1時於大阪コクサイホテル

出席者 544名

18 . 会 計 監 査

- 昭和63年 度事 業報 告書

( 昭 和63年4月1日~平成元年3月31 日)

笑踏計会
の
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刀
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間
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19 委 託 業 務 の 受 託

需要者参加型住宅供給の基礎澗査研究

(大阪府住宅供給公社)

2O. 資 料 の 公 開

本会保有の雑誌、文献、調査報告書、単行本、写真な

どの資料を会員利用の使に供するため、 9 月 1 日より

資料公開をスタートさせた。なお 、米務理のものにつ

いても、鋭意整理分類を急 ぐ。 閲覧υ ・・・ 無 料。

21 . 本会が入会している団体

大阪商工会議所

大阪市街地再開発促進協議会

関西経済i車合会

建築行政協会大阪市支部

建設関係公益法人協議会 (建設省所管の社団財団)

建築国際連絡協議会 5 団 体 事 務 局 : 学会

建築関係団体連絡会 80団体 11 建築センタ一

四会迎合エ本舗負契約約款委員会

大阪住宅振興協議会 24団体 11 大阪住宅センタ一

大阪府社会保険協会

大阪市北区納税協会

大阪市防火管理協会

|  22 本会より役員を送っている団体

大阪商工会議所

大阪市街地再開発促進協議会

日本建築総合試験所

日本選諜センター

大阪建築|坊災セ ンタ一

大阪住宅センター

世界デザイン会議運営会

2 号議員

理 事

理 事

評 議 只

理 事

理 事

理 事

23 . 建 築 ク ラ ブ

会貝有志の組織する建築ク ラプでは毎月大阪グラン ド

ホテルにおいて諮問iを招き朝食会を行うほか、 1 月に

は新年宴会( 晩餐) を開催して相互の親隆をはかって

いる 。また、適宜見学会を行う。

24 . ゴ ル フ 同 好 会

会員のゴルフ同好者をも って組織し、年間 5 回の定例

競技会を開催して 、ゴルフを通じて会員相互の親陵、

研鎖を図っている 。

25 . 後援または協賛 した会

口隆物の結露とカビ その被害と防止対策

王l! li { 附ア ロー 7 ィル

4 月26日 於大阪府商工会館

口 J 1  A市民大学夏期講座 (都市希望学)

主催 新日本建築家協会近縫支部

Ｗ 月 ｾ Ｘ 月の問 、 Ｖ 日開 制雌封官

口レム ・コールハース建築展 ・講演会

主flli GAL L ERY ' MA運営委u会

10月14日 於テイジンホール

口S O M最先行建築作品展

主flu SOM 

43 



ＱＰ 月 ＲＰ 日 ｾ ＲＲ 日 於綿業会館

口 「新しい鋼桃造の設計に向 ってJ 講習会

主催 日本建築学会近畿支部

11月 2 日 於大阪科学技術センタ一

口 第 4 回高槻のf好づく りセミナー

ま!Il， 高槻商工会議所

11 月25日 於 西 武sc パンケ ッ トl ト ム

口 第11回情報システム利用技術シ ンポジ ウム

主催 日本建築学会

Ｓ 月 ＱＵ 日 ｾ ＱＷ 日 於建築会館ホー ル

口建築物の 1) ニューアルに関する諸問題と島恥失事WIJ;...-

ンポジウム

主flU 日本建築さr会近畿支部

3 月17日 於建設交制官

口 昭和 ＶＳ 年度 Ｑ 級 ・ Ｒ 級建築工 Ｔ ｊ 玲支術者 試験受験 Ｄ Ｑｾｩｩ

講習会( 全国各地)

主催 財団法人地域開発研究所、住築地工管理技術研究会

口 第 8 回大阪都市景観，建築1 ' t (大阪まちなみ1 ' t )

主 催 大 阪 府 大 阪 市 大 阪 府 建 築 士 会

・表彰式 ・記念講演

11月25日 於建設交流館

口 Ｘｾ 世界デザイ ン博覧会 ・ 建築設計競技

主!Il， 日本建築士会迎合会ほか

応募締切 '89年 5 月31日 表 彰 7 月29日 (予 定)

口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口

44 

. 昭和63年度事業報告書

(昭 和 昨4月1日~平成元年山1日) I  日本撞築協会創立60周年記念 . _ ' A 5判

創立70周年記念事業

昭和63年度事業報告・決算報告

本年度は前年度よりの継続事業として下記の事業を

行い 、記念卒業総てを終了した。

. 住宅資料集

「住宅丘代化への歩みと日本建 築協会」の発行

本会は大正11年 9 月、日本で初めて現地に実物住宅

を建設展示する住宅改造博覧会を現箕面市桜ケ丘て暢j

fij; し、単に実物住宅の展示だけてなく、約15，∞0珂明

敷地に博覧会本館、屋外映函館、飛行塔、テント 村 な

どを含む大時覧会として笑66日間、延べ 7 万人に上る

観客を集めた。ま た、 25戸の展示住 宅のうち 、10戸は

今な お現地に健企で、現• . f t も、良好な1主毛I也の中で異

彩を放っている。

今回、博覧会前後の社会情勢や住宅近代化への道程、

出展作品をは じめ、当時協会が行った設計コンペ入選

作の紹介などを集録した。

A 5 判 174頁( 昭和田 年 5 月出版)

定 価 1，500円

・住ま いの絵 本

「なっちゃんのたんじ ようぴJ の発行

本会創立70周年記念事業ならびに大阪市の H O P E

計画 (21世紀都市居住イベント構想) の一環として発

行したこの絵本は、次代を担うこどもたちの住まいへ

の関心を高め、笠かで美しいまちづくりを支える住居

鋭、{ 主意識を育てるため、都市居住の魅力をテーマに、

一 少女の誕生日 の一 日をf品、たもの。

文と絵 川村みづえ

A  4 'l'1J変形 32頁 ( 昭 和63年 6 月出版)

定 価 上 製 本 1，00同 普 及 本 600円

収 支 内 訳 表

平成元年 3 月31日現在

( 収 入 の 部)

刊 日 | 干 算 制 | 決 算 額 | 差 異

住まいの絵宇宙i. l )j収入 1 5. 3∞.∞01 5.∞4. 850 16 295. 150 

住吉資料! 品収入 1 1. 0∞0001 1. 033. 6751 33 .675 

雑 収 入 1 30. 000 1  170. 2971 140. 297 

附 即 ! 繰 8 企 1 9. 302. 8371 9. 302. 8371 0  

合 計 115 ，631 ，837 1 15 ，511 ，659 16 111 ，178 

( 支 出 の 部 )

件 日 | 金 額 | 決 陣 制 | 差 異

住まい町絵本日11:I，."n I  5.3∞ 脚 I 4. 845. 2刊 I6  454. 760 

住吉資料集 "  2.5∞ 白 川 1 2. 905. 2111 405. 211 

会 合 n 1  1. 5∞∞o  0 16 1. 5∞o∞ 

'1込 務 j! 1  1。∞O. ∞01 1，038，850 1  38. 850 

(- l' 耐 n 1  5. 332. 837 。165.332. 837

一 般 勘 定 総 人 組 。1 6. 722.3581 6.722. 358 

合 計 15 ，631 ，837 1 15 ，511 ，659 16 111，178 

建築技術選書 鍔 22221会

白茶室の話/ 間関孝男

回ビノレの省エネルギー/ 中村猛

回 7 イコンによる術42設計のすすめ( 改訂版) /魚木晴夫

回 行11市の下水必見v給水一成

回 すまいの部主〆茶谷正洋

国コンク リー ト工.i !W) 11思/ 奥島正一

回 構造1情 iとやさいサ] 学 1/ 須賀好w

国主i具2 潟] 議と意低/ 山片三J l II

回エレベータ ・エスカレー夕立体制似品 / 木村手l版

図 的造 ｾｴｩ ｩＡｬｩとやさい、力学 Ｒ Ｏ 須賀好日

四社喋と設ilii の按 山1/ 日建設計 「接点」研究会

図ソーラ- ，、ウス/ 内山武夫

回医院 ・診療所の計画と設il i / 池田有隣 ・船越町[ 由

E 設計のコンピュータ一手法/ 飯塚英雄

回 PC建築の昔v 下旬団 i量三

回石垣と 石 ｦｬＢＨＡ 支 Ｏ ｾＱｬＱ 村 Ｑ

回占 峨 と ｉ 酬 の手ほどき Ｏ 中尉 ｮｾ

困ンヨ y ピングセンターのa1i i l l l / 西協同征

四 {主毛設計とインテ リア/ 稲岡喜久雄

固 タイ/レのi l ;1巴〆 凹中弘

固住宅の家具/ 光酬を夫

園必携 と設備の接点 2/ 宮脇毅 ・久保l J 士治

国 設制il 技術者のための建築再入門/ 光公義光

国欽付 桃 庄のＺｴｔｩＯ金多 ｩ 奴 ・ 甲 ｩｾ 立 Ｉｊ 夫 ・西 沢英和

園 建物の断熱と防i:il / 自・野秋彦

週狙撒と I也艮災害/ 竹内吉弘ぬI l 1tJ ト

固主笛喜被J 1 業務/ 生μ 道春

圏盈探金物の知議/ 立野一自11

固瓦と屋械情込/ 佐総j凱月

図 住宅三備 ＧＱ ＺＮＭＱ，抑 ｾ ｖ 平田純一

回 住毛のエレクトロニクス/ 監修 'J寸州11

園 短袋塗装の手引き/ 児山修二

国延摸式典の笑際/ 若林嘉i 1 磯

国 選 控 訴十と高齢者 ・身障者/ 吉悶あこ

園 高層集合住宅の附寺管理/ 福嶋孝之

国日: 本史/ 山田幸一

困 身近な而臨設計法/ ii ii 川|場ー

国 住宅の!mnJl / 佐毛の! 照明執悠グループ

特装本. 火災安全学入1"1/ 阿回光正

日本建築協会創立60周年記念事業「建築技術選. J 姉妹篇・四六判 2芭刷

〈プロのノウハウ〉シリースー2R22232会

T QC から見た緯設業/ 荒桐佳彦

躯体工事監理! のチェ ックポイント 100/ 須賀好詰

パソ コン会計術/ 図書11明郎

建物の値打ちの防め方ピル・ 7 ノンヨノ町新しい淵舵/+1' NI i'周

空調設備のトラプル50/ 週築制桁トラプ" 研究会

衛生樹脂のトラブノレ50/ 沼 築 制品トラプl 凶汗究会

現場7 ンのアイテプ発泡. v 合原一夫

主蝶基準法の実際/ 矢吹茂郎

刀 縮 の 税 制 櫛100ポイント/ i l l 設側主研究会

工業化住宅 ・考ニt凶・ら町プレハブ住宅/松 榊 ト

鉄 fj 工司初現場伴/ 石悶満商

建築粉争の実際/ 岡本辰義

仕上エｾＢＱ監理のチェ ｹ クポイント Ｏ 日建設計監理業務研究会

ゼロ災への道挫 ｗ ｊｬｬｾ双三出噛繍 Ｏ 表 -fl l l  

木造住宅のしくみ t崎工法的基本と応用/ i 怨 f平八 ・東敏博

コ ンク リートエ ｩ Ａｾ のチェ ｹ クポイント Ｑ ＰＰ 近刊 ＩＯ ｉｊ 日 Ｑ ］ｴ秀治

インテリアコーディネート 100 (予定1/旬TI l 1アカデミー

姐築基準法を読みこなすコツ (予定1 /阿木ff二之

日本建築協会創立70周年配念事喋・ B 5 平1I

選書特装版 21223説会

制治 コストと続 ｩ 斉設計 ン Ｏｩ ｪｕｾ 好 日

新 ・建築と設備の扱内/ 宮 脇 殺 ・「間11 武

羽柴設仙の制Y;!i診断/ 牧 野 茂

外51首位法チェ y クリスト / 飯塚五. f l ll蔵

出 Eと紋 {近刊1 / 総 光 決

デザイナーが学ぶ 榊込 計画 ｻ近刊 ＱＯ 須ｾ好広

場所打ち杭 のｾ計と地工Ｈ近相 ＧＱＯ 阪 口 座



収入の部

大 科

ｾ＠ ir 

司五 業

支 出の部

大 干'十

事 業

省 理

‘ 昭和63年度決算報告書

目 中 科 目

億i 人 正 会 貝 ( 本 ・支音11)

ｾｹＮ＠ 入 個 人 正 会 貝u也 方)

団 体 正 会 民

準 会 貝

会 誌 収 入

契 約 約 款 売 上 収 入

会 員 名 簿 収 入

収 入

建 築 技 術 選 j tr - 収入

ｾ＠ 会 ｾ ｹＮ＠ 入

講 演 講 習 会 収 入

雑 入

寄 イ寸 金 収 入

雑 収 入

借 入 金 返 済 機 立 預 金 取 崩 収 入

創 立70周 年 記 念 事 業 資 金 繰 入 額

収 入
.g、

目 中 f'f  目

ぷZ 込エ 誌 発 行 資

契 品ヲ *'') 款 1主

会 員 名 簿 発 行 賀

'L-，( 

建 築 技 術 選 位 諸 費

集
ぷZ 三泊、

資

言轟 I京 議 習 会 1主

教 育 振 興 i'l 

E力 成 金 支 出

雑
官民

車合 料 手 当

退 早世 金

福 手IJ 厚 生
貨百

ｾ＠ ェ 議 費

旅
貨ヨ

51マ‘  通 i'l 

通 f言 述 織 1主

集 金
τ住

1生

1時 耗 Iロ1日 貸'  

修 t曽
富民

印 昂IJ 製 本
署員

光 熱 水 辛} 強

火 災 保 険 料

4且 税 /ふ、‘、
訪t

7t!Ii 十日
貨百

f昔 入 金 手IJ 怠.

管 理 資

雑 j賛

借 入 金 返 済 支 出

退 職 給 与 引 当 預 金 支 出

基 金 繰 入

j威 f面 {賞 却
百貨

雑 tJl 失

記 念 事 業 積 立 預 金 支 出

予 制iJ 資

支 出
i泊Z、 言十

一 般 勘 定

収 支 内 訳 表

平 成 元 年 3 月 3 1 日 現 在

予 f) 額 決 n: 額

69 ，242 ，000 66，730，243 

29 ，640 ，000 26 ，743 ，637 

1，530，000 1，834 ，350 

38，000，000 38 ，044 ，556 

72 ，000 107 ，700 

日1，500 ，000 88 ，391 ，467 

66，500 ，000 70，253 ，51 1  

2，000 ，000 2，470 ，370 

。 。

4，500，000 5，921，372 

1，500 ，000 1，708，000 

2，000，000 3，210，754 

5，000，000 4，827 ，460 

700 ，000 600 ，000 

2，000 ，000 2，21 4，250  

4，200 ，000 4，200 ，000 

。 6，722 ，358  

157，642 ，日目。 168 ，858，318 

予 n  額 決 f): 額

80 ，200 ，000 86，808 ，190 

64 ，000，000 67 ，671，338 

1，500，000 911 ，700 

。 。

3，400，000 4 ，321 ，488 

2，000 ，000 2，498，736 

1，500，000 2，780，727 

1，200，000 1，193，738 

1，600，000 2，063，907 

5，000，000 5，366，556 

68 ，500 ，日目。 66 ，389 ，846  

48，700 ，000 49 ，449 ，830 

1，000，000 。

5，700，000 5，541 ，407 

1，400 ，000 1，102，703 

300 ，000 333 ，020 

1，200 ，000 1，079 ，460 

1，400，000 1，304 ，540 

300，000 389，916  

100，000 28，500 

350，000 303，900 

300，000 239 ，093 

50 ，000 14 ，750 

2，200 ，000 1，903，200 

200 ，000 155，000 

800，000 670，000 

3，900，000 3，500，557 

600，000 373，970 

4，200 ，日目。 4，200 ，000 

3，000 ，00日 3，000 ，000 

700 ，000 600 ，日目。

100 ，000 94，5目。

。 4，420  

。 6，722，358 

942，000 。

157 ，642，000 167 ，819，314 

差 引 当 期 剰 余 金 1，039，004 

( 単位 . 円)

差 事主 イ胎
考ー

ム 2，51 1，757 

ム 2，896，363 

304 ，350 

44 ，556 

35 ，700 

6，891 ，467  

3 ，753，511 

470，370 

。

1，421，372 

208，000 

1，210，754 

ム 172 ，540 

ム 100 ，0目。

214，250  

。

6，722 ，358 

11，216，318  

差 異 {蔚 考

6，608，190 

3 ，671，338 

ム 588，300 

。

921 ，488 

498 ，736 

1，280 ，727 

ム 6，262 

463，907 

366，556 

ム 2，110，154  

749 ，830 

ム 1，000 ，000 

ム 158，593 

ム 297 ，297 

33 ，020 

ム 120 ，540 

ム 95 ，460 

89 ，916  

ζ 』
71，500 

ム 46，100 

ム 60 ，907 

ム 35 ，250 

ム 296 ，800 

ム 45 ，000 

ム 130 ，000 

ム 399 ，443 

ム 226，030 

。

。

A  100 ，000 

ム 5，500 

4，420  

6，722 ，358  

ム 942 ，000 

10，177，314 

4 5  



4 昭和63年度決算報告書

貸 借 対 照 表

平 成 元 年 3 月 3 1 日 現 在

(単位 : 円)

N  目 金 官H ヰ寺 目 金 古白

( 資 産 の 苦11) ( 負 債 の 昔 日)

流 動 資 産 42 ，739 ，722 流動負債 26 ，427 ，578 

現 金 74 ，527 未 払 金 9，846 ，844 

普 通 fn 金 12，190，861  前 :llえ， 
金 16，303，383 

郵 {必 t辰 替 4 ，546，230 そ (f)  他 277 ，351  

未 ｾ ＩＨ＠ 金 20，848，960 固定負 債 22 ，094 ，499 

仮 払 金 3 ，899 ，536 長 期 借 入 金 15，700 ，000 

品目1) 
者ι 1'( 用 1，179 ，608 退 戦 給 与 引 当 金 6，394 ，499 

固定資産 251 ，503 ，760 基 本 金 269 ，803 ，364 

土 I也 59 ，800，000 基 本 金 9，247 ，176 

建 物 191，120，000 基 金 9，636，188 

什 r.是 583，760 会 自官 基 金 250，920，000 

4宣 資 39 ，494 ，746  剰 余 金 15 ，412 ，787 

金 銭 信 託 10 ，820，842 記念事業 ｾＱＧＱ 立金 6，722 ，358 

貸 イ寸 イ言 託 15 ，000，000 前 期i 繰 越 剰 余 金 7，651，425 

中 j制国 j f t 7 7 ンド 3 ，951 ，546 当 Jtll 剰 余 金 1，039 ，004 

退 職 給 与 桜 立 預 金 3 ，000，000 

記 念 事 業 積 立 預 金 6 ，722 ，358 

合 計 333 ，738 ，228 
4口<>. 

計 333 ，738 ，228 

有形固定資産の償却費累計額 528 ，800円

( 資 産 の 苦11)

流動資 産

l  現金、預金

(1)現 金 ( 手許有高 )

(2)普通預金

三和銀行 瓦町支底

大和銀行 北浜支庖

住友銀行 高麗僑支庖

中 央 信 託 銀 行 篠 田 支 庖

(3)郵便振替( 大 阪 1 - 39975)  

2 未 収 金

会誌収 入

個 人 正 会 員 会 費 収 入

地 方 会 員 会 費 収 入

団体正会貝会費収入

準 会 只 会 費 収 入

事 業 収 入 雑

70周 年 記 念 事 業 本 代

3 仮 払 金

借 入 金 返 済 支 出

郵 券 代

委 貝 会 食 事 代

4  前払費用

講習会テキスト印刷費

会 誌 発 行 1'(

固定資産

(1)土 地 1大阪市北区梅田

(2)建 物 f I  - 1  - 3  - 2100 

(3)什 ｾ ｊ 大阪駅前第 Ｓ ビノレ Ｒ Ｑ 階

投 資

74 ，527 

12 ，190 ，861 

7，126，210 

969 ，501  

1，611，353 

2，483 ，797 

4，546 ，230 

20 ，848 ，960 

13 ，855 ，060 

2 ，904 ，150 

20，400 

604 ，950 

14 ，400 

3，000 ，000 

450 ，000 

3，899 ，536 

3 ，700 ，000 

184 ，976 

14 ，560 

1，179 ，608 

1，000，000 

179 ，608 

59 ，800 ，000 

191 ，120 ，000 

583，760 

(1)金銭信託( 中 央 信 託 銀 行 梅 田 支 応 ) 10 ，820 ，842 

(2)貸付信託( 同 上 )  15 ，000，000 

(3)中期国償ファンド(ユニパーサル証券大阪支屈 ) 3 ，951，546 

(4)退 職 給 与 積 立 預 金 (住友銀行高随橋支庖 ) 3 ，000 ，000 

(5)記念事業績立預金 ( 向 上 )  6 ，722 ，358 

資 産 合 計

46 

財 産 目 録

平 成 元 年 3 月 3 1 日 現 在

(: 負 イtt の 部)

42 ，739 ，722  流動負債

l 未 払 金

(1)会 誌 発 行 費

(2)70周年記念事業諮問

(3)講 演 講 沼 会 費

(4) 建築技術i l ! t j!f 諸 費

(5)ヰE 業 1当

(6)集 金 'l:'l 

(7)助 成 金 支 出

2 前 受 金

(1)個人正会員会費収入

(2)地 方 会 員 会 費 収 入

(3)団体正会員会費収入

(4)4皇 会 只 会 費 収 入

(5)会 誌 収 入

3 仮 受 金

3 月分給与税金

11 204粂該当分

本 代

住 宅 セ ミ ナ ー

建築クラブ会費

会話一収入広告料二重入金

固定負債

l 借 入 金

251 ，503 ，760 

2  退職給与引当金

負 itt 
ぷE 入E  

純 財

計

産

39 ，494 ，746 
負 債 及 び 純 財 産 合 計

333 ，738 ，228 

26 ，427 ，578 

9，846 ，844 

7，301，963 

845，890 

129 ，600 

51，360 

1，089 ，186 

89 ，350 

339 ，495 

16 ，303 ，383 

4 ，116 ，350 

477 ，000 

10 ，366，668 

14，400 

1，328，965 

277 ，351 

122，390 

97，261  

6，300 

5，400 

36，000 

10 ，000 

22 ，094 ，499 

15 ，700，000 

6 ，394 ，499 

48 ，522 ，077 

285 ，216 ，151 

333 ，738 ，228 



日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一

4 通常総会決議報告
‘ ふ 国 間

宮 貝 の 安 員

平 成 元 年 6 月 28 日 開 催 の 通 常 総 会 に お き ま し て 、 下 記 議 案 が そ れ

ぞ れ 原 案 の と お り 承 認 さ れ ま し た の で 、 こ こ に 会 告 い た し ま す 。

こ の た び 、 下 記 会 員 の 諸 氏 は 、 建 設 界 に お け る 多 年 の 功 縦 に よ っ

て 、 建 設 大 臣 よ り 表 彰 を 受 け ら れ ま し た 。

記

(1)  昭和63年 度 一 般 勘 定 事 業 報 告 並 び に 決 算 報 告( 本号制蹴)

(2) 昭和63年 度 創 立 70周 年 記 念 事 業 報 告 並 び に 決 算 報 告( 本号掲載)

(3) 平 成 元 年 度 事 業 計画 並 び に 収支 予 算 ( 4 月号会告前 )

4 理事 1 名の補選

平 成 元 年 6 月 28 日 開 催 の 定 時 評 議 貝 会 に お い て 、 理事 1 名 の 有li 選

を 行 い 、 下 記 の と お り決 定 い た し ま し た 。

新任理 ｾ 司王 手口凹克朗 ( 大 阪 府 建築音11技 監 )

( 辞任者) 原 因 明 治 ( 前 大 阪 府 建 築 部 技 監 )

こ こ に 誌 し て 、 そ の 栄 誉 を お 度r び 申 し 上 げ ま す 。

記

奥 村 俊 夫 氏 ( 奥村組代表取締役社長 )

木 下 貞 三 氏 ( 木下工業代表取締役社長)

石少 回 純 男 氏 ( 近鉄不動産代表取締役社長 )

長 谷 川 哲 之 助 氏 ( 曽服組顧問 )

平 田 勝 久 氏 ( 平田タイル代表取締役社長 )

宮 川 稔氏 Ｈ 成 ｊＺｾｬｪ 建設大阪支庖 滋 賀出 Ｔ 長所長 Ｉ

宮 本 博 司 氏 ( 7"P I;: 工務設計 ij'. 務 所代表取締役 )

元 川 賢 治 氏 (JR色、建設大阪支社松山出娠所長)

山 本 茂 氏 ( 湯浅建築設計事務所代表取締役 )

(l， トff 町i )

川II1Ul I
岨 圃 圃 - 噌 幽 副m _皿IIUHl In::::."幽-'lI mm: ""一一幽白畑値目前 川l刷・

4 平成元年度支部通常総会報告

. 京 都 支 部

日時 平成元年 6 月29 日( 村 17 : 00- 20 :  00 

場 所 松乃 ( 京都市東山区四条南座点 )

次 第 l 閉 会 ( 出席会貝 15名 )

2. 支部長挨拶

3 議長選出

4 議題審議

(1)昭和63年 度 事 業 報 告

(2)昭和63年 度 収 支 決 算 報 告 ・l貯: 11: 報告

(3) 平成元年度事業計画

(4)平成元年度収支予算

(5) 会只附強

思 級 会 ( 出! 町会 W 5名 )

・ 中 国 支 部

日時 平成元年 7 月 8 日(:1:) 16 : 00- 19 ・00

場 所 ｬ ぷ ｽ Ｚｊｾ ｾ［ｴ 民文化センター Ｈ 広山市 中 区大手町 Ｑ Ｍ

5- 3)  

次 第 l 閉 会 ( 出席50名、委任状45名 )

2 物故会以に対する黙秘

3 支部長挨拶

4  草花 ej'. 

・5草案第 l 号 昭 和63年目工 事業 報 告

・ 議案自ｾ 2 号 昭 和63年度収支決n : 報告

・ Ｓ 草案第 Ｓ 号平成元年度 ｾ ｪ ＧＮｾ 佐 ｡ ｩＭ ｪｩｬｩｪ Ｈ 楽 Ｉ

・議案第 4 号 平 成 元 年 度 収 支 予n:( 楽 )

・5草案第 5 号 役貝改選の件( 案 )

5 長JYI 会民支部長表彰

・例人会只 ( 住 所 ・入会年月日 )

必 定夫 ( 因島市 S .1 5.  9  . 2 )  

大 呼 哲 夫 ( 下 松 市 ・S .25 . 12.  7 )  

小凶 俊 彦 ( 倉敷市 ・S .26 . 1 . 18)  

竹 内 磁 ( 岡山市 . S  .29 .  9  . 8 )  

{主R皇 軍 夫 付士日市市 ・S .29 .10.13)

ljijl .瓜 明 治 ( 岡山市・ S .31. 7  .11 )  

岩 成 点 ( 松 江 市 . S  .32 .1 1. 13)  

拘 上 敏 男 ( 岡山市 ・S .35 .1 1. 10)  

縦畑 武 ( 広 島 市 . S  .35 . 11. 10)  

航 旧 制 三 ( 広 島 市 . S  .36. 10. 11 )  

・団体会以 ( 入会年月日 )

大之木建設( 紛 ( S  .22 .  6  .13) 

五洋桂樹附中国支庖 ( S  .22.  6  .13)  

治水位設側広烏支庖 ( S. 22. 6. 13)  

附竹中工務自広島支庖 ( S  .22. 6  .  13)  

フジタ工業( 附広島支応 ( S  .22.  6  . 13)  

(仰Iず) 問組広山支庖 (  S  .22 .  6  . 13)  

( 附松村組広)_:，lj 支庖 (  S  .22 .  6  .  13)  

松本建設( 掬 (  S  .22 .  7  .  10)  

大成建設( 側広島支庖 (  S  .22 .  11. 7  )  

アイサワ工業側 (  S  .25.  2  .  8  )  

三機工業胸中国支庖 (  S  .25 .  4  .  12)  

菜 l点工業側広 J;)j 支! 古 ( S  .29 .11. 25)  

新 生'nL業( 附広島支防 ( S  .29.1 1. 25)  

悠親会 ( 会員53名 、来賓 '1iH寺 7 名 )

ｴ 長談 ・ Ｗ 良 ｾＱＱ . 司 会の イエス 玉 川 ( 広島県立工

業 高 校 中 退 ) に よ る 余 興

・ 東 海 支 部

日時 平 成 元 年 5 月27 日W 14 ・3 0 - 18 : 00

場 所 ライオ ンズプラザ ・1'， ;J ，昼( 名古屋市中 区栄4

15- 23)  

次第 l 開 会 ( 出席会以 15名 )

2 支部長挨拶

3 議長選出

4 議事録署名人指名

5. 殺 事

・第 l 号 議 案

付)昭 和63年 度 卒 業 報 告

(口)昭 和63年 度 収 支 決 幻 報 告

わ)昭 和63年 度 「建 築 と 社 会」東海特集特別会

計収支決算報告

同 昭 和63年 度 「建 築 と 社 会」 東海ルネサ ンス

特別会計収支決算報告

・第 2 号 議 案

Ｈ イ Ｉ 平成元年度事業ｾ ＭｪＭｪ図 案

Ｈ ロ Ｉ 平成元年度収支 ニ ￭Ｇｮｾ 長

付 平 成 元 年 度 「主tt 築 と 社 会」 東海特集特別制

集

い)平 成 元 年 度 「建 築 と 社 会J 東 海 特m特別会

計収支予算案

(ホ)平成元年度 「挫 築 と 社 会 J 東海ルネサ ンス

特別編集

付 平 成 元 年 度 「主tt 築 と 社 会」東 海ルネサンス

特別会計収支予算案

・第 3 号 議 案

(イ)支部役只半数改選

(ロ)支部選出本宮11評 綴 以 選 出

悠説会 ( tf:l l日師会員 15名 )

. 和歌 山 支 部 ( 建築士会和歌山市支部と合同開催 )

日時 平 成 元 年 5 月14 日(11)

場 所 大阪府堺市オラ ンダフェスティパル ダ y ハ

らんど会場

次 第 l 閉 会 ( 士会支部会員とも 87名 )

2. 支 部 長 挨w

3 来賓挨拶

4 殺 事

・第 l 号 議 案 lIi'HIJ63年 度 事 業 報 告

.  tN 2 号 議 案 II{J，栴163年 度 収 支 決n報 告

・第 3 号 議 案 平成元年 ｊｾ ［｛ ｪ ＮＮ 業計画

・第 4 号談話長 平成元年度収支予算

懇親会 ( 車 中 お よ び会場にて| 湖 fi O

‘ 平成元年度各支部役員

- 京都支部( 京都府、滋賀県)

支 部 長 井 手 正 己

日1) 支 部 長 神谷 治 山口 明

常 議 長 井 川 栄一 池 回 有 隣

市 川 繁 雄 卯 田 隆一

大目立 正 岡 野 武 司

小 滝 一夫 佐 藤 滋 印 !

神聖f 武 司 水! J ! j - 普雌

森，: ，¥ !! (l. 故 山田 一 義

監 Ｔｾ＠ 鈴 木 党 也 安 井洋太 郎

. 中国支部( 鳥取 県、島銀 県、岡山県、広島 県、山口県)

支 部 長 平 本 1麦秋

同l支部長 稲 築 登 古 林 敏 自11

常 識 只 1主 総 重 夫 - &: ; 土田必子

滝 川 俊幸 小 西 正 文

w . 凶宏志 白 井 敏 男

佐 雌 公三 前 西 弘j 人

俗 本 秀 夫 和 国 哲三

池 田 裕 昭 商聖j - h'iニ

森両11 武 宮 本 住tt 百l

幹 事 償 問 手1一三 柴 回 修 身

・東海支部( 愛知県 、三重県、厳阜県、 静岡県)

支 部 長 中山

日Ij 支 部 長 岩 田 正 弘

幹 事 手塚 一日11

ｾ＠ 鉦ー

桝 林 宏二

常 設 以 小 坂 忠 勝

点五日 号lI:文

松本 ｾｊ ＺＭ ＱｬＡ Ｑ Ｑ

1抗 11' iL十 嵐 列

宮崎 } 長敏

林 金 之

盛 図 郎 副

長谷部手1) 夫

広 瀬 敏 郎

畑 中 啓 助

寺 本 !f.i: -

相 談 役 一 刷 Iま自11 川 口杯代校

出川 巳干f

t兵 問 端 組1

. 和歌山支部( 和歌山県)

支 部 長 北 山 l圭

副支部長 寺地 治

幹 事 上 野 点ー

ｾｾ＠ ｾ ｊ￯＠

.1'1.1 j主 役

尾上 収

北 野 常 夫

Ｎｾ ｉ Ｎｾ 悶征四日 ＱＱ

辻本 笠

東 野 信 義

秋 月 正 兵

判 的 梁 次

官，松 DJJ 六

染 木 正 夫

野 島 T i 夫

岡 院

大 手 山 陀 之

北 山 必 秀

雑 貨 幹夫

氷 長 博

1

l

t志 I国j 二

川l 山l ' 1' / ー
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暑中お見舞申し上げます

三主

同 山 幸 夫

株式会社 青山建築積算事務所 代表取締役

軍 550 大阪 dilltj l>( ，; ( 町制 1- 10- 19i I Ai ピル屯，!/;06(44310430

帝 610ー11 1' 1 七 ，;¥剖川川尚京 lズk 出f' f 1'. '1'.ij l1lll 闘f 14- 6

m，! ' ; 075( 33118082 

浅 井 泰

株式会社 笠 谷 工 務 底 勾務取締役

軍 659 /"'.・ li1 di 葉、l' 岡f 4  - 1 屯，1，f;Q797(22)  0703 

現 659 1' 1七 円li1 di 烈ヶ fe 町 13 - 5  ｾＧｉｩ， ｉ Ｏ ［ＰＷＹＷ Ｈ ＲＲ ＩＵ ＲＹ Ｑ＠

j斐 夫野 目白

株式会社 浅聖子住築設計事務所 代表取締役

串 540 J : : . 阪市中央区農人f崎2 丁目 l 番30号 屯 話06(945)0008代

帯 631 1' 1 とが iミ山内イ1: ｊ ｾ ケ ｬ 主 Ｖ l i  14  Ifi  5  :; 

1立，!吊0742 (4614346

j菱 沼 茂 夫

株式会社 没 rG 組 取 締役社長

用 543 ｫ ｬ ｾｬ ､ ｩ［＼ Ｑ＠ ・ ＱＧ Ｑ ，Ｎど 点 ＱＺ Ｇ［ｩ ｩ ｉ ｕｈ ｦ Ｑ Ｒ ｩｦｬＺ Ｖｾ ｽ i' U.t占06(768)  5222 

"' 168 I'l" t  .  ＼ｉｩ， ［Ｈ ｾ ＱＱ＠ 杉 .li' lメド，::;JI'I; 3  J i  117砕 l ;;

;"[l，!，f;Q3(30211922 

Z与

. k  長 浅 海 正 雄

長 浅 海 伸 之社

j主 海 電 気 株 式 会 社

需 530 ｫ 岡山 ｬｩｾｴ ｬ ＾ＨＱ Ｑｴｪ ; <;尚 3 J i  17 吊i " ｾ［Ｍ 'o'{!，!吊06 ( 36218701

帝 665 I'l' t  .  ' iO￥di 御 殿 1112 j" ＱＱＳＱ 俳 ＵＰ ー ＱＰＹｾ［

'，!t，!f;0797 (851 0745 

帯 665 (I' t  .  ' i U￥di ・':;.i fflf 2  j" 11 10Ifi 26- 7 12: ;  

記芭.l.' ; 0797 (8111174

井 上 隆

JI' 1-. ｾ＠ 1 f 株 式 会 社 代表取締役

帯 543 k 阪r! i X F. 干|メ' 1: 1'.1週 fl l 倖28} } 屯，1，f;Q6(77 I ) 2851代

帯 659 1' 1'七 円 li1 di 川 両 町 4 詐23; ; ;il ，: /;0797(22)  5930 

飯 田 事円

共 |日l 設 計 株 式 会 社

軍 530 大阪市北|メ::I Itj X 渦 5 丁目 10番 14号 屯 ，1/; 06( 364)  5836 

帝 560 1'1 ーと 眼中 市本町 2 1 T I 2 得24刀 屯話06(848)0775

48 建築と社会/ 1989年 7 月号

生 島 春道

社同法人 日本建築依Tl 協会関西支部 支 部 長

⑤ 542 大阪市中央区東心斎備ト 10ー7 市川ビル2 F

ri tt ぷ06 (245) 6645

泉 哲 史沢

株式 会 社 ｾ ￍ ｻ 沢 ｩｬｬ 築 設 ，￬Ａ事 務所 代 表取締役

可否530 ｫ 似 ､ｩ Ｎ ｬ ｴ ｬ メ ｾｉ Ｂ ｉＯ 側 ｦ ｬ ＴＱ 昨 Ｓ り 本法( . 1ピル

屯ぷ06 (364) 907 1代

市
l

 

l

 

E

・・''

繁 雄

日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締i支社長

帝 601 ，; (t.f I，III V. i l'(1同九条盟川町 20 屯J占075(681) 5101- 6  

市 606 ＱＧ Ｑ モ京間 ｬ ｲｩ ｩＩ ｲＮ ｊ［Ｈ Ｑ メｾ n 'l z 本町37 ＱＧ， ＡＮＱｾＰＷＵ＠ (781)  0289 

市 宏
I

 

l

 

--.
，， 

株式会社 東 如l 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

骨 ＵＴ Ｑ 大阪市 中 央区ｻｾ比 田 ｦ 4  - 4  - 10  .，宜，:' ; 06 (202)  0391  

帯 658 1'1' じ ー神 J i di 恥 蝿1>(I""i l l l f' '1  r  11 4  - 3 2  

'，"[l，!' ;078 (81  1) 0216  

指 宿 真 智 雄

平成元年盛夏 (50音順)

ｾ＠
7  

井
由

ｉｾ 、 臣

イマヰ 建 設 工 業 株 式 会 社 代表取締役

帽 ＵＴＷ 太田 ｉ｟ｻ､ｪＢ 守 ｦｬ＾Ｈｾ Ｑｬ Ｑ ， ｾｴＵ J i  J  I I 併 12 ｾｽ・ ｉｕＧ［ＰＶ Ｈ ＷＹＲ Ｑ ＴＴＲＵ

F A X06( 792)  5837 

帯 5' 17 ｫ 阪市、 ＱＧ Ｗｦ ｉ＾Ｈ ・ ＱＢ Ｗｦ ｾｴ 2  - 9 ー 15 7tl ，!吊06( 79214404

ｾ＠
7  

茂 雄西

株式会社 今内建築デザ インルーム 代表取締役

帯 550 大阪 di 1珂1><: 北 腕 i I I r 日13 酢21り 今西 ピル 5 F  

Ｇ ｩｩｬ ， ＺｾＰＶ Ｈ ＵＴ ｉ Ｉ＠ 3051- 3  

ｾ＠
7  

祥 良B西

財r. fl法 人 大 i仮住宅センタ一 理事長

⑮ 542 大阪市 中央区耐船場4丁目 4番3サ

御 ':: [:mi アー パノライフピル4 F

m，I' ;06(253) 0071- 3  

帯 59 1 ｴＥＧ ［､ｩ 何全 ｬ 品 ｬｾｦＳ rt  - 23ー 102 屯，1' ; 0722(51)  1902 

附 } t fl l.l 主役今 村 騰

取 締 松 長 糸 岡 義太郎

取 締 制 長 矢 野 車 生

中 央 常 気 工 業 株 式 会 社

1l!，1市06(312) 8881代表

ｾ＠
7  

祐 三 郎村

社同 法 人 大 阪 建 設 業 協 会 専務理事

事務局長

⑮ 540 大 阪 市 中 央 区 北 浜 東 l 番 30号 電 話 06(941 )4821

⑤ 630 n' i;. .  1持 良 市 南 北 井 町 344 - 8  11L話0742(  62 )0784 

ｾ Ｑ Ｗ 務取 締 役 岩崎弘

間 取 締 制 [1本本部長 告 竹 寛

株式会社 教 育 施 設 研 究 所 大 阪 事 務 所

帯 550 大 似 dil lo; l>( ，:r.'，' eJJ; :1 l i  113詐l り 氾.l.' ; 06(531) 0916  

大u ピル F AX  06(541)7301  

帯 630 I' l" t  公 ｪ 込 山 法必 ι ｉ ￋ ｾ ｦ Ｑ Ｐ Ｔ ＶＭＲ ;'包括0742(22)2217

胃 560 ( 1 む ｾｾ＠ '1
'  

di  *  .'f  Iλ1 10 - 36 也知 06( 339) 3550

クリノハークハイ ;1 304

上
=ヒ

.:::t:. 

ミ' t .

J 口西

株式会社 建築デザイン一級建築士事務所 代表者 株式会社 大 気 社 代表取締役会長

帯 564 lIX 川市川一川町 1 l i  123昨 101n  大同生命ピル 12 F 市 530 A: Pidi . l tl ' : ' I'之，';，¥3 - 2 ー 18 11'1.<' 1'之 “ ヒル 7 附

・芭， Ｑ 占 Ｐ Ｖ ＨＳＸＶＩ ＱＳ ＱＱ Ｑｾ '，!t"，r; 06 (，1'1813603 

帯 606 ，;f fiHdi  11:  Ａ［ｦｉ［Ｈ｟ド， ＱＱｾｴｈ 々Ｏｬ ＱＧｾｦＸＭＵ ・Ａｴ， Ｑ Ｑｩ ＰＷＵ (781  1  6573 

市 659 1' 1' (  .  ｊ ￧Ｎ ｊ ， ｬｩｖ ， ｾＢ ＧＺＢ ｨｾ､ｕＡ 神 ｦ Ｑ Ｒ ー Ｑ '1  '，!t"，f;Q797 (221 5949 



暑中お見舞申し上げます

植 寿 雄野

株式会社主子建築材 ｴＱｈｾ 務所所長

<!!!>542 大阪市中央区東也、斎僑 1 丁目 16-29つるのすビル

包括06( 244 ) 1561代

帯 588 1' 1七 時1; rli 大J j 7f  5  - 9  '，1l ，l i i 0722 (37)  1162 

尾 亀 清 四 郎

株式会社 三 晃 空 知l 取締役会長

持 540 大阪市中央区域見 2 丁目 l 番61号ツイン 21M1Dタワー 11隊

'， 11，1，1;06  (949)  1371 

帯 573 1' 1' 七枚 }j di  litllll f' ｾｲ＠ 15  - '1  '，I1，!，I;0720( 41 ) 3427 

尾 重 信原

奥 紘 fT 村

平成元年盛夏 (50音順)

鎌 谷 秀 男

奥 村 重 兵 術 株 式 会 社 取 締 役 社 長 修 成 主E 設 専 門 学 絞 埋事長

［［［ＧＵＳＰ 大阪市北区附天満 ＵＱ ・ｆｬ ＳＱｉｐｾｾ Ｇ 電話06( 312) 4 13Ht 事 555 大阪市西淀川区大. f t J附5丁目 19- 30 電 話06 (474) 1644 

揮 662 1' 1・主 両 山 市 市 郷 町 14 ｾ存 ＳＴｽｽ 1電話0798 (71)  0011 ⑤ 665 1' 1宅・宝塚市千種 3 r 日8 番23号 1t Wi 0797 (72)  1380 

加 藤 忠 三 郎

取 締 役

株式 会社 平 田 タ イ ル

中n談 役

者吾550 k. 阪市11Ij 1:>( ，，，Ji 直州 1 1"11 1 吊10刀

ｭｊｾＰＶ ＨＵＳＲＩ＠ 1231代

;;;'601 ｲＧｬ宅 ー 京都市南区東九条 ｾｴ ， ｕ ，丸町 ＲＴＱ 世話 ＰＷＵ ＨＶＹ Ｑ Ｉ 1334  

数 井 手リ 美

株 式 会 社 西 村 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

株式会社 コ ア プ ラ ン 設 計 代 表 取 締 役 串 652 神山! i J" w 灰荒川町H B卜8 楠 J 、ハレスピル

11!，I W78 (521)  0205- 0207 

⑮ 550 大 阪 市 西 区 新 町 2 丁目 3 需 8 -l'子 ru. 話06( 531 )4488 

; ; ;532 1' 1宅 ・大阪市淀川|烹 | 点3- 14- 13 11!，!，f; 06 (302)  1051  ｾＶＵＴＭＰＱ＠ r'I宅 神μ 市須磨区 (1川台 2 丁目 39- 13

11!，!li078'( 792)  5862 

多 井 男幸

多 弁 建 築 研 究 所 所 長

暦 54 1 大阪市 中央区今備 l 丁目 l 需地 l 酢館 ピル

m ，!t. 06 ( 226)  0008 

再 657 1' 1 主 神 い 市 地l異的手11町 3 l' 11 1ー 11

百!. I M78( 821) 6133

大 西 孝夫

株式 会 社 日 建

専務取締役

大 阪 統 轄

ｉｴｾ＠ ，it 

百 54 1 大阪市中央区高随僑4丁目 6番 l 号 1目。!占06(203)2361

岡 ;畢 勇

岡 浮 建 築 設 計 事 務 所 所 長

帯 530 大阪* n 戸'11 大阪市北1>(11Ij )-:i 絢4 l' ＱＱＴ 待 ｊＲｪｾ ，

i丘t事ピル 6 F  1な. l ! i 06( 362) 6082代1 <

FAX06( 362 )6084 

帯 567 茨 本 rlii 事の '1' ，2 r l l 161fi 6 け

百!.l ! ; 0726(43) 5230 ， 8953 

岡 本
差

E ヨfT 

株 式 会 社 昭 和 設 計 代表取締役社長

聖 550 J.:. 阪市阿1><: 祈開r 1  r  11 5 待 7 i } I' ll "/ 陥 ピル

電 J 吊06 (532)  3421代

，"， 659 i ' I七， ｦＢ ＧＢ ､ｩｾ ＧＱＱ 剖町 ＳＵＭ 7  lll:，jf;0797 (31)  3201 

亀 井 晃

ごム

J 口

一級建築士判 所 r.h.I 建築事務所 代表取締役

株 式 会 社

串 542 ｾド祉 事情 川 大阪市中央区谷町7T l d3昏 4- 203

折谷町第 3 ピル 2 F  

買Ul i 06 ( 768) 1771( ¥: F A X06( 768)  1406 

哩 577 アト，} エ s巨大阪市 k 石切町2ー 14- 3 5

電 :t. 0743( 73) 6 137 

守 631 n 主 祭 良，f -j雌 ノ本 有 3 J i  133排 5 日

電話0742 (43) 1226 

亀 田

...J.ー

ノ、 夫

取締役

株式会社 I目 白 製 作 所 大 阪 営 業 所

所 長

伊 530 ｊＮＺＮＯｬｉ ｬ ､ｩｾ ｴｬ メ ＺＺｉ ｉｉｪ ｘｩ 拘 Ｓｲ ｬ､Ｑ Ｓ ｬｦｦｩ Ｘ 片 品 ｉｎ ピル

司Vl i 06 ( 364) 1951  

帽 560 1' 1主 盟 中 di lJ tul l l J じ側r8 ー 12 11!.l.' ; 06 (855)  5356 

-
J

 

E
-
-

，
，
 

f，. . U 

1芋 夫繁

株式会社 川岸窯業商 庖 代 表 取 締 役 会 長

事 550 人; 阪 市岡 I{ 州本側r 1  l' 1113 - 3 3  lll:，1t. 06(532)  0461代

F A X 06( 535) 5181 

事 563 r I 宅・池 IH，I1:人守神 1 r  11 IOー 10 lll:，lli 0727( 61) 8598 

川 瀬 甲 子 雄

扶 桑 管 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

者1'-'616 ，;i 閣1，I Ui' ;il aソ、禁制品式部町12帯地 ｭ ， ＡｾＰＷＵＨＸＶ Ｑ Ｉ＠ 11 57 

j 日阪支' ，' ; 7世話06(304)0777 車京支日; 電! ; i ;03(263)0501

;;;'565 1'1'1::' 1吹 III " ii :1t ｾ＠ f1 6 ー 7 - 2  m ，!古06( 834) 1734 

河 井

品主. t .

見 弘

河 井 建 築 事 務 所 所 長

t!>631 奈良市中山町附 3 r 自210- 25 電話0742(44) 8100

0742  (45)  4378 

河 裾 夫平日

ｾ光 産 業株式会社代表取 締役

531 大阪市北区本庄西 3 丁目 9 番 20号

口506(371 ) 5146f l:

串 560 CI 宅 豊中市中桜嫁41 日6- 4 電，1506(852)  4148 

木 男下 園

内外パーキング施設株式会社 取締役社長

事 550 j，阪市丙灰江3・堀 2 I"l j  6  - 2 5 電 話06(441)  0477代

替 665 自 宅 宝 塚 市 逆 瀬 台6丁目 15番 11号 電 話0797 (73)  3228 

‘
、

E

・
・
・
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，
 

島 勝 巳

有限会社小島勝巳建築事務所代表取締役

岬 541 大阪市街所 大阪市中央区南本町 4 丁目 2-21

イヨピル8附 m ，! ! ; 06(252)  8088代 F A X06( 243) 0640

事 103 W: J;( JJI 修 所 . m点目，11中央I>Z IJ 本嶋本側r4 ー 15 - 10

山本 ピル7附 m ，I!; 03 (661)  0768代 F A X03( 661) 7 157

号 166 (1宅 ・点 以都杉並区成 III 凶 1 r H  16ー 17

電 話03( 315) 5435

漣築と社会/ 1989年 7 月号 49  



暑中お見舞申し上げます
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弘

ごム

J 口西

日 本 住 宅 パ ネ ル 工 業 協 同 組 合 理 事 長

名誉正会員

白 石 登 喜 男

⑤ 170 東京 nfH21斗区南大塚 3 丁目 46番 3 号 ⑤ 540 大阪市中央区常盤町 1 - 3 - 9 電話06( 944) 1468 

大塚セントコアビノレ 電話03 (945)  2311大代 ';;;'558 1"1宅 ・大阪市住吉区過江 l ー7 - 3 9 電話06( 671 )  3792 

株 式会社 藤 木 工 務 庖 常務 理 事

取 締 役会 長 小 西 岬

取締役社長 橋 本 正 章

株 式 会社 小 西 設 計

';;;'550 大阪市西区立売堀 1 1 日12 - 16 1li，11i06(532)  4051  

海鳥 藤池

株式会社 iJfj 池 組 代 表 取 締 役 会 長

串 54 1 大阪市中央区北久宝寺町T3丁目 6l1'f 1号

ダイヤルイノ7t l . 1f; 06 (244)  3500 (受f.tf-，)

再 603 i' I't; '  Ｉ ｪＨ 郎 ｲｬｩｾｴｬ ベ ｮ ｕ Ｇ Ｂ Ｇ ， Ｇ ｩ ， ｩ ￍｦ ｾｲ ＸＶ 7tl，!吊075 (46 1) 1526 

会 長

佐 野 正

株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 事 務 所 代表取締役会長

⑨ 540 大阪市中央区品l町2 丁目 4番7号 電 話06 (943) 1371代

';;;'662 (1宅 丙 '1'; '; rli 宝l: )1' ｾｔ＠ 4 の 9 m ，I，f;Q798 (72)  1569 

寮 藤 観

常務取締役

目砂熱 学工 業株式会社大阪支ｾ
支 j苫 長

高 ＵＳＰ 大阪 ｯｉ ｩｾｴｬ メ之 ＱＱＱ 1  1"1 14 吊: 8  ｾ［北阪急ピル

m .:.r; 06(372)  84 1  1  

斉 藤 園 義

株 式会社 斉 藤 工 業 所 代 表 取 締 役

城 庸 平口

株式 会社 大 阪 城 口 研 究 所 取 締 役 社 長

暗 530 大阪市北区 1'1 m 町 2 1ft 15 号 電 話06( 372) 7151代

須 賀 好

出

回

国

平成元年盛夏 (50音順)

田 中 明
由

I l ! i、

大阪エスピー紙工株 式会社 代表取締役社長

事 540 大阪市中央区玉造 2 丁目 25i 書20号 電話06 (765)  5650 

F A X06 (765) 5655 

市 614 rIモ ー八峨市八幡桐保谷98- 7 m31i 075 (971) 0395 

回 中 優

株式会社ユ ソニアノ一級建築設計事務所 代表取締役

串 530 大阪市北区天神備2 r  115需 25号若杉 グラン ドピル I OF

'i!l.!古 06(354) 2781 

串 536 大阪市城東 l耳，>Ii， f 14 J i  120需 2; } 7tl，!.'; 06 (93 1) 8857 

田 村
盲

六

近 畿 大 学 理 工 学 部 建 築 学 科 教 授

帯 577 京大阪 市 小打 ィ1: 3  - 4 ー 1 m .1f; 06 (72 1)  2332 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 取締役副社長

1"1*血4519

帯 577 1'1七 J!(}，阪 rli 小阪 3 - 4 - 13 911 <!i!>54 1 大阪市中央区本町 4 丁目 l ー13 電話06 (252)  1201  

7tl.!.r;06 (789) 8114 ';;;'663 西日市浜中千悶 2 丁目 5 - 19 電話0798 (41) 4300

菅 節谷

ダ イ ダ ン 株 式 会 社 代表取 締役社長

愚 557 大阪 rli ，/q，，x I><:J;! ，] 12 r  116酢5; ; 市，1.';06 (661)  3325代 ';;;'550 大阪市凶区江戸捌 I rI二19 lfi 25号 電ぷ06 (441 ) 8231

再 557 1Tt; 大阪市川成 ｉ ＩＨｊ ｾ ｾ 'H東 1 J i  1211昨3 }-}  8 158 (1 七 点点師11止肢l谷区等々 } J 6 r n 3 1fil 8号

7tl ，lii06  (652)  0208 m，!f，03 (703)  1027 

堺 徳、
吾

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 取 締 役 社 長

壱 550 大阪市内lズ立光線 2 1"1 1  1 酢 2 i }  m ，I，r; 06(543)  2553 

50 

曽 我 部 輝 雄

株 式会社 笹 川 組 取締役社長

事 520 )， i ll rli ff !I'. 浜 13 - 15  '，'11，j丹0775 (23)  23 14  

き，520-21 1'1 '七 ー大ィItoli "I!， 1115- 9ー 11 ?[i.i，f;Q775 (45) 3966 

取締役会長 田 矛 富 民 事 司 二

田 3 官司 J a: .  "7に

取締役社長 上 田 宏 二

株 式会社 高 m トー回 設 計 事 務 所

帯 550 本社 太田元 di 同 lズ 新聞r 1  - 4  - 21  大中ピル

7庄市' 06( 533 )0971- 3

，Wi  113  * J;( -'J"'fi11肝 !.I，u; ( 船主 )j ( J ズ本郷3-5-4

'ml l ' I 'I 11 ピル 5F 電話03( 818)5173

竹 内 哲

日 本 電 設 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庄 取 締 役 支 lli 長

与 531 大阪市北区山崎 3 T 目17 ー15 電机06(372)  3533 

" ' 560 J' I宅 ・J:l" I' oI i蛍池東町 2 ー 7 - 6 電話06 (841) 3822 

橘

ごム

J ロ泰

東 邦 パ ー ラ イ ト 株 式 会 社 代 表取締役

"iiJ540 大阪市中央区高之百中先 2丁目 7 番15号 電，!l;Q6 (94 1  )9445- 9  

';;;'590-01  1'1宅 緋市: r-'i U' :fi3 r 26吊'3け m ，I，' ; 0722 (91)  2267 

. . . L.  

J . L 良B野

株式会社 ユ ニ オ ン 代表取締役

唇 550 大阪市西区南麻ι [ 2 1 日13，詐22片

電話06 (532)  3731代



暑中お見舞申し上げます

矢口 義 夫見

元 ・本会理事

;;;'601  1' 1宅京都市市区州九条容日開 148 'i lJ:.l.' ; 075 ( 691)  3860 

名誉会長

塚 本 次5孟

株 式会 社 日 建 設 計 沿 高 顧 問

⑮ 54 1 人ー阪市 中央区高飽僑4了目 6番2号 11L! 806 (203)  2361 

串 665 内 宅 宝 塚 市 消 沈 神 2 - 6 - 2 7  m初日797 (87)  1940 

辻 本
量皇

玉三己

株式会社 ツ ジモトユタカ設計事務所代表取締役

者;; ' 640 和歌山市東長岡 1'1" の1 ' 12 - 3 電話0734 (26)  2030f"¥: 

F AX0734( 26) 2032 

;;;'640  ( 1宅和歌山市東長岡T'I' の了 12-3電話0734 (26)  2030代

津 芳村

オリエンタルメタル製造株式会社 代表取締役社長

唇 660 尼崎市昭和市通 3 J"l 126帯 地 電 話06 (412) 513I( t

事 330 (1 宅 崎玉県城市塚越 5 丁目 6 調書32号

電 話0484 (42 )31 15

寺 嶋 繁 久

株式会社 S i m建 築 事 務 所 代表取締役

布 604 ＡｪＨｻＡ ｩｓ ｊ ｬ￮Ｇｉｊ ， ［Ｈ ｉ ［ ＮＨ ｗＺ ｩ 叫 ん ｾ 皇 室内主 ｩｴ ， ｬｩ ド ル

エ ス テ ー l ピ ル402 m，!，f; 075 (256) 3993 

帯 616 ＱＧＱＧｴＺ京都 ｲｬｩ イ ￎＡｪｦ ｬ メ的風ｐｊＺＮｦ｟ｾＧ ，日本化 ｾｲｭｦ ｉ Ｒ Ｍ ＴＵ

・官，!，' ; 075 (87 1)  3921  

{専 正 明馬

ム ツ ミ 産 業 株 式 会 社 代表取締役

再 550 大阪市阿1><: 靭本町 1 1"1-11 7書 15り

m，!，I; 06 (441 ) 0378大代

，'" 558 1' 1宅 ，) . ; 阪市ft; ' i1><:民，.. 1110 1"1 114昨22- 515

ー喧，[吊06 (69817895

名 正 会 ｌｾ

東 謙畑

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 取 締 役 会 長

⑮ 54 1 大 阪 市 中 央 区 伏 見 町 4 - 4  - 10  m，!，f;06 ( 202)  0391  

⑤ 658 1' 1宅 神戸市東i I t 区0: "，111干4- 4-35 m，!1; 078(851)  5043 

徳、
E ヨ

E ヨ
岡 克

1志 向 昌 克 建 築 設 計 事 務 所 所 長

声 530 人; 阪市北区丙 ki 両6 J i l 3需11- 205l;- 1lJ:，!/i 06 (314)  1688 

伊 661 山 崎 市 次 1:11 3  r  I1 6 倖 60 ｽｾ屯， ＡＱ［ＰＶ (499) 0701  

帯 813 tiM品J rl i l ld丘千' ，' ，21 '1 131昨41- 305 l;- 屯，!，I; 092(682) 5301  

''" 532 r'I -;:; ' ) . ; 阪市淀1111，(11[，:':;61 '1 16昨18}} ｾ ｴｕ 占 ＰＶ Ｈ ＳＹ Ｑ Ｉ 1438 

内 藤 正 克

株式会社内藤建築設計事務所代表取締役会長

.;"675- 13 兵庫県小n市 1: 本町240 小nピル 電話07946(2) 4757f- t  

;;;'675- 13 向宅兵庫県小肝市久保木町1063 mお07946(2) 4668

中 英原 雄

株 式 会 社 創 美 設 計 代表取締役

帯 530 大阪市北区末広町 3 lfi 21日 新 J，q l1日開f ピ ル

m，l i ; 06(312) 3587代

号 565 ，吹 111"，桃山台 4 J"l 1 3 昨 1 - 808 

長 孝?? ;畢

日本住宅パJ、1( ，工業協同組合大阪支所支所長

，'"，530 大阪 市北1><: 丙 A l前5 J "I 16 lfi1 0り お 111闘f ' 、 ク ピ ル

危 ，l i; 06 (313)  3321  

掃 598 i ' I モ大阪府以佐野市W !f- f i 20- 52 1註，1，1; 0724 (63)  1260 

西 村 日百

平成元年盛夏 (50音 順)

姥
l

 

i

 

--aE'
 

守男

大 阪 装 飾 株 式 会 社 代 表 取 締 役

市 ＵＵＰ 大阪ｯｉ ｩＱ 同 ｝ Ｎ ｻｊ［Ｈ 関 ｗ ， ｬｬ￯ｬＱ Ｓ 併 ＲＴｾｽ Ｇ ， ｾ ｉｔ ， ｬｧ＠ 06(444 )  1410  

事 665 1'1 七 ・)0，1，1<県 iジぷ oI i 社側131昨10i } ｾ屯ぷ ＰＷＹＷ (72)  6045 

野 村 英文

肝 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

⑮ 541 大阪市中央区高麗儲 2 丁目 l 番 2 号 電 訊06(202)4791代

本木 唯 夫

株 式 会 社 昭 和 設 計 代表取締役副社長

聖 550 大阪 山内l夫新聞f 1  r  11 5 昨 7 り 問 y 情 ピル

ｾＧｉｴ， ｬ ￭ ［ ＰＶ Ｈ ＵＳＲＩ＠ 3421  

再 565 r' rt: ， 11.'>;111 市行山台 3 1'1 141 - 11 市，[i ;06( 872) 3608 

原 精

コ ー ナ ン 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役

; ; ; ' 532 大阪市淀川区卜三本 町zr Jl 4lfi 28号

電 治06 (308) 1551大代

⑤ 662 (1宅 凶 山 市 名 次 町12番9 号 電訴0798(72) 1504  

伴 目白 秀

株式会社西原衛生工業戸庁大阪庖代表取締役社長

⑨ 531 大阪市北区中 ilt 6 丁目 B 番 4 号 電，!Ii 06 (458)  3628 

⑤ 563 (1宅 池 田 市 石 陥 3 ー 11ー 14 'f'U訊 0727 (61)  8652 

ネ菌 氷 薫

株 式 会 社 建 設 技 術 セ ノ タ 一 代表取締役

号 532 大阪 di 淀川氏州' 1' ，C;，5 J "I 1  7 1fi1 7 - 602け

電 ぷ06 (304) 11 48代 F AX 0 6(  304  )0935 

串 542 白 毛 大阪市中央区南船場 4 丁目 7 - 3  

7喧J 占06(252) 8626 

藤 木 銭

大 鉄 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

帯 532 太田1'; 01; ，;;)11 1メ 川 II，( 4  J "l 1  4 昨44 }} 

?佐川06 (394 11281 株式 会社 藤 木 工 務 J百 取 締 i支社長

市 663 i ' I 七州内 01; 1'. '1

'  

{-I 剖1 r  11 6- 27- 202 

屯，[，' ; 0798 (41 13082 ⑤ 540 大阪市中央区常盤町 1 - 3 - 9 111訴06 (944) 1468代

51 



暑中お見舞申し上げます

堀 内 史 郎

第一工業株式会社 大阪支庖 専務取締役支応長

需 530 k 阪 rli 北 区 西 天 満3 J" H 6吊:14 i; 屯， ＱｾＰＶ Ｈ ＳＶＴ Ｉ ＶＶＶＱ 代

市 573 1' 1宅・大阪府枚方市制 11 fL町 12- 18 1包括0720 (41 ) 5396

目リ 平 一 郎田

口

口口
哲 夫

財団法人 大阪市建築技術協 会 理事長

事 541 大 阪 市 中 央区 北 浜 4 - 1- 21 住 友 生 命淀 屋繍 ピ ル4階

［ＱＡ， ＱｾＰＶ＠ (208)  8144 

事 560 ｩＧｉＧ主 ・ ｾｾＧｉ Ｇ di  U f' lIi 1- 10- 45- 205 電 J 占06(848) 9067

三 田 村 景 也

ゼ ネ ラ ル 事 務 機 株 式 会 社 社 長

帯 550 大 阪山 内lズ 靭 本 町31 '1 12併7; } ｾ ｉｴ 前 ＱＱ ピル 三機工業株式会社大阪支庖大阪支庖長

ｾＱＱＮＡ ｦ［ＰＶ Ｈ ＴＴＱ Ｉ＠ 1'162f t  

帯 560 1' 1'七 盟 '1 ' 市 l 型f' l Ii 1  1'1 116- 21  ，'I!，I.' ;06 (849)  576' 1  愚 541 大 阪 市 中 央J X: 北浜 2 T 日2 酢21号 屯 話06( 202)307 1

目リ 敏 男田

財団法人 日本 建 築 総 合 試 験 所 理 'J'; 長

" ' 565 本 l' 斤 坤 、 IlI d，!，j匝i l 'f- ; 5 - R - 1  

，官.1.'，06(8721 039 1  

串 53 1 ) ; ; ; 世分室 大 阪 市北 区 民 州 阿 2 - 1  - 18  

7日，1"06( 35117217

ｾ ， ＵＹＲ＠ !JN分 可 土堺 市浜 乍イi i ｉ ｴ ｾＱ＠ r州 2 ー 1 - 34  

' U，I'，0722 (441  39 12  

"' ，6 12  J. ;c mS分 市 点目ifl rlj 伏 比 1>( 1I  r，';- ;J Ji if 山 町24- 2  

。世 Mi 075 (62Z) 07 13

珊 ｾ ＶＷＵ Ｍ Ｐ Ｑ 削 ＱＮ Ｇ ｩｊ ｬｬ う， ＢＮＺｈ Ｎ ＯｊｉｉＮＧ ｩ ｊｬい Ｑ ，う Ｇ［ＧｉｊＨＧｦ 例 ｦｬ ｊｩ型 ｦ 日ｬＧￎＢｮｊ ｬ ド Ｑ Ｓ ＱＱ Ｍ Ｓ
，喧白l，ri 0794 (35) 58 1  I  

松 '恒 彦田

株式会社 A R T 建築設計事務所 代表取締役所長

罰 530 k 阪 市北 区 東天 満 2 r" 3 ー 10 ト ノ7 A X 渦 ピ ル

i屯J 占06(357) 5351代

事 546 k 阪 市 』在住 吉 区西 今川 2 J" 8 ー 7 'ilI.l.' ; 06 (702)  6738 

松 原 満 佐 子

有限会社 柳 々 堂 代表取締役

帯 550 k 阪市内医広田 f桝 l ー 12 - 3 在，li，06 (443)  0167- 8  

日業所 iJ q 池 ピ ル l 附 111，1，';06  (25118233 

松 本 重 太 郎

7 ツ 六 株 式 会 社 取 締 役 社 長

市 543 k 阪 d' )、王別支1 ' 4 A  E  ，'f  1  1'1 1  5  /鴨47 i} 

?世，1占06 ( 774)  2200 

名誉正会 ｬｾ

松 本 与 作

谷 義
由

ｉｾＧ 、

株式会社 ー 行 設 計 代表取締役

軍 694 ，1; ，"Jt lH' ，'，- )、II l di 九 f 附f i IHJi IJ Ij i77の l

，恒，1.'，08548(2) 8 12 1  (¥ 

帯 694 1'1 む 川JtJ l l!.¥}，1I 1  di  7，、 F 訓f iJHI1IJ l j 225σ) 2  

ー官，1吊08548 (5) 8320

輪 泰 司

株 式 会 社 地域計画 ・建築附 究 所 代表取締役会長

事 600 J ;Ui! S  d  i ドボ lズ114条通 出 合 同 人 ル 立 売 凶関f82酢地

大布l銀 行 点 目1ピル m，l t 075(221  ) 5132代

骨 540 A 阪市中央区ィ iaf 1丁 [1 1  lI'i 1号天満幡千代間ピ ル2サ館

司!.lf，06 (942)  5732 

事 460 ｙｬ ｲｊ ￎｊＱｴ ｲｬ ｩ Ｇ ｬ ｱ ｾ Ｉｌの内 Ｓ 1'1 118佐30日 : ; 1 ' ウチピル

ｾＱ ＡＮｬ ｬ［ＰＵＲ＠ (962)  1224 

帯 612 1' 1'じ よiUi fS rl i伏 見 1'( 桃 山 Iv. i大仏関 f 95- 45

1U;，1品075 (601) 3962

薬 袋 明公

建築家 第一生 命保険相互会社 顧問投師 株式会社 円 建 設 計 取締役社長

唇 145 n宅 東 京 都 大 田 区 凶 同 調 布3- 17- 3 ＱＱＱ ， ＱｾＰＳ Ｈ ＷＲ Ｑ Ｉ ＴＷＲＳ＠ o!!!>54 1 大 阪 市 中 央 区 間 限 橋4 T Fl 6番2号 電ぷ06(203) 236 1

52 

平成元年盛夏
(50音順)

水 義 雄間

株式会社 水 1m 組 代 表 取 締 役社長

軍 534 太田え rli 間i品 lメl I i H 1I 1町 1 1'1 1 1 昨 4 ｾ［Ｎ＠

仏 1. ' ; 06( 35213121 代

帝 538 1' 1主 大 阪 市 鶴 見 lメ今i I !l v. i4寸 0- 15 ｭ ， ｉ ｾＰＶ Ｈ ＹＶ Ｑ Ｉ＠ 0785 

宮 後

ご生

I ロ

株式会社 コラムデザインセン? 一 代表取締役

株式会社 大阪ノ f ー ス ア カ デ ミ ー

軍 5'12 大 阪 市 中 央 区 南 船 場4ー 13- 15 コ ラ ム ピ ル

111，1占06(24514631

帯 546 1' 1'1; '  k 似 di lIi f  t  ，'iI": IIIJri5ー 19- 24ー 704

'，I!. li ; 06  (6071  757 1  

村 石 全

浪 速 合 板 株 式 会 社 代表取締役社長

高 556 大 阪 市 浪i車区 幸町 2 ) "1 15吊:3 ，} 也! ，' ，06 (568)  367 1  

，;;;'659 J ' i 宅戸一l11f li 岩l剖田125砕15 ，} 7l t ! 初797 (34) 0835

室 山 水谷

室 谷 商 事 株 式 会 社 取締役会長

帯 650 t.t ， irlil l '央 村 山 町31 '1 17 6 ドII}i フク 1 ク ビ ル

，'O:，!占078 (33 1)  088 1  

""，650 1' 1七 件jlJ irl j ll' 央 1'( 山 本 通 4 1'1 117- 17  

r日J 占078 (22 115050 

毛 利
ｾ斤
Eコ

総 If t箭 梁 株 式 会 社 取締役社長

軍 551 ) ，、阪 di )，，1'. 1メ宙開 1 3 ) / 1 ，111';18; ;  

'，UUi 06 ( 552)  15S 1( ¥h 

両 角 保

1引先取締役

浦 安 工 業 株 式 会 社 大阪支 l占長

同 530 ) dJ i 1i l，I; .  ｫ ｊｩｴＮＮｩ ｲｬｩｾｴｬ Ｚ ＾Ｈａｩ 尚 ＲＱ ＢＱ ＱＺ＼ 昨日 ｩ［
.{!，!，fi06 ( 日 1) 7! )02(¥: 

帽 530 (I '- t ; 大 jf.l i rl j ..f tl :()": i 向 2 1"1 1  :l 吊， 5  ;; 

ー日，1占u6 (35: l J  7596 

森

古

手

三和 電 気 土 木 工 事 株 式 会社 取締役社長

守 530 大阪 市北 区 I判森町 1 1'1 14 昨19 ; } 包1[;06( 3611645 1代

帝 596 ＱＧ Ｑ Ｇ 主太阪 ｉｕｴ ［ ｾ 剥 ｉｬ ｬｉ ､ｩＩ［ｉＩＱ 軒町 ＲＱ ＧＱ ＱＳ 俳 Ｕｩ［Ｇ

m，!f， 0724 (22)  77 10  
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八 木 喜 美 蔵

Y  A GI SO B Rl C K S  

八 木 惣 株 式 会 社 代表取締役社長

; ; ; ' 593 緋 "1 ilt 久里f 町 3 丁 28 1l'i 10 号電ぷ0722 (62) 3838( 1;

; ; ; ' 593 1' 1宅 . J!fr市川久野田T3丁28再生 10号 m，! fo0722 (62)  0722 

八 十 島 健

株式 会社 竹 中 工 務 庖 持別顧問

⑤ 54 1 大 阪 市 中 央 区 本 町 4 丁目 1 - 13  1世話06(252) 1201 

;;;'663  1' 1定 ・凶 宮 市rr r. 阻二 港町5- 30 m，! W798(41) 0598 

山 '恒 男内

株式会社 石 本 建 築 事 務 所 大 阪 支 所 長

串 542 大 阪 支 所 ・大 阪 市 中 央 区 品 之 内 ト 20- 19 A 水 ピ ル

'，U，J，f;06 (251)  7507 

事 102 本社 !l (J;， msT 代 1111": J LV: Mi 4 -6- 12  . U，J，f;03 (262)  7161  

キ ｌｾ 地 YI ｉｉｉｉ［ｾ＠ .  ｊ､ｾｾ＠ .  fllJfi .  t市川

山 '恒

二ム

J 口

平成元年盛夏
(50音順)

田

株 式 会 社 山 田 工 務 底 取締役社長

壁 ＶＵＱ 仲 Ｇ［ＢＱ Ｑ ＧＱ 央 ｉ ｘＺｾ ｾ ! f通 4 J i  1  1 需 3} ;

m，I/i 078(232)  1800(l  

胃 651- 11 ＱＢ Ｑ 七神 μｲｬｩｾ ヒ Ｑ ，Ｈ以 ｦ￬ 1¥ J i  I  9  ｦｦ ｴＱ Ｒ Ｍ ｾ［Ｇ＠

7宜，J，T;Q78 (592) 5902  

山 貴 士

和 中 勝

株 式 会 社 手 [ ! 中 尚 時 十11談役

閉 53 1 大 阪 市 北 区 問 的 5 T II 8 酔 l l -¥} ，日，，' 印刷 3i l 10i a l 5  

帽 150 *  J;( lifS i，良 行 1><: 悩 丘 町 11 - 5 活，! ，f;03 (464) 9723 

帽 453 ｲ ， 山 ＱＱｾ di 中 村1><: 抗 金 通 3 J i  1  34 lfiJ 也

m，vo052 (481) 7338 

帽 659 1'1・七。作';!rli 楠開 f 16- 18 円 hl フ ラノ ;1 201

;'U，J f; 0797 (31)  7950 

渡
古

ω

本

車 内 陽 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役

帝 ＵＳＰ 大阪市 ｾｴｬ＾＼ＺＧ ｉ Ｇ 之助 ＳＱ ＧＱ ＱＲ 需 Ｔ け 電 お06 (385) 1361代

朝 日 ピ ル デイン グ内

帯 565 n'色 。11)(111 rli( iI'  1  f"1  4  J i  123俳 8; ;

m訴 0 6(87 1) 0851

手口 田 員

辺

取 締 役

東洋シヤ y タ一 株式 会社

キ11 J主 役

哩 ｾ ＵＴＰ 大阪市中央区Ｇ出総町 Ｑ Ｍ Ｓ Ｍ Ｘ 日本生命谷町ピル

m，1f. 06(943) 6571  代

帯 560 II 宅 ー笠rl'rli 緑丘 3 J i  121 1l'i 8  ，;. '，Il.!i o06 (856) 0988 

渡音B 慶

株 式 会 社 束 手口 組 代表取締役

"， 530 大 阪 市 北 灰 阿 天 満 4 J i 1 5 1fi l H;  電，11i 06 (363) 4051 

唇 659 1' 1宅 戸 以 m公 光 町 3 1ft  8 号 m初日797 (22)  3282 

大阪事務所

株式会社 松 国 平岡坂本設計事務所取締役所長

事 530 k . 阪市北 1": .立 品 2 - 2  - 25 ‘ 払活06 ( 344) 7821

晴 530 1" 1七 k 阪 市 北lメー 小 之，(，¥5  - 3  - 92 

ル イ r ベ トレ '1' 之，(，¥622:; ' '，U訴06( 448) 5645 
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昭 和 7 年 10月 協 会 紋 章 発 表

- 建築と社会 (VoI.15No.10)

創立満 15年記 念 号 昭和7年10月 1 日発行

会告 協会紋章及協会貝胸章決定 創立満 15年記念建築通俗

大講誠会 (11月 2 日午後 I 時 大阪中央公会堂)

緑ケ丘保健住宅設計当選図案 ( 4 点)

大美野田園都市住宅設計当選図案 ( 4 占)

実際に建 てる住宅設計当選図案 ( 4 占)

{主宅三懸賞当選図築審査評

総ヶ丘保健住宅博覧会出品伎宅図録 (20戸)

大美野田園都市住宅樽覧会出品住宅図録 (16戸)

自1) 立拾五周年 を顧みて ー 片 岡 安

我協会の十五周年の記念の 日に際 して… ・ e ・ ー武凹五ー

その頃を跨る座談会本会創立当時の懐旧 関係 15氏

段近十五年間に於ける 関西建築界の変還を跨る会 関係 17氏

協会の将来を括る座談会 関係 17氏

本会の既往を顧みて 本会創立当初の実情と其事業の概記

雑誌の変遺

繰ヶ丘保健{ 王定博覧会開会式 ・ 0  ・ 1車政金音

大美野田閣官1I 市住宅博覧会開場式に参列して 坪井誠一

南洋旅行j量談 工学博士 武旧五一

耐誕木造建築への一考察 ・ー・・ ｾｉ＿純 一

鈴按と電気銘接 (下) 鶴岡 lif) 

会報 役 員 会 例会 自1) 立15年記念事業各種委只 会

会只 動 静 建 築 倶 楽 部室

国際新建築 ー英国倫敦放送局米国 ワシ ン ト ン ｦｦｾ 業行進

歩的一世紀陣 科学の殿堂 11¥乙フライブノレグ ミッション

学校 独乙エ ッセン ー国立病院小児科 ｾＱ｜ ｩ 創白林 y エノレハ

ウス 11¥逸棋盤 . " エノレハウス

- 建築 と社会 (VoI.15No.11)

最近建築研究 111特集 昭和 7 年11月 1 日発行

阪如上野芝住宅在主計図案懸賞募集規定

大 阪 歌 舞 伎 座 ロ 絵 写真 ( 9 頁) 図而 ( 5 頁) 工Z附概要

大阪歌舞伎座新築設計について 。 … 0  ・・小田島兵吉

大阪歌舞伎座主体憐造計算に ついて ・日 黒田 茂

大阪歌舞伎座ttl. 気設備に就いて ・ ・ ー杉浦! : ! t

大阪歌舞伎座新築工事施工に就て ・ー渡辺家三

南海ピ J レディング 口絵 写真 (12頁) 図面 ( 3 頁) 工事概

要

南海ピ J レディング建築工事を終へて 坪井誠一

南海ピノレディング新築工司王に就て 平井勇 馬 牧 級

束盟中住宅設計図案審査概要

土木建築簡負工事入札並契約に関する条項を改正統ーの問題

国際新建築 英 国 ピ ー ス ト ン 靴 工 場 英 国 リ y チモン

ド・ウエスレイヤン 神学校図書館 悌国巴里ンャンゼリゼー

街 事 務 所 デ ン 7 ー ク コ ペ ン ハ ー ゲ ン ア パー トメント 11¥ 

i主ラ ー ン河辺 ・"7- ) レプノレグ ・療養院 独i車ハゲローデ ・小

54 建築と社会/ 1989年 7 月号

児療養院 独 i主ノノレテソレネー 旧教寺院

談話室 . . . . . ・ 1章悶 整 R T生

会報 各官庁司掌営繕事業促進ニ関 スノレ陳情書 住宅挫築助

成並二不良住宅改良促進ニ閥 スノレ陳情書 役貝会 会只動併

- 建築と社会 (VoI. 15No.12)

常設委員会問査研究報告 昭和 7 年12月 l 日発行

常設委只会昭和 7年度調査報告の特輯に就て

大阪駅前整理工事に ｉ 測する建設ｾ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ Ｎ Ｎ ＮＮＮ Ｎ ＮＮ Ｎ Ｎ 法制委只会

日本建築士会の 「建築重量技執行基準」草案に対する意見書

向上

償還方法によるアパート計画案・ ・ ・ 住宅委貝会

衛 生 用 陶 器 の 調 査 ・ 0 ・ ・ ・ 材料委貝会

本邦瓦の研究 υ ー ・ 材料委員会

i W縫土の配合決定に|刻する提案 ・・ 0 災害強度委貝会

電弧鈴接慨要 ... ・0 ・ 災害強度料委会

i骨由工法 。 災害強度委貝会

国際新建築 。悌図巴盟ベノレサイユ街 アパート 悌国巴里

アンリ 7 ノレタン街 . 7 / { ート [ 部国巴皇 y ャ ン ゼ リ ゼ -

1# メーゾ ン ド ' 7 ランス 境面 ウィーン ・住宅国際博覧

b .  

Zエ

満 卜五年記念各事業を記録して

会 報 鉄 材暴践に1話1する緩和i車 動 役 貝 会

- 建築と 社会 (VoI.16No.l ) 昭和 8 年 l 月 l 日発行

会告 創立満15年記念出版 「大阪市地質調査図表」

出版 (定価 3 同50銭)

昭和] 8 年を迎へてー経済界の大波澗 に善処せよ

現代世相と建築界

建築美批判の新基部品i

片 岡 安

池 田 実

忘れられ、忘らるべからざる事実

往築左右展望

Jii 塚正治

石 川純一郎

村野藤吾

中西六郎

f車政金吾

新名撞夫

矢回鉄蔵

松本俄八

断: E!

ゲー ジ略立の急務

ガラスの使途の拡大

大阪市 とその郊外地の展望

昭和 7 年の住宅雄築界を顧みて

建物の窓か旬 。 吾山 生

東京白木屋本lおの火災 ・百貨庖建築ニ |剥 スノレ建議 ( 内務大臣

宛) 満15年記念建築通俗大講1副会速記録

昭和] 7年11月 2 日於大阪rli 9" 央公会堂 聴象 2 干を越ふ

開会の稗 記念講? 掃椀s由I会委只長 争判神1ド1戸高等工業校t長毛古宇旺EII 笑

有郁目阿司市I狙池: 築改i造宜の急

住居|山問日凶l題の将来 本I協品会{住主宅委貝長 工学士E誌E野枇一郎

満州の土木E建E築の将来 ω満什州l主挫Jl築f協品会派泣貝石凹 茂

|世止界の誼緯l築様式の傾向

京都帝国大学教佼 L 学博士武田 ii. -

i J l 築と社会 ・ 本 会 会 長 工 学 博 士 片 附 安

閉会の縫 い本 会 副 会 長 工 学 土 地 問 実

ポノレトランドセメン卜界最近の趨勢 三浦尚史

工学博上武回五一氏の還暦祝賀 ・武旺l 博士作品集目録

国際新建築よ1 > 、 京阪神新建築J I > (阪急ピル、淀屋橋ビル、浜

寺 農業博物館)

- 建築と社会 (VoI. 16No. 2  )  

百貨腐の防火号 昭和 8 年 2 月 l 日発行

会告 創立満 15年記念事業第 2 W) 計画に就て (阪和沿線上野

芝に於ける住宅博覧会開催、京阪沿線千里山に於ける住宅博

覧会開催、挫築巡回講誠会の開催、東京 満州其の他の見学

旅行、図E与の出版、建築会館建設の企画)

白木屋百貨庖火災の教訓 …  - 池田 実

防火か避雛か 0  ・ ・ 4す野藤吾

百貨庖の災害防止設備について 中沢誠一郎

可燃性物質を 集蔵す るヒソレディングの消火設備に就いて

0 ・古塚正治

高層建築物に対する災害防止策

ｾ国火 災 保険 Ｈ 鮒社長 大谷順作

百貨庖のs)j 火消火避難設備に就いて … 坪井誠一

百貨庖内交通機関の非常時に於ける 対策

日本エレベ- 7ー製造( 仰山本 一

火災に対する t構造 と設備に就いて

( 悌大丸専務取締役 里 見純吉

新築に際して ー防火設備私見

側+ 合常務取締役 木水栄太郎

阪急百科庖の防火設備に就いて

阪神急行電鉄(附専務取締役 上 回 寧

大阪三越の防火施設に就いて

東京白木屋紘害視察報告 本会調査員落藤藤吉、岡部敏則

黒 田 茂

東京白木屋百貨庖火災の座E員会

府庁 消防課長岸本ｾ，建築課長中沢誠 一 郎

百貨庖 (百貨庖協会) 木庭俊一、 (高島屋) 大谷友之進、(十

合) 木水栄太郎、 (大丸) 里見純吉、 (阪急) 鈴木静六郎、 (三

越) 竹内務J入、 (新京阪) 藤崎正太郎、 (松坂屋) 松岡正札

協会 池悶笑、今林彦太郎、阿部顧則、落藤藤吉 、黒田茂、

玉置笠次郎、坪井誠一、村野藤吾、安井武雄

大阪府王1僅 百貨庖建築防火避錐設備に| 期する懇談会

建築学会提暗に依る百貨庖防火砲設 内務大臣宛建議

内務省円高層建築物に対する災害予防法

日本放送協会関西支部局舎設計競技図案 ( 当選渡辺仁、

佳作高橋貞太郎、同安井武雄、同山下寿郎、同渡辺仁)

第一生命保険相互会社本館設計懸賞競技当選図案 (石原信之、

岡本響、岡村頴三、渡辺光雄、吉武東皇、吉永京蔵外 4 名、

田島勝雄、辻廉三外 l 名、矢部金太郎、松田軍平外 I 名)

リノリユームに就いて

旅順大谷邸新築について

材料委只会

峻 始

- 建築と社会 (VoI. 16No. 3  )  

昭和 8 年 3 月 l 日発行

傍花|湖 ・ 工 学 博 士 天沼俊一

現代建築に於ける美的基噂 峻 戸 久

昭和新建築・ υ ・・ ・・ ・ 集団鵬心

部市の印象 。 ・ ・7事国 盤

戦工{ 王宅紫人設計懸賞当選図案 ( 1等森林之助、 2 等 I 1市小

田政義、 2 等 21IC杉山普千代、 3 等 I IIC武藤三郎、 3 等 2 席

北 l訓E 明、 3 等 31IC中村主税)

談話室 ...・・ .............................. ...........T 5 生、登陽域

「建築競技執行規準草案」に対する日本建築協会法制|委員会

の意見書 を読む 0  ・堀越三郎

国際新建築

刊行 「日本趣味 を基凋とせよ最近建築懸賞図集 J (東京帝室

博物館、 京都美術館、日本生命館、軍人会館) ー募集規程、

当選者名、当選図案 (60頁、 定価70銭)

- 建築と 社会 (VoI.16No.4  )  

住 宅 号 昭 和 8 年 4 月 1 日発行

阪和上野芝住宅懸賞設計当選図案 ( 1等村瀬鉱一、 2 等久保

田蝕宇品、 3 等 I 1市西田哲郎、 3 等 2 府金子春夫、佳作 1 席 荒

川利一、同 21前著rf 9 村義雄. 同 31市高木貞 一、審査評)

住宅写真集 (阪急出叶且 K . T 氏邸、阪神魚崎 V K 氏邸、阪

神法甲子園T 5 氏邸、阪神打出 5 5 氏邸、阪急御影 Y 氏邸、

阪急岡町伊藤氏邸、阪急中山上田氏邸、阪急夙川 白江氏邸、

1百1 F T 氏邸、阪神1雛住吉木1 f I : 氏邸、阪急芦屋新荘氏邸、| 百l吉

岡氏邸、同福氷氏邸、 大軌山本 H 氏邸、阪急御影O氏邸、阪

急夙川 T 氏邸、奈良 N N氏自1)

住宅地経営に就て 。

小住宅対策鋭11昌

住宅経営地の観 々相ー

松本{提八

清水栄二

矢田鉄蔵

土地経営者の観たる住宅

大阪近郊土地側専務取締役 Z草原正雄

土地経営に於ける分娘住宅地のー現傍 ー 今井英雄

小住宅プランの研究( 1) ー 岡田孝男

{ 王宝及土地経営に| 品lする座絞会

経営者安傍観雄、今井英雄、篠原、正雄、篠崎兼二、

ｮｾｴ 水栄治、西村辰次郎、福田担夫、松本俄八、森本喜太郎

協会 池問実、 i有僑栄治、中村義雄、綱田猷次郎、鷹取陽

談話室 ゆたか、欧遊生、達誠生、 M E 生、逸名氏

国際最新挫築

- 建築と社会 (VoI. 16No. 5  )  

社会事業建築号 昭和 8 年 5 月 l 日発行

大阪市の社会事業施設 大阪市社会部長 山 口 正

阪市に於ける社会事業建築に就いて 新名種夫

説明、 写真 、図面

東京 浴風会浴風圏 、大阪市餓僑保護所、大阪市営杭全住

宅. 東京都深川区猿江裏町普隣館、同4貰江裏町住宅、神戸市

五年合新川改良住宅、大阪市南日 東町細民住宅 、やt 戸 ・西部無

料宿泊所、大阪今宮共同宿泊所、神戸 沖仲仕休恕所、大

阪 公 設 田 辺市場、大阪 公設中 』草市場、 大 阪 境川質舗、

神戸 ー西部質錦、大阪 ・中央職業紹介所、大阪 千鳥僑労働

紹介所、 神戸 西部労働紹介所、東京 間; 閉会啓成社、大阪

健康相談所、大阪市立刀綴山療養所 、岡山県 ・長島愛生図、

大 阪 木 津 保育園、 大阪 日之出託児所、神戸市立児童院、



特集

市 と

H乍今、再ひ'訪れた街の変貌ぶりにはよく驚かされる 。 人や車の往来のみにとどまらず、

いつの間にか街全体の色調や音、匂い、などをふくめた街のたたずまいが大きく変化して

いるのである 。

者11市生活者のライフスタイルの変化にともなう H寺間的 - EE附的な拡大と変化は 、24時間

者11市への変貌や都市機能の充実、者11市環境の改善をも強〈迫 ってきている 。 その結果、市

街地獄備、商業地区開発、駅前再開発、道路盤制I i 、都市公閤整備などなど、全国各地でま

ことに多くの事業が計画され、笑行され、多彩に整備されはじめている 。

良好な者Ilrli を形成し、者11市の景観を 『地域の共有財産、景観への配慮は都市生活の7 ナ

ー J (建設省 ・都市景観慾談会 ) のレベルにまで向上させる こ とが嬰制されている 。都市の

景観の改普は建築物や道路、他殺などに負うところが大きいであろうが、その環境の保全

や機能性を支える諸設備の働きを見逃すことはできない。

設fnli は、都市環境という公共の場に安全性と快適性をサポートするものであるが、その

設備i内容は多種多様である 。者11市の道路、日各地なとから、河川、広場、公図、遊園地、建

築物など、設世にかかわる場所も多僚である 。 また法律面、行政 l師、管理! 聞など、それぞ

れの成立条件も異な っている 。

この多面的な都市のための設備を考察するにあた って、 2 号にわたる本特集では、設備

を、者11市景観を創造し充実させるものであるとの視点から 、者11市長観と設備とのかかわり

をとりあげ、 「みどり J r水 J r 熱 J r空気 J r背 J r ひかり 」 とい った環境と景観を創りあげ

る弁製談と、設備との，I J ' [ 極的なはたらきかけを各論とした 。

本特. J t が、企画者、設計者、施工者各伎の立案、計画の - sj J になれば幸いである 。

( 設備I分科会委只 . 村上幸三郎)
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より良い都市環境の創造に向けて

林 田 康 孝

近年のわが国における、都市環境に対する関心の高まりや快適な都市環境創造への動きは、経済的 ・物質

的豊かさの獲得と、高い知的教育水準への到達に伴う社会の成熟が招いた次なる 豊かさの追求であり、より

高次の文化的・質的豊かさへの欲求の現れと見ることができょう。 21世紀初頭には 、わが国の人口の約 7害IJ

が都市に居住す ると予想されているように 、都市 は社会経済活動が集中し 国民の過半数が生活する重要な場

である。だからこそ 、ゆとりゃうるおい、そして魅力ある都市環境の創造が強〈求められていると言えよう。

わが国の都市整備においては 、種々の困難な状況の下で戦後復興期、高度成長期を経ながら時代の要請に

応えつつ街路、公園、下水道等の整備水準の向上に努めてきたところであるが、前述のような社会経済状況

の変化に対応しな がら 、機能や効率のみ な らず景観や快適さなど をも含めた真に良好な都市環境の形成に向

けて都市整備、そしてまちづくりを積極的に進めていると ころである。

建設省においては昭和50年代後半から 、良好な都市景観の形成に資するべく、都市の基盤 ・骨格を担 って

いる公共施設について景観に配慮した整備を行う

事業制度 を創設する とともに、民間建築物等に つ

いても景観形成のため規制 ・誘導方策の活用 を図

ってきている。そもそも 、都市の骨格や構造を規

定する都市計画は 、良好な都市環境への配慮をそ

の基本理念のーっとして おり、わ が国の都市計画

法の 目的、 基本理念を定める第 l 条、第 2 条はも

とより、都市計画の基準を定めている第 13条にお

いても 、「都市施設は、 ・・(中略) … 円滑な都市活動

を確保し、良好な都市環境 を保持するように定め

ること。 ・・・ (後略lJ と定められている。

都市環 境 とは

横浜イセザキモール

ところで、都市環境とは何かということを考えてみ

ると、それは「都市生活のあらゆる局面でわれわれを

取り巻いているすべての外部要因のありょう 」 とでも

言い換えられょうか。

もともと、 日本語の「環境J という言葉は 、他の言葉で言い換えに くく 、また、そ の指し示すも のなり概

念も漢としているため、広義では周囲のあらゆるものご とを包含した概念として使い得る言葉である 。 ちな

みに 、広辞苑によれば I [環境] ①めぐり囲む区域、②四囲 の外界。周囲の事物。特に 、人閉ま たは生物を

とりまさ、それと相互作用を及ぼし合うところの外界。自然的環境と社会的環境とに分けることがで きる 。」

とな っている。「都市環境」もまた自然的環境と社会的環境を包含する概念であることは間違いないが、人為

が高度に加わりながら維持されている都市においては、両者を明確に分け ることは困難であり、またあまり

意味の ないこと である。

都市環境の今ある姿は、その都市における社会経済活動や日常生活、政治、文化、歴史、自然的条件など

すべての反映であると考えられるが、都市環境の定義が殴昧であるがゆえに、捉える視点も指し示す範囲も、

使われる場面ごとにさまざまに違 っている。都市環境は 、たと えば 、住む、移動する、働く、休む、遊ぶ、

物を買う 、文化に親しむなどのあらゆる場面での利便性、効率性、快適性などの総体として捉えることがで

きる。 物理的には 量 、 質 、時間、価 格の 軸か ら、生理的 ・ 心理的に は目 、耳、 ｴｾ ｾ な どを通した快、不快の 軸

から捉えられる。

住築 と社会/ 1989年 7 月号 57 
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近年、盛んに「良好な都市環境」 と言われているが、 こうした場合多くは、街なみが美しいとか、緑が多

し、、 きれいな水辺に身近に親しめる 、 というようなことがイメージされているようであり、 「都市環境」は

一般にうるおい、あるいは快適性とい った観点から捉えられていると 言 えそうである。

今年に入 って、 地球環境をめぐる問題が国際的に大きくクローズア ップされ、世界共通の重要かつ緊急な

課題として各国の取り組みが求められている。 オゾン層破壊、 地球の温暖化、酸性雨、有害廃棄物、海洋汚

染、熱帯林の破壊、砂漠化、野生生物の減少などの問題に対して、原因者の一人として、 また同じ 地球に住

む「一 員として、 わが国もできる限りの対策や改善策を講じていく責任があるのである。

*  

本稿では「都市環境」を、人の住むまちとしての快適性の視点と、人聞の生存条件としての地球環境的観

点から捉えていくこととした。 さらに、 一つの試みとして、都市環境を構成する要素を「景」 として大まか

にくくりながら 、良好な都市環境創造に 向けての取り組みや目指すべき方向を述べてみたいと思う。

全体を「みちの景j 、「建物の景」、「水の景」、「緑の景」 、「気の景」、「音の景」、「あかりの景」 としたが、

「景j とは必ずしも視覚的に捉えた景観という意味ではなく、人聞を取り巻〈環境としての他の影響要因も

含めた「様相j 、あるいはシステムとしての「系j の意味あいをも持たせて用いている。

わが国の道づくりは、 モータリゼーションの波とと

もに、 自動車優先に進められてきたと見れよう。世界

的に見れば、 まだその整備水準の低きは否めないが、

近年までの道路づくりは、歩行者と車を分離しつつ、

交通空間を確保することに重点を置いて進められてきた。 しかし、 ここへきて歩行者への配慮、すなわち歩

きやすく、楽しく、快適な歩行者空間の確保が重視され、景観的にも質の高い道路づくりが行われるように

なってきている。

道路の拡幅や既存の広幅員街路の改修とあわせて、 ゆったりとした幅の歩道をとり、美しい舗装材を敷き

詰める。電線を 地中化 し、優れたデザインの街灯やベンチ、 ごみ箱、バス停、電話ボ ックスなどのストリー

トフ ァニチュアや標識、サインを配して、歩いて気持ちのよい、また立ち止ま ったり、休んだりすることの

できる歩道が整備されてきている。歩道と車道との聞には、街路樹が植えられ、歩行者を車から守り、木陰

ゃうるおいある景観を与え、車で通る人には美しい並木の景観を見せている。

小樽運河に沿う臨港線や神戸の税関線フラワー

ロードは、 シンボルロード整備事業によ ってこう

した魅力ある道路整備が行われた好事例である。

歩行者杢聞の整備において、舗装材は、周辺の

街なみに調和する素材、色、舗装ノ f ターンに配慮

し、年月を経ても最初の美しさを失わないことが

重要である。 たとえば石畳のように 地味ながら時

聞が経つほど 丸みを帯びて味わいがでてくるよう

な、飽きのこない舗装材の開発、普及が望まれる。

道路沿いに立ち並ぶ電柱や空中を交錯する電線

は、 日本的な景観でよいと評する人もいるが、無 神戸フラワ ロ ド[ 税関線]

， 

'  
← 

くしてみると景観が非常にす っきりしてくる。共同溝や C A B システムによる電線の 地中化は、都心部では

行われているが、多大な費用がかかることから、すべての道路に行き渡るには柏当な年月がかかることを覚

悟しなければならない。 地中化の困難な道路では、電柱を道沿いから、建物の裏、すなわち建物どうしの境

界に移設し、道路の無柱化 を行 っている例も見られるが、 これも電力会社の管理の都合から実現不可能なこ

とが多いため、電柱と道路に沿う電線はそのままにしながらも、せめて道路を横断する電線だけでも 地中化

できれは¥かなりの景観向上につながると，思われる。

「人」も都市の景観の 中で重要な要素であることを忘れてはいけない。人の表情、服装、歩く速さ 、人の

集まる賑わいなどは、街の景観を大きく左右するものである。 ヨーロ ッパの都市に見られる広場や路上に椅



子とテーブルを並べたカフェなどは、景観を楽しむ人そ の ものを景観の一部として効果的に取り込んで いる

良い例である。美しく飾られたショーウイ ン ドウはそれ自体も景観の要素となるが、また人の歩みを止めさ

せることで、ウインドウショ ッピングを楽しむ人々を景観に取り込み、街に表情を与えている。わが国の都

市にも、人の表情をなごませ、人を景観の中にうま くとけ込ませる 、こ うした工夫がなされても よいと思う。

建物の景

都市の景観は、道路とともに、建築物が大きな構成

要素となるが、わが国の建築物の現状は 、残念ながら

美しい街なみを形成しているとは言い難い。

かつての建築物は、材料や技術の制約や気候風土条

件からある程度その高さや形態、色彩が揃 っており、様式の統一感からくる街なみの美しさがあ った。 雪国

の重厚な木造の家並みや、京都の町屋、ヨーロ ッパの石造建築物の街なみはそんな美しい景観を呈していた。

20世紀の鉄とコ ンク リート の建築技法は、それまであったさまざまな制約を克服し、自由な形態や大 きさ

の建築物をいかなる気候風土のもとでも同じようにつくることを可能にした。それゆえに現代建築は世界共

通の様式となり、また、それぞれの建築物はさまざまな高さや形態で自分の個性を競 って表現し、街なみの

個性も、統ーの美も、新たにつくられてきた市街地にはほとんど見られなくな っている。最近では、装飾を

排し機能美を追求して画一化 してきた こ うした現代( モダン) 建築から抜け出し、新たな個性を追求する ポ

ス トモダ ンが隆盛しつつあるが、どれほど個々 の建築物が美しくなろうとも、全体としての調和がなければ

街なみの美しさは笑現できないだろう。 一 一 一 一 一 一 一 一 週

建築物の高さは、面する道路の幅員との関係か

ら、街の開放感、圧迫感に大きく影響する要因で

ある。ビパリーヒルズの住宅地とニューヨークの

摩天楼はちょうど対局にあると言えよう。また、

都市のシンボルとな っている城の天守閣や山の眺

望を確保するため、道路や川 を通して見る代表的

な眺望景観の軸線上にある建築物の高さを 一定以

下に抑えるための合意形成も必要である。

街なみの美しさは、建築物の高さ、形の統ー と

tイ¥可雪寸窒関

| 事

ぷI べ初|

ともに、色彩の統ーによるところが大きい。これ 北上川を通して弘る岩手 山の眺望[ 盛岡市]

も、現在の日本の都市では、ほとんど考慮されていないところで、壁面も屋根もそれぞれの建物が思い思い

の色で仕上げられ、全体とし ての統ーがまるで見られない。色彩は人聞の心理面に少なからぬ影響を与えて

いるものであり、都市のアイデンティティや快適性を左右する 一つの重要な要素である 。

また、建築物は上から見おろされることも意識する必要が高まっている。高層ビルやタワー、都市近傍の

山などの眺望点からだけでなく、高架の道路や鉄道、飛行機といった移動する視点からも、パノラマ景観と

して都市が上から見られることが多くな っており、ビルの屋上の設備や色、屋根の色にも十分な景観的配慮

がなされなければならない。建物から無数に突き出した色とりどりの広告や看板、屋上の大きな広告塔など

も、都市景観を阻害している要因である。屋外広告物条例などにより、ある程度規制されているとはし、え 、

あまり効果は見られない状況である。

こうした、建築物の高さ、大きさ、形態、色彩、広告物などは 、基本的に、規制などで上から抑えつける

ものではなく、建築物の外観は都市景観の一部をなすきわめて公共性の高いものであるという認識のもと、

企業や個人それぞれが良好な景観形成に配慮していくことによ って調和が醸し出されるべき問題であると思

う。そうした意味では、関係者の合意のもと、協定などが結ばれ、それが守られていくという姿が望ましい。

かつての日本の伝統的な町並みは、戦災による被害 もあ って、多くが鉄とコンクリートの現代的建築物に

とって代わられ、どこの都市も同じような表情とな ってしま った。今はまた、街の個性が見直され、歴史的

建築物の保存や修復が行われているが、ただ残すという史跡的な保存ではなく、外観はそのままに内部をレ

ス トラ ンやカフェ 、ブテ ィックなどに改装し 、酒落た プレイスポッ トし て現代の都市の中に活かし ていく試

みが見られる。古い建物が逆に流行の最先端として好評を得ているのである。
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かつて、江戸は水の都とよばれるほど堀や運河、 川

の多いまちであっ た。幕末の 日本に 1859年から 1862年

まで滞在した初代英国公使ラザフォード ・オールコ ッ

クが、そ の著書で江戸の町の美 しさ を讃 えていること

からもわかるように、江戸は世界の都市の中でも際立 って大きく美しい都市であ った。東京も、百年少し前

までは江戸城を中心に水と緑の豊かな美しい町並みを見せていたのである。明治以後、舟運の衰退、生活排

水の流入による水質の悪化、ゴミ の投棄、悪臭の発生、地域の分断や自動車交通のネ ック とな ったことなど

から堀や運河は無用の長物と化し、埋め立てられ、戦後、残土の処分場としてほとんど姿を消してしま った。

現代の都市河川は、都市の過密化に対応し つつ、7] ( を流すという機能に特化した整備がなされてきた結果、

暗渠化 されたり、コ ンク リー卜 の単調な護岸と 柵で覆われ、建物が背を向ける文字どおり 日の当たらない存

在となっている。しかも 、 j勇水や地下水の減少、上流での取水などで水量が著しく減少し 、ゴミや土砂がた

まりやすく 、下水道が普及してきたとはいえ、そこに生活排水などが流入して水質の悪化 をきたしている。

海はまた、工場や倉庫が立ち並んで人が近寄ることのできる海岸が少なくな っており 、汚水や工場排水の

流入などから水は汚れて、 一時は有害物質な どによる海水汚染が深刻な公害問題をもたらした。

こうした治水、利水に特化した水管理から踏み 出し、水 をまちづくりに活用していく動きが起こ っている。

一つは、街の景観における 水や水辺の復権への取り組みである。緩傾斜堤防や階段状護岸、水辺の緑化に

よる親水空間づくりであり、ウォーターフロントのまちづくりである。河川事業では 、ふるさ との川モデル

事業やマイタウ ン ・マイリバー整備事業とい った、景観的にも美しい、水に親しめる河川改修を行ったり、

川の周辺のまちづくりと 一体的に 川 を整備する 事業制度 を創設して 、そ の活用を図 って いるところである。

また 、神戸ポー トアイラン ドやハーパーラン ド、横浜のみなとみらい21、東京Illl¥田川の大川端再開発のよう

な、水辺を活かしたまちづくりが始ま っている。

二つめは、水の有効利用 を図る動きであ り、ビ

ルなどで一度使 った水を処理して、 トイレなど飲

料水以外の用途に再利用する 「中水道J の導入や、

下水道処理水を渇れた川や水路に流して失われた

せせらぎを復活させるアメニティ下水道モデル事

業の実施である。こうした 、限られた水資源を有

効に活用する技術の開発、導入は、今後さらに進

められていくべき重要なテーマである。

三 つめは 、水を使 ったまちのうるおいづくりで

ある。噴水は以前からつくられてきたが、水の、 多摩川高水敷の河川公園 [東京二子玉川付近]

あるいは水と彫刻とを組み合わせたモ ニュメン 卜をおいたり、街なかや公園の 中に水 をひいて滝やせせらぎ

をつ くったりする 取 り組みが行われている。

日本の都市の都心部では 、街路樹は比較的よ く整備

されてきてい るが、公園の ような大きな緑の オープン

スペースはまだまだ量的に低い整備水準とな っている。

樹木の緑は、水と並んで現代の無機的な都市の景観

にうるおいを与えるだけでなく、人に木陰を提供し、騒音を低減させるなど別の効用も併せ持 っている。さ

らに 、植物はそ の呼吸な どにより空気を浄化 し、酸素を供給し 、気温を下げる効果もあり 、保水効果により

同水の急速な流出 を抑 えることにも役立 っている。このように 、街の緑は、都市や地球の大気環境を維持保

全する重要な要素である。この意味では 、次に述べる「気の景J にも密接に関係してくるのである。

街路樹について 言 えば、大きくて豊かに繁る樹木を植えるには、その枝葉の広がりや根を大きく張る必要

から 、広い道路が必要であ り、広幅員街路整備の必要性のーっとなっている。また 、樹木の必要とする水分

を供給するためには 、根のまわりをなるべく広〈土のままの地面とし、さらには周辺の地表を透水性の舗装

にするなどの配慮が必要である。こうした高木の間に、低木や花の植え込みゃフラワーポ ッ トを置くところ



も多く見られ、こ うした人のスケールの身近な縁も、景観に魅力を与えるものとなる。

また、ビル敷地内の公開空地の緑化に ついても、

最近盛んに行われており、ベンチなどを配して憩

える空間としたり、流れる水と組み合わせて快適

なポケ ッ トパークとして整備されていたりする。

あとの「あかりの景」で述べるが、最近、街路

樹や公関空地、また公固などの樹木を夜間ライト

ア ップしたり、イルミネーションを施して、夜の

景観の 中で沈みがちな緑を浮かび上がらせている

例も増えてきている。

都市公園や緑地につ いても、より親しみやすく、

美しいレク リエー ションスペース 、オ ープンスペ うるおいある公園づくり[ 呉市〕

ースとして積極的な整備 を図 っている。さらに、広場公園整備事業やタウンスクウェア整備事業などにより、

街角や商業、業務地の中に憩 いの広場をつくりだしている。また 、神社仏閣やかつての一里塚などの歴史的

な大樹は、街の歴史を現代に残し伝えているだけでなく、都市の ランドマークとして景観的シンボルとなり 、

街の個性を表現する貴重な資産であるため、保存樹の指定などにより残していくよう努力がなされている。

起伏の多い都市では、斜面の緑も景観の中で重要な要素となっているが、近年、斜面まで建築物敷地 とし

て使われるようになってきており 、こ うした貴重な緑を極力残していくよう努めていく必要があろう。

「建物の景」で触れた 山の眺望も 、遠 くに見える緑として、街の貴重な財産となるものである。

気の景

一一一」

都市の大気環境の要素は、気温、湿度、清澄さ、に

おいなどである。気温と湿度は、屋内では空調装置な

どによ って' 快適な条件に制御さ れているが、屋外では

気象条件に左右され、都市整備の観点からは今のとこ

ろコン トロ ール不可能な要素である。むしろ都市 における 高密度な社会経済活動に伴う大量のエネ ルギー消

費と熱の排出、 そして屋内の冷房に伴う排熱のため都市の気温が高くなるヒー トアイラ ンド現象の発生が問

題とな っている。さらにフロンやメタンの放出、化石燃料使用に伴う C O
2
濃度の上昇によ って、地球全体の

混暖化現象が進みつつあり、地球気象の変化や海面上昇の兆候が見 られるようになってきている 。

これからの都市づくりにおいては、エネルギー消費の合理化を図るため、ビルや住宅、工場など個々の企

業や住民がエネルギー消費を抑える構造、設備への改善やエネルギ一転換を進めていくとともに、都市全体

としての構造やシステムの改善を行っていく必要があろう。大気汚染については 、わ が国では諸規制の充実

によりかなりの改善が見られているが、大気中の窒素酸化物濃度は再び上昇傾向に変わりつつある。改善さ

れてきたとはいえ、工場の排煙やビルの暖房給湯用 ボイ ラーなどが、こうした大気汚染の一要因とな ってい

ることは言うまでもない。

島国である日本では 、風が吹けは、汚れた空気はど こかに消し飛は、されてしまうため、あまり問題とな って

いないが、多くの国が地続きで連なるヨーロ ッパでは、窒素酸化物、硫黄酸化物濃度の上昇によって強い酸

性の悶が降り、森林被害や石造建築物への被害をもたらす酸性雨は国境を超えた大きな問題となっている。

大気は水と同様、有限で人閉め生存のための必須の要素であり 、景観や音のように目や耳をふさげるような

性質のものではないため、その維持、改善のための取り組みをあらゆる分野で真剣に進めていく必要がある。

前述したが、植物は酸素を供給し、大気汚染物質を吸着し、さらに気温を下げる効果を持 っているため、

残された緑の保全、都市の緑化 は大気環境の維持、改善に重要な意味を持つものである。こうした観点から

は、都市の樹木は景観的な美しさのみならず、空気の浄化作用 の高い、頻呼吸性という観点も考慮して選択

する必要があるように思われる。

においについての研 究が、最近進められており 、人 を落ち着かせる効果のある檎の成分や、精神 活動を活

発にする花の香りなどが発見されて、空気清浄機などと併せて オフィスやリラ ックスルームなどに応用され

つつあるようだが、屋外に ついては 、にお いのコン トロ ールは 困難である。当面、行 っていくべきことは 、
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発生源対策の強化により大気汚染の低減を一層進めていくこと、また、排気力スやゴミなどの悪臭を除去、

低減させる技術の開発であろう。屋外での香りの付加は、人工的には困難だが、木や花を増やすことによっ

てf子っていけるのではないか。

現代の都市は、音に満ちあふれでいる。しかし、わ

れわれは音に関しては鈍感にならされているのかもし

音の景

一一一」

れない。率の騒音、工事の騒音、人のざわめき、スピ

ーカーから流れるアナウンスや音楽など、ある意味で

は活発な都市活動を象徴しているとも言えようが、見つめ直す必要がありそうである。

聴覚は、視覚に次いで‘ 重要な感覚であり、音が人聞の心理、生理に与える影響は少なからぬものであるは

ずであり、快適な音環境づくりも都市環境を考える上で重要なテーマである。

高速道路をはじめとする自動車専用道路については、沿道に対する騒音を低減するために緩衝緑地帯や遮

音壁の設置等の対策を講じているところであるが、一般道路では沿道の利用などから考えて、こうした「壁」

で塞ぐことは困難で‘ ある。したがって、こうした道路では、むしろ走行、排気騒音の低減を図る交通流の円

滑化や自動車自体の対策が必要である。遮音壁についても、近年で、は周辺景観への配慮から見た目にも美し

い色彩の工夫を行ったり、 ドライパーに対する快適性の向上のため、ところどころに窓を設けたり、スリ ッ

トから外の景色が見えるようにしたもの、透明板による遮音壁の試みなどさまざまな工夫を行 ってい る。

スピーカーを通して街に流される音の問題は、人によりさまさまな評価もあろうが、その低減は法的規制

をも ってするものではなく 、基本的に企業や市民のモラルの問題として取り組まれるべきものであると考え

る。これは、最近言われている近隣騒音、生活騒音も同様である。

騒音の低減の一方で、都市にうるおいのある音を付加する試みが見られる。まさに音の景としてのサウン

ドスケープと呼は寸L る研究分野がでてきており、その試みの一つ、「ささやきの聞こえる橋」と名付けられた

横浜駅西口の西鶴屋橋では、人が通ると微妙な音のささやきが聞こえてくる工夫がされている。昔の街には

あった時を知らせる寺の鐙のような自然の音も、最近では聞こえなくなった。代わりに、スピーカーを通し

てチャイムが流されたりしている。回顧趣味ではなく、都市の音も人工の音を抑えながら、自然の繊細な音

を取り戻し、鈍 くなった音への感受性を復活させるための取り組みが求められている 。景観が 目を楽しませ

るように、耳を楽しませる音環境の創造が必要なのである。

近年、歴史的な建築物や橋などを投光! 照明する

ライ トア ップが各地で盛んに行われるようになっ

てきている。昼間は目立たない存在であ っても、

ライ+ ア ップによって、都市のランドマーク とし

て、街の歴史や個性のシ ンボルとして 、夜の景観

の中に浮かび上がらせることができるのである。

横浜の歴史的建築物や新潟市の万代橋、新しい物

では東京タワーや首都高速道路の葛飾ハープ橋な

どがライ トア ップの事例として有名である。また、

街路樹や彫刻をライトア ップしたり、樹木にイル

あかりは、特に夜の都市景観において重要な要素で

ある。昼間の景観と 比べて、夜間景観の最大の特徴は、

照明されている部分だけが目に映ることであり 、照明

によ って夜の景観は良くも悪くも大きく変わり得る。

ミネーションを施して、夜間景観にうるおいやに キングの搭のライ トアップ[ 神奈川県庁]

ぎやかさを演 出したりする例も、仙台の定禅寺通りや札幌大通り公園のホワイトイルミネ ーション などでイ

ベン トとして行われている。

ただし、何でも明るければよいというのではない。ライトア ップした建物などを引き立たせるには、その

周辺の明るさはむしろ抑えなければ、せ っかくの演出も意味をなくしてしまう。このように 、明 るくすべき



ところと暗くしておくべきところを明確にしながら、景観に配慮した照明を整備していかなければならない。

これまで、街路などの照明は、路面での照度を確保し、車道および歩道の道路機能を保証することを目的と

して整備されてきた。明るさの確保が一定水準で行き渡 ってきたことから、今後はさらに、夜の景観や道路

を利用する人の快適さにも配慮した照明の整備へと進むべきであろう。たとえは¥光源の高さに着目すれば、

人の顔の高さにあ って、顔を生き生きと見せる柔らかいあかりや、足元から出て歩道面だけを照らすあかり

など、人のためにも っ と人のスケールに合 った照明の工夫ができるのである。

また最近では、ガス灯風のデザインやアルミ、ステンレスを用いたモダンなデザインの照明灯が増えてき

ているが、畳間の景観上の効果だけをねら ったものも見られる。灯具自体のデザインも重要であるが、むし

ろ夜間に おいては、照らされている面や発光しているあかり自体の明るさや色が重要なのであり、特にあか

り自体は光の列として目に映ることから、そうしたあかりの見え方のデザイ ンに配慮したり、強い光が直接

目に入 って目立しすぎたりしないような工夫が必要である。また、せ っかくデザイン に工夫してつくられた街

路灯も、樹木やストリー卜ファニチュアとの位置関係に配慮して設置されていない例が見られ、樹木に隠れ

てしま っている照明灯、バス停の屋根の真上にあって歩道に光が届かない照明灯などは、結局役に立たない

ものとな っている。

夜の景観の中で、ビルの窓から洩れるあかりも重要な要素であるが、下から見上げると、オフィスの天井

に単調に並ぶ蛍光灯の列が、目立しく目に入 ってくる。これは、屋内の問題ではあるが、オフィスビルの室内

照明にも、こうした景観のー要素としての自覚を持った工夫が望まれるところである。

また、街にあふれる広告や看板などのあかりも、畳と同様、さまざまな色の光を放って夜の景観に大きな

影響を与えている。賑わいを演出すべき通りなど

はそれでもよいのだが、落ち着きある街なみや洗

練された夜間景観を演出すべき場所では、設置者

による景観への配慮を求めるべきであろう。

ショーウインドウをはじめ、建物 1 階部分の照

明も重要な要素であ って、閉庖後シャ ッターを降

ろして光のなくな ってしまう商庖街やオフィス街

の銀行などについてはシースルーシャ ッター化し

た上で、人通りのある時閉まではショーウインド

ウを照らしておくなどの取り組みが求められよう。 ショーウインドウのあかリ

これまで見てきた個々の「景」は、それぞれ単独に

存在するものではなく、互いに有機的に結びつきなが

ら全イ本として一つのシステムをなし、複合的作用をわ

れわれにもたらしているものである。したがって、シ

ステムとして都市環境を捉える視点を持ちながら、個々 の景に おいてその向上に努めていくことが、総体と

して、良好な都市環境の創造につなが っていくのである。

良好な都市環境の実現に向けて、建設省としても質の高いものづくり、市民意識の向上をより一層進めて

いくため、今後も施策の一層の充実に努めていくこととしている。なかでも、良好な都市景観の形成を推進

するため、景観形成の先導的モデルとなる都市を指定して、従来から個別の事業においてそれぞれ実施きれ

てきた景観施策や規制 ・誘導方策を、景観ガイドプランに基づいて総合的に実施する「都市景観形成モデル

都市」 制度には、個性豊かで、魅力とうるおいあるまちづくりを実現するものとして、大きな期待が寄せら .

れている。より良い都市環境の創造のため、個人、地域、企業、 地方公共団体の各層においても、それぞれ

の役割を常に認識しながら 、積極的な取り組みが行われていく ことを期待するものである。

*  

以上、都市環境のごく 一部分ではあるが、「人の生きるまち」づくりを目指した良好な都市環境創造のため

の課題や取り組みについて、かなり私見も交えながらまとめてみたものである。

(はやしだ や す た か 建 設 省 都市局都市計画課都市環境計画係長)
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各論 I

都 市 景 観 と 環 境 装 置

一 関 係 と 組 み 換 え の 環 境 デ ザ イ ン 手 法 -

西 沢 健/ 森 田 昌 嗣

. はじめに 我が国は戦後、工業化を主に、欧米諸国に肩を並べる

経済大国として国際商での重要な役 ｾｦｬｊ を担うにいたっている 。 とく

に、私たちの生活関て¥工業化 が家庭屯気や車なとP 私的生活市l での

充足を来たし ているのに 対し て、者11市!'it1iitj の面では、 他 の先進諸国

の三分のーにも弘守備 レ ベルが抗日l たない状況である 。

工業化に託された夢は、生活の向上を願い、経済面での復興によ

る盟かな生活基盤の形成にあ ったが、反面、私たちの生活を取り巻

〈環境基盤に対しての配慮までの余絡が持てなかったのが実情であ

ろう 。 しかも、高度経済成長により大都市集中に拍車がかかり、早

急な効率主義の主主備 ( 道路網の完備、土地利用 の拡大等々 ) が先決

で、都市景観の問題にまで手が回らず、まずは都市を支えるインフ

ラにできるだけf i 1 ' i 使に対処する状況をつくり出してしまった 。

当然のことながら、都市を成立させるためには、交通、エネルギ

一 、物流、通信などのインフラを円滑に運用する必要がある 。者11市

建設はこれらインフラを支える役 i!111を也い、維持管理の関係上、公

共さを 1M] の道路を 中心に、所狭しとインフラを張り巡らせることにな

る。

都市計画レベルでのインフラ監事前には、人々の身近な所で、さま

さまなインフラ端末が出現する 。 たとえは¥卓交通の秩序を維持す

る信号や標識、公共輸送交通と歩行の接点となる各鉄道駅やバス停、

エネルギー供給のための電柱や、屯kJit の地中化に{ 半う配電ボ ックス

類、物流が路上に出現する 売庖や 、自動販売機、宅配便 の荷降ろし

と交通の関係 、通信端末の電話ボ ックスや、今後展開が予想される

ヒデオテ ックスなどの情報端末などなど、公共空間に出税するイン

写真 1 インフラ端末の無秩序な現札 艶里の手法が 写真 2 制覇票識類の混乱集約や複合設置の手法が

望まれる 必要とさ れる

写真 3 t越新のためだけの装置でなく、 景観に節をつ

くる対象として計画する必要がある

写真 4 地下鉄出入口上屋。公共交通利用上のかなめ

となる。景重見上の配慮と、わかりやす害、利用しやす

さの視点で見直す必要がある
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写真 5 路上の売広重! J j "他の路上装置と 同様に、→本 写真 7 交通インフラ。高速道路高架の現状。都市景

となった整備か望まれる 観の大きな対象とする必要がある

写真 6 ゴミ 置き場の問題。空間の確保、 住民へのル 写真 日 都市の公共交通機関( 交通インフラ )、 モノレ

ール化などが必要である ール高架の現状。新しく都市に突出する施設として景

観函での検討が必要とされる



フラ端末は枚挙にい とまが ない 。

また、安全で' 快適な道路環境を つ り出すための照明や植樹の配

備、歩11i 分自ff. のための歩道紙や地下道の完備からガードレールや車

JI : めなど、者11市生活面での装遣の出現も、道路空間でまかなわれて

いる 。 〔写真 1 ｾ＠ 8 )  

インフラ端末の装置や都市生活装置は 、人々 の公共生活を 助け、

かつ日常で触れる都市景観の重要な要素である 。 これ ら都市装置が

i景観国で来たす役割を論点に、事秒ilJ を紹 介しなが ら述べてみたい 。

. 環 境 に お け る 価 値 の 転 換

近年、経済の活性に伴い所得水準の上昇、平準化が進み、余暇の

増大とともに、より高次の盟かさが求められている 。 また 一方、高

学歴化社会の浸透が 、多様 なお6! 神的、文化的な豊かさを求めるよう

にな ってきてい る。 この ことか ら、都市 の文化や環境に対する意識

が、今までの機能性、効率性に傾斜した考え方から、質と材料1的充

足 を重 視する状況を生み出しつ つあ る 。 とくに繰盟かて Ｂ ￬ｬｾ ｪ い のあ り、

かつ個性をもとめる住宅地の建設や、より快適な執務環境を求めて、

インテ リジェン トビルなど の業務施設の建設が進められている 。今

まで質より量の供給を目指してきた建築産業の方向から、量から質

へ、かつ環境への広がりへの価 値の転換である 。 この傾向は 、都市

の公共空間へ少なからず影響を与え 始めている 。

これら鉛境における価値の転換には、科学技術の進歩による情報

化の波は一つの要因とな ろっ 。高度な' 情報化により、さまざまな多

くの情報が同時に提供され、イ181人の判断で個々にその情報を見出し

ていく必要から 、価値の 多様化や、そ の場 その場で身軽に対応でき

る良い意味での軽薄短小な考え JJ が、価値の転換に起因していると

恩われる 。

ここで重要なことは、価値の多機化や軽薄短小の考え方が、今ま

での一方向からの視点を、多数の可能性の視点に転換しえたことに

より、者11市環境への質の要求と材料1的な充足を引き出し ているが 、

都市づく りの新しい手法にはなりえてないことである 。

多様化や軽薄短小の傾向は、情報化社会の中から生まれた現象で

あり、この現象面が流行として表面化している点が問題である 。つ

まり多様で臨機応変 、変幻自在な軽iW短小は、あたかも人間的な意

味合 いを強制し、一つの流行か ら目先の ことに終始し、未来のイメ

ージが欠如しているところに原因がある 。

現象にとらわれ、目先の流行や私的要求を満足させるために、か

たちだけ の表層によるバリエーションの展開でその要求に答えるこ

とは、多様な価値の解釈の隠さ違いである 。 とくに公共環境を構成

する装置や施設に対し、個々が個々の略好で展開することは、新た

な都市対観の矛盾を見せる結果にもなりえる 。

個性 を尊重し、主張する手法は重要な者1I市景観の質を引き出す要

因にはなる 。が、しかし 、そのこと以前に、都市を成立させ維持し

続ける今までの社会のシステムと、これからの科学技術や思想が生

み出していく新しい社会のシステムを踏ま えた、大局的視釘' での未

来像を模索する手法を見出すことこそ、都市長観づくりの鍵を握 っ

ているといえる 。

以駐 の装 世 は 、社 会システムが ｾ ｉｉｊ ｊ に姿を表す対象であり、そこ

での 、 いしくみ々 と ホ表現。のコン ビネーシ ョンの追求と 試行錯誤

が新たな質の景観を生み 出 してゆく 。

- 環 境デザイン・ 関 係 と組 み換 え の 手法

環境に対する関心は、 1960、70年代に、多く の都市計画者や建築

家が提唱し たユート ピア 都市構想立案の時代から、 80年代に人り、

より身近な周辺環境づく りに向け られて いる 。

ユート ピア 都市桃恕は、高度経済成長を背景に人 々に 、未来の夢

と可能性を提案すること であ った。 しかし、オイルン ヨツ ク ( クラ

イシス) 以来、現実の者11市1;1境 ( 公害問題から者II r 行生活そのものま

で) が再認識される よ うにな った。 それはマ クロに 都市 を捉え 、都

市機能の充足と処理効率を主体とした 、それま での都市計画 の問題

が浮き彫 りにされた結果 ともいえる 。

マクロな都市づく り (環境デザイン ) は、都市生活の illll いを犠牲

にしながらも、都市に活気と刺激、そして新たな夢をつくり出して

きた ことは否定できない し、ここで物知り 顔で都市 問題 を云々 する

気はない 。ただ、 7 クロの視点だけでは都市づくりは不十分であり、

7 クロな環境テザイ ンとと もに、ミクロな環境デザイ ン「 人と触れ

合う環境のさまさまな要素と空 IUj のデザイン 」 との相互の関係をい

かに計画するかが、 重要な手法として浮き彫りにされてきた 。

環境装置はミクロな手法のーっとして位置づけられる 。者11市 の 機

能、景観と人、そしてそこ でのデザインの関係に ついて 、近年、多
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彩な計画方法が示きれ、注目されてきた 。 リンチが 『都市のイメー

ジj で景観と都市デザインの方策を示し、アレグザンダーの 『パタ

ーン ・ランゲージ j では、人の行為と者11市空間との関係をパターン

化し、環境デザイン の手法の 中に 共通の記号化を 試み 、ハルプリン

の 『テ キング ・パー トj では、住民参加の環境テ' ザインの手法を、

人のパフォ - ? ンスから模索し 、人の時間変化と 景観の関係を譜面

化するなど、さまさまな計画手法が示されて いる 。 (写真 9 )  

彼らの環境テザインの手法は、不特定多数の人々が共に生活する

都市環境に対し、で きる限り土俵の異なる広 い範囲 ( 行政担当者、

計図者、設計者、デザイナ一、芸術家、そして住民など ) の相互の

共通言語を見出し、互いの視点を| 湖わせることにより、不機定な都

市生活に必要とされる環境 をデザインする本質を引き 出すこ とに力

点が置かれている 。 換言すれば、環境デザインは一人の、または数

人の天オが机上で熟考する方法ではつくれない対象であ り、逆に多

数決で決定できる簡単な 問題でもない ことを示している 。 多 くの専

門家とそこで生活する人々を取り込んだ、も っとも身近な総合造形

の対象とも いえるだ ろう 。

技術が先鋭化し、専門性が高度になるにつれ、細分化された現在

においても環境っくりは、あくま でも 人と 直接に結びつい た対象で

あり、そこで求められるのは、人の環境に対する欲求 ( 刺激、安 ら

ぎ、楽しみ 、落ち着きなど ) を発散させる場である 。

さまさまな要求を杢聞に取り入れた環境をテザインするという行

為は、都市が抱える社会のシステムと、そこで専門分化された内容

を結びつけ 、新たな組み換え ( 1) コンビネーション ) 、そこか ら生ま

れた幸庁しい「しくみ j にかたちを与えていくことである 。相E の関

係と組み換えによる環境デザイン手法は、多くの可能性を秘め、そ

の試行錯誤が環境をデザインする奥の深さと 、方法の広さを予感さ

せる 。

- 都 市 景 観 に お け る 環 境 装 置 の 役 割

都市景観は、マクロな環境デザインの面一 一土地形状や河川など

の 自然要素、 鉄道や道路 などのインフラ、そして用 地の使われ7'j を

決める土地利用 、その用地内に建 てられる建築施設などヵ、っく り出

す部分と、ミクロな環境デザインの面 路上や広場の生活上必要

とされる施設 ・装置、インフラ端末などの環境装置がっくり出す部

分、により形成されている 。基本的に、マクロな環境デザインは、

都市景観形成の中で、人 々の遠景から 中長の視野でその役割 を示し 、

ミク ロな環境デザイ ンは 、近長からの人々と身近に接する景観を構

成する役割l を担っている 。

身近で近景を見せる環境装置は都市の中では小さな単位だが、多

数出現し、そこでは連続して景観に秩序をつくり出す役割をも担 っ

ている 。この秩序の形成は 、7 クロでは表現しきれなか った街並み

の景観に 、新たな個性を見出すことを可能にする 。

環境装置は 、景観 の秩序をつくる役割を担 っているからこそ 、前

述したように表層の処理だけに委ねたデザインでは、新しい秩序を

創造することはできなし、 。環境装置は厳然と都市の機能を受け持つ

責任があり 、いたずらに都市内に出現している要素ではなし、。連続

して必要とされる 意 味が内在し、また 、個 々の成立条件とそ の形状

についても 、都市生活と機能の関係を l明石在に伝える義務を有してい

る。

また 、環境要素はその単位が小 さく 、個々に投入する整備費も限

られた範囲で整備される場合ヵ、多い 。 日常の制 ｉ ｾ 持管理の面でも量と

種類が多〈、単体の建築施設とは異なり、行き届いた手入れが難し
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いのも笑情である 。ただ、再開発事業や区画整理事業などの而開発

に比べ、環境装置による整備 ( たとえは. 街のサイン坐備や照明、 歩

道の舗装などの点や線整備 ) は、新設の道路事業などの用地買収を

伴わない限り、務備Di や整備期間が比較的手頃で着手しやすい点で、

各地での実践が進められている 。

環境装置の務備 は、事業への取り組みやすき に加え、地域の個性

を求め 、すぐに笑績として目に 触れる点も示される 。 とくに 最近、

聞広街のモール化が各地に 浸透 し、商業の活性へ向けた個性づく り

を進め ている所が多く見受けられ る。商業活性化の目標 での実践の

ためか 、表情や現象にとらわれ たデザインが多く見受けられ、環境

装置の持つ費用や主主備のしやすきが、逆に表層処理に陥 ってしまう

端的な例といえる 。 とくに、西欧で歴史の変遷を踏まえて実践され

てきた経緯を 、表情の部分だけ模倣し たイ昔1) 物を展開している所が

多く、囲内各所に似て非なる西欧擬の街並みとなっている 。

他方、街並み保存と修復の解釈を 、客寄せ的な手法で実践する傾

向も見受けられる 。保存、修復の考え方には、歴史の蓄積と伝統を

次代に継承する役割があり、都市景観づくりにおいて表層の化粧と

して実践することとは 、解釈に違い があ る。伝統を残す手法は 、活

動を続ける者Ilr朽の景観を規制することではなく、その時代を十分に

認識して、次の世代へ引き継げる新しい都市景観の整備を見出すこ

とである 。過去の都市にはなか った都市機能の存在 ( 交通やエネル

ギーなどのインフラをはじめ、今後の技術の進展に伴う新しい都市

機能の出現) を否定していては街づくりは 実践で きない 。

西欧の桜倣や伝統への回帰による手法は、すでにつくられた 「し

くみJ を場所を替えて展開しているのに過ぎず 、各所でおのおのの

個性を導き出すことが目的で整備したのにもかかわらず、多少の表

情のi皐いこそあれ 、似通 った景観をくつり 出すこと になる 。 この傾

向は商広街モールに| 浪らず、公共道路や広場でも、商庖街の ;j f3. 響か

らか同じような展開が見られる 。環境装置とその空 間や地域 との|剥

係を組み換えることでつくられる環境装置の新しい 「しくみ」 とデ

ザインの追求が、商業地区、業務地区、住宅地区など、そこでの個

性を生み出すことであり、安易な模倣や復元は、未来の者 Ｑ Ｑ 市 ｻ象 の ｾ ￬ｬｊ

造へと結びっくことにはならない。

. 関 係 と 組 み 換 え に よ る 環 境 装 置 の 実 践

環境装置により都市景観を再構成する手法は、近年、私たちも含

め 、各所で試みられ始めたばかりである 。 ここ では 、私たちの事務

所で、この数年内に実践した以下の代表的事例を紹介しながら、今

後の都市景観と環境装琶の関係と 、新しい組み換えの方 向 を探 って

みたい 。

口 既 成 市 街 地 で の 実 践

既成市街地は、今までの主主備により、煩雑にインフラ端末などの

環境装置が露出している 。環境装置が景観づくりに果たす効果は、

既成市街地では、縦割りの管理運営体制により、今まで相互の関係

を考慮せず 、お のおのの装置カ、設置管理主体により個別に 設置され

ている 状況に対し 、松極的に務理統合し 、景観に秋j芋を与えること

が、まず重要な計画 テー? となる 。

地域によ りさまざまな現状があ り、それ を十二分に 取り込んで計

画を進めることで、おのずと、その地域の特性を引き出すことがで

きる 。諸外国や他地区の好事例の 「しくみ」は、先人の知恵として

活用することが重要である 。ただしそこでつくられた造形を紋倣す

る手段では、本当の、その地域にあ った個性を表現することはでき



ない 。

私たちは、既成市街地での環境装 7 ・のデザインを実践するにあた

って、上記の基本方針lこ基づき 、た とえば道路景観全体にかかわる

計画から、サインやストリートフ ァニチ ャーの個別の装置の計画に

おいても、 一貫した姿勢で取り組んでいる 。

・通りの総合的展開〔横浜市鶴見区/ 東日中央通り〕

横浜市は、魅力ある道路づ くり 事業のーっとして、鶴見区の中心

地、 J R鶴見駅東口から区役所へ至 る通りを整備対象として、 事業

化した 。 この事業は、事業名が示す通り、横浜市内 の主要通りに対

して魅力づけを行うことが主題であり、各地でさまざまな工夫が施

されている 。

来日 中央通り は、昔ながらの駅前商庖街の通りであり、駅前広場

を起終点に、整備前は片側IJ 車道 3 車線と 6 m歩道の構成であ った。

計画では、車道 l 車線ずつ歩道に拡幅し、電線の地中化 を行い、約

9  mのゆ ったりとした歩行空間を時保する こ とであ った。現状は 、

通常の一般道路と同様に、道路管理者や交通管理者のほか、各関係

事業者が設置する装置が、個別に設置され、特徴のない煩雑な景観

を見せていた 。

計画では、次の点を骨子に 、通りの連続景観のあり方を笑践した 。

(1)  周辺や路面と、工作物 (環境装置 ) がE いに関係つ、けられた立

体的な連続環境をつくる 。

(2) 工作物に対し、デザイ ン上の集約化と、工作物相互の共存化を

図り、秩序ある景観をつくる 。

(3)  鶴見川に 代表される水の イメージと、緑豊かな景観に支えられ

た地元のための空間をつくる 。

具体的には、通り全体は、中央分離帯に線材構成 ( 折 1) 鶴の折れ

線をモチーフ ) の照明灯を連続させ、通りの軸線を強調する 。歩道

官11は、植樹帯の線型を、流れをイメージした歩行速度で緩やかに変

化するウェーブ状に計画し、その "1"に歩道照明、各標識、配電ボ ッ

クスを配し、できる限り複合 ・共架する手法を盛 り込む。

とくに、共存柱と呼ぶ列柱は、歩道空間を立体的に変化づける役

割と、その共存柱に環境装置を共存させることにより、環境装置相

互の関係を景観の流れにまとめ、新しい個性を生み出すことが目的

であ った。たとえば共存柱に取り付けたサインや掲示板、電話 ボ y

クス、 宝 くじ売り場と、配電ボ y クスの位置の調艶を行い、 瓦 いに

兵なる装計を、共存村により 一体とな った空間へと転換し ている 。

この事例は、空間と装置の一体とな った実践が目的であり、その

中で、とくに装置相互の複合 ・集約 ・共存の手法による 「しかけ 」

は、今後、より一層の工夫が必要とされる 。 (写真 10・1 ｾ ＵＩ＠

・環境装置/ ストリートフアニチャーの展開〔大阪市と川崎市の事例〕

大阪市と川崎市の事例は、事業の目的や進め方こそ異なるが、歩

行者サインを都市の環境装置として取り込む点で共通であり、そこ

で計画、実践した装置に対する考え方の違いや、地区の特性により、

同じ装置の異なる「しくみ j と表情の速いを中心に述べてみたい。

道路の案内誘導にかかわるサイン類は、道路標識令に基づ き、主

に車交通利用上では 、国内で 一定の基準により整備されている 。 こ

れに対し、歩行者利用の案内誘導サイン類の整備は、 一部の地区を

除 き、ほとんど整備されていないのが現状である 。

また、街をわかりやすくする目的は、表示 ( 案内図や施設名誘導

など ) を伴う標識類だけの整備では不十分であり、ストリートファ

ニチ ャーや他の環境装置との関係を検討し、まとまりのある最観を

形成することが重要でR ある 。 とくに、道路標識や、通りや広場の景

観特性を見せる照明、パススト y プや地下鉄の出入口などの交通施

設などとは、密接な関係がある 。

写真10・1 東口中両通り (横;兵市 ・鶴見区) 。中央分離格の連続照明が、通りの軸

景観を形成する

写真1刊0.2 広幅員歩道、 ウエ一フ

スストツプのパ一コ.ラが、ゆったりとした歩道空間を形造っている

写真10・3 歩道照明と、集約化された 写真10・4 案内サイン、掲示板の背面

標識乳従来の支柱を車里し、秩序の に配置ボ ック スを共存させている

ある景観を生み出している

ュ弘

、. "ら

写真10・5 共存柱により復合化された装置群。左から、電話ボックス、宝くじ売

り場、 案内サイン、掲示板

6 7  



①大阪市サインシステムとサインタワー

写真11 ・4 大阪市サインシステム。周辺案内サイン。

通り名、周辺案内で構成。拠点サインと連係して配置

写真12・1

大阪サイ ンタワー。基段部

に大阪の歴史性、中央のシ

ンボル部に大阪の現在、そ

して上部の卜ラス状の部介

に未来へ伸びる大阪のモニ

ユメン卜を構成

写真12・2

大阪市の記名、道路照明、

シンボルのライトア ッフお

よび道路標識を→本集約化

している
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写真11・1ほ 上)

拠点サイン。通り名、

市全体、周辺案内で構

成。各主要交差点 (地

下鉄出入口 ) に配置

写真11・2 ( 上の '1' )

街路サイン。通り名と

通り周辺案内で構成。

通り延長内に歩行距離

と合わせて設置

写真11・3( 右上 )

周辺区主要拠点サイン。

主要拠点名と、区を 中

心とした案内で構成

大阪市は、骨格道路が南北軸を 『通り 』、東西軌を f筋』 と呼ぶ通

称名で親しまれ、その道路を基本に、地下鉄が整備されている 。 こ

の都市構造に基っき、鉄道駅と主要施設、I通り j と 『筋』 の交差点

( 地下鉄のl駅が多い ) を拠点として位置づけ、歩行移動の l隔広い可

能性を拠点で受け止め 、移動の手がかりとなるサインシステムを実

践した 。

各サインには、歩率両用の通り名か拠点名を明記し、通常、襟識

令で示されている道路名襟識や著名地点標識に代わる役割も担い、

集約化の考え方を取り入れている 。支柱と表示前による単純な構成

と、アルミ合金鋳物の素材の活用は 、流行ーに左右されない 、H寺の推

移へのテ山ザイン面での対応策として計画された 。 (写真 11 ・1 ｾ＠ 4)  

この計画の延長で、者11市のスプロール現象により不明瞭となった

大阪の市域を顕在化する目的で都市ゲート 『大阪サインタワー』 を

計画し、現在、 一部の設置が完了している 。 r大阪サインタワー』

は、大阪市の記名を主体に、市境の主要交差点近くの立地性を考慮

し、今まで設置されていた道路標識と車道 l照明および新たに歩道照

明をこのサインタワーに共架し 、かつモニュメントを取り込んでい

る。 このことで、今までは機能別の数本の支柱を要したものを 、新

たな環境装置として設世されるサインタワ により、逆に 一本に集

約化 し、景観面での整理! と、そこに建つシンボルの個性を引き出す

ことカミて同きた 。

今後 、大阪市の例のように、サイン坐備一つでも 、景観 と者11市内

の装置の解釈の組み換えによ り、 新たな景観主主備の可能性を見 出す

ことができょう 。 (写真 12・1 、2 )  

②川崎市ストリートフ ァニチャー

川崎市は、 川崎駅を中心にループ状に都心音11が形成されているこ

とから 、この整備は、今後 、者11心全域にループのJ広大により浸透す

るこ とを計画の' 同子とした 。サイン ・ストリートファニチャーは、

各ループの主要拠点に点在させ 、互いに関連した造形によ り、都心

の独自性を表現する手法を展開 している 。

川崎市は 、インテリジエントシティを目指し 、今までの工業都市

のイメージからの脱皮をこの開発のデザインに焼り込み、行 ｾ ｊ ｩ Ｗｦｾ＠ ｾ さと

まとまりのある景観っくりを心がけている 。サイン ・ストリートフ

アニチャーの計画も上記のデザインイメージを踏製し、ステンレス

素材を生かし 、簡潔で優美なデザインを基本としている 。サインは

表示内容別にユニ y ト化し、設置状況に合わせ、組み合わせの展開

が可能なシステムを取り入れている 。ファニチャーについても 、た

とえばノ〈スンエルターは、ンエルと支柱の組み合わせの展開を基本

に、設置条件に目 IJ した将来の適応を考慮して計画した 。 ( 写真 13 ・

1 、2 )  

この事例は、今まで事業主が異なり、個々の都合によ って進めら

れてきた整備に対し、対観のまとまりとそれが生み出す個性づくり

の一つの事例として示すことができる 。

川崎市との比較事例l として、松江市での笑践を紹介する 。 この事

例は、歴史観光都市の背封を持 った街での、環境装置の実践につい

て示すことにある 。前述したように、歴史や伝統は、街の成り立ち

ゃ思想に反映されるものであ って、現代都市に求められる機能に、

表層の模倣で対処するものではない 。私たちはこの考え方に基づき、

都市の構造や観光伽i値を歴史や伝統に求め、環境のデザインについ

てはあくまで現代都市 ・松江を基本において計画を行 った。

実践された事例は、駅前に建つサインやノ〈スンエルターに限られ

るが、川崎と問機、ユニ ッ トて村，成しながら、配置や! 照明の工夫に

より、駅前のシンボル性を表現している 。 これらのデザイン上の基

本構成は伝統を取り込み、表現される形態や素材は都市機能と現代



写真13・1

川崎市ストリー卜ファ

ニチャ一。パスストッ

フシェルタ一、ベンチ、

くず入れ、すいがら入

れをトータルで計画し、

交通拠点空間を、装置

により構成している

写真 13・2

拠点、サイ ン。市全体案

内、市中心部案内、周

辺案内の各ユニットを

組み合わせて計画

も

写真14・2 松江駅前総合案内サイ ン。

ユニ ッ卜による構成と 、照明 (柱状の

もの) との組み合わせに より 駅前の核

として計画した。役覚障害者責様への

配慮も取り込んでいる (左側)

写真14・1 松江駅前パスシエJレター。

伝統を造形の構成に取り入れ、安情とし

ては、現代性を盛り込んで計画した

技術を取り入れている 。 〔写真14・1 、2 )  川崎の事例と比べ、都市

の地域性の解釈の組み換えにより、新しい環境デザインの実践の可

能性と、今後の広が りを示す事例といえよう 。

日 新 都 市 で の 展 開

新者11市は 、過去の積み重ねはなく、現代技術により突如生まれ、

街をかたちづくる 。 そこでは、事業者やプランナ一 、テサイナーが、

今までの経験を績に人の知恵だけでつくり 出す危険性をはらんでい

るが 、既存の都市ではなしえない可能性 を秘めている 。 とくに、今

まで の量的な 充足に向けた方向か ら、質を伴った街づくりへ移行し

ている現在、そ こでの景観を考慮した計画のあり方については、既

存者日市の模範となる対象として位置づけられる 。

ここでは、新都市のうち、住宅地I ' f . 1発を主体とするニ ュータウン

での笑践と、複合新都市での尖践を取り上げ、 既存告11市 ではよL られ

ない展開を中心に述べて み たい 。

. ニュータウン( 住宅地) での実践〔金沢シーサイドタウン、パー

クシティ守谷事例〕

住 宅地開発には、者[1市古11を中心とする集合住宅団地の構成と、郊

外部を 中心 とする戸建て住宅団地の構成に大別で きる。ここでの事

例は、相異なる景観をかたち づく る、二つの事例を通して、その笑

践の手法の効果の違いを示す 。

①金沢シーサイドタウン

金沢シーサイドタウンは、横浜市の金沢区に計画監備された集合

住宅団地である 。事業主体は検浜市と住宅 ・都市主主備公団であり、

都市部のニュータウン のモテソレ的位置つ' けで開発が進められた 。私

たちは 、その中で、照明やサイ ンなどの環境の装置の計画を担当し

たが、集合住宅団地 の新しい球威装置のあ り方について提案 ・笑 践

する こ とが目的であ った。

当団地は、今後の団地開発の手本となるべき役割l を担 っていた 。

ここでのサイ ンやスト リート ファ ニチャーは、他の団地 への適応か

ら既存市街地への派生を考慮し、装置の持つ機能を素直にデザイン

し、綴密に計画された景観の中で突出せず、必要な時に触れる対象

として計画した 。 当時 ( 昭和55年頃 ) 、団地内 のサインやスト リート

ファ ニチ ャーなどは まだ雑工事の範鳴 にあり 、景観に占める重要性

の認識が乏しか った状況であ ったが、ここでの無理のない笑践は 、

後に住宅 ・ 者 ＱＱ 市主主 侃 ｪ 公団の ｴ ｾｩ ｪ｟ ｗ 仕様として広〈展開されることとな

った。 とくに装置の複合化は、当時でもすでに取り込み、 1R' l 丘公社

の管理である電話機と団地内サインを複合し、情報案内所として空

間化を試みている 。

この事例は 、いたずらに地域の特性を取り込み表層で対処する方

法とは異なり、各装置の持つ機能を前面に tl1
1
し出すことで、生み出

された新しい景観と調和し、それを引き立てる役割を認識し、今後

の装置の主主備の雛形になる役省 Ｑ Ｑ を担ったものである 〔写真 ＱＵ ・ Ｑ ｾ ＳＩ

写真15・1 ( 左上)

金沢シーサイドタウン

(t黄浜市)。情報センタ

一、電話ブースと案内

サインの復合化により

一体化を副函し fニ

写真15-2 ( 右上)

各案内レベルにより設

置されるサイ ンシ ステ

ムの実践。標準化の考

え方を入れて計画し、

無理のない造形処理を

，心力〈けている

写真15・3 ( 右下)

照明。写真の広場灯以

外に、道路灯、 足元灯、

シンボル灯を- : l 車のシ

リーズで展開

69 



②パークシティ守谷

ノ〈ークシティ守谷は、 三井不動産が茨城県に宅地開発している戸

建て住宅団地 である 。戸建て住宅は、集合住宅と異なり 、建築によ

るまとまりや 、広場などの共有空間の隊保が難しく、かつ、宅地主IJ

りの関係から、単調な景観を見せることが多い 。

私たちは、この団地の全体の環境デザイン計画を担当し、その中

で、最寄 り釈から団 地の中心地へアプローチする道路と 、団地内 の

要素について具体的な笑践を行 った。 とくに、アプ ローチ道路は、

宅地造成の前に計画を進め、道路の歩道線型から 、告i I i 袋、モ ニュメ

ント、照 明、ベ ンチ 、車止め、駐輪具などのすべての要素について 、

総合的な計画 ・設計を行 った。 この道路の計画に基づき、通り沿い

の宅地に対しては、住宅の配置や色彩の計画を行一い、 「みちなみ」

からの「まちなみ」づくりの実践を行 った。

具体的には 、広 l幅員の横断帯を立体ハンプによる広場化や、道路

写真16・1 パークシティ守谷( 茨城県) 。戸頭アプローチ道路全景。広場と道路の

一体整備。まずは道づく りが街づくりの基幹となる計画

写真16・2 通りのすべての要素と →本てデザイン。照明は、 三角形の反射板を使

用することで、宅地内に光が入らない工夫を行った。中央は、団地のシンボル。

右の写真は、同所における、シンボルと照明による夜間の光の景観

写真16・3 街並みの色彩計画。右端の角の宅地は景観住宅として位置づけ、ポイ

ン卜 (白系) のき説会、 それに連なる建物はグレイシュ系の数色を組み合わせ、 落

ち着きある景観を計画した
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上のモ ニュメント の実践、駐輪場広場の展開、 グレイシ ュ系の数種

の色調と自のポイントを生かした 色彩など 、住宅地内な らではの実

践を試みている 。 (写真16・1 ｾ＠ 3)  

この事例では、横浜市 ・金沢の事例とは対照的に、地域の特性を

十二分に取 り込み、杢間と建築 、要素が織りなす独自の景観を計画

した 。住宅団地でのさまざまな取り組みは、まだ始ま ったばかりで

あり 、今後、住ま い方と空間そして装置の関係の 、解釈の積極的な

組み換えが期待される 。

. 複合新都市での実践〔つくば市の事例〕

つくば 市は、研究学園都市 として 我が固有数の新都市 を形成して

いる 。現在、科学技術博覧会跡地の研究工業団地 をはじめ 、今まで

の研究さ字国区域周辺にも多数の研究団地の必備が進み 、つくば市全

体に研究学園都市づくりが広がりはじめている 。

ここでは、整然と整備された研究学図区域の 、似かよ った通り景

観に節をつくる 『都市ゲート j と、周辺で開発が進められている研

究工業団地 ( テクノ パーク盟里) での 、者11市機能とシンボルを組み

合わせた 『交差点ゲート 』 を取り 上げる 。

① つくば都市ゲート

I都市ゲート 』 は、科学技術博覧会の 開催に向け、研究学園区域

を顕在化し、 方位と位置の雌認カ、できるシンボルの計画である 。都

市区域の東西南北と中 心部に設置し、方位により異なる色彩を展開

した 。 また、紡錘形のシンボルユニ ッ トを数本連続して設置するこ

とで 、 くぐ り抜ける 空間のゲート性を表現している 。

都市ゲート という新しい要素を都市に 付加するこ とで 、地域の個

性の表現と、単調な景観に釘i をつくることは可能であるが 、今後は、

新しい都市をつくる上で土木、建築そして環境の装置が互いの関係

を生か した 景観への工夫が必要である 。 ( 写真17)

③テクノパーク豊里交差点ゲート

写真17

つくば都市ゲー ト (茨

城県)。ユニッ卜の連続

設置により、通り抜け

るゲー ト性を表現して

いる

『交差点ゲー ト』 は、新しく造られる工業団地へ導入する県道と

市道の交差点 2 カ所と、団地内のほぼ中央の交差点 l カ所で、実践

した事例である 。 このゲートは、 [ 者11市ゲート j での成果を踏まえ、

外からの導入と、団地内のシンボル空間を 、従来の交差点に取り込

み、ゲート 化す る手法を試みた 。交差点は車利用上、歩行利用上の

結節部であり 、都市のインフラが集結する場所である 。 そこには通

常、信号機や標識 、照明などの装置が必要となり、おのおの別悩に

林立する支柱によ って設置される 。 これらの装置は、交通安全上必

要とされるものだが、多数の支柱が逆に視野の妨げとなりやすい 問

題も含んでいる 。

ここでは、交差点に集 中するこれらの装置を 、民地境界に寄せた

4 本の支柱で空 中に浮遊させたゲートに内在化させ、遮蔽しない枕

野の権保と、ゲートとしての独自性を展開している 。

交差点形状に即した 円形 と方形の梁は 、交差点記名と団 地誘導の

標識、歩車用の信号機、横断歩道面を高照度で照らし出す梁内蔵の

ｗＱ ｦ ｬ，ｅｊ を絞合 ・ 共架している 。 Ｈ 写 真 ＱＸ ・ Ｑ ｾ 4)  



写真18・1

テクノ パーク豊里交差

点、ゲート (茨城県つく

ば市) 。中央ゲー卜 、

円状の梁ゲー卜に、歩

車両用の信号、サイン、

照明を集約化している

写真18・2

中央ゲート夜景。照明

は横断歩道函を照らし

出す工夫を行っている

写真18・3

導入部ゲート 。三叉路

のため、方形のゲー卜

を展開している。機能

面では中央ゲー 卜と同

じ扱い

写真18・4

導入ゲー ト夜景

新しい研究工業団地の立地性が 、この実践を可能とさせた面も多

いが、既成市街地での交差点の課題はより重要なテー7 であり、こ

の笑践をもとに 、より一層の工夫と、既成概念の組み換えの発想が

必要とされる 。

口 そ の 他 の 新 し い 試 み

ここでは、一つの装笹や装置と空間の 「しくみ」が果たす景観へ

の役割について 、地域や地区の特性を取り込んだ対象と、質を保つ

襟4主化 の対象について、多少事例を示す。

・橋の概念の組み換えによる事例〔横浜/ 西鶴屋橋〕

交通効率の考 え方から、道路の一部として捉えられていた橋が、

最近、都市のタウンスケープの個性を見出す対象として見直され始

めている 。この事例は、横浜駅西口近くを流れる惟子川の支流に架

かる橋の一つ( 西鶴屋桁) である 。 この 川には 、この僑を含め前後

に 4 紙が架かり 、上空を高速道路が縦断する、者11市特有の景観を見

せる 。

この橋の上空の立体高速道路が川の存在を打ち消している点に着

目し 、橋の存在を顕在化することで、川への親水性を引き出すべ〈

4 橋にストーリーを与え 、この僑は 『林 j をテーマとし、照明機能

をその疑似モチーフにし、照度の確保とともに、特有なイメージっ

くりを試みた 。

また高速道路が発する騒音は、とくに歩行者には快適な紙上環境

とならないため、橋を渡る車の振動を受けて、高榔iに仕掛けられた

音具が軽やかな音色を奏でる「しかけ」を組み込んだ 『音の橋j の

実践を行 った。 この手法は、サウンドスケープデザインと呼ばれ、

都 市の雑跨が発するさまざまな音環境のあり方を 問い直す、環境デ

写真19・1 西鶴屋橋 ( 構兵市) 全景。 r林j をテーマに、照明と高欄による橋

写真19・2 高欄に仕組んだサウンドスケープ装置。橋の振動をひろい、軽やかな

環境音を奏でる

ザインの新しい領域である 。〔写真 19・1 、2 )  

西鶴屋橋の笑践では、従来の橋の概念、を現状の都市環境の課題か

ら組み換え、 他 に類のない橋の提案を行一った。橋のデザインは、と

もすれば過去や他の事例の模倣に走り、その立地特性と現代者11市の

状況を踏まえない、表情だけのものに陥りやすいが、今後は、環境

装置として都市景観に重要な効果をもたらす僑のデザインは、さま

ざまな展開の可能性を秘めたものでありたい。 そのためには 、多方

向からの試行錯誤カ、必要である 。

・空間の概念を組み換えるリゾート地の事例〔塩沢レイクランド〕

塩沢レイクランドは軽井沢塩沢地区に立地 し、{ 却l を有する リゾー

ト地 である 。今までの都市環境とは立地性が異なるが、水と緑、そ

こでの施設や装置の空間上での組み換えによりっくり出す景観の事

例として取り上げる 。

軽井沢は、旧 il歪井沢地区をはじめとして、東京原宿のような客寄

せの発想による安易な街づくりが浸透し始めている 。横沢レイクラ

ンドは 、 新たな空間の再構成で、避暑地、 別 荘地として ｾＡｨ 特の雰囲

気を持 っていた軽井沢の特性を引き出すことを目的に計画を進めた 。

敷地内にペイネ美術館を誘致し、今までの財産である湖を生かす

ことを主題に、空間の組み換えを試みた。 レイクランドに入る導線
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写真20・1

塩沢レイクランド( 長

野県軽井沢) 。木製デ

ッキによ る空間軸の形

成。このデッキの軸線

は湖に向かつて計画し

ている

写真20・2

湖面，合いのテ'ッキ。木

製のデッ キが、華財t エ

ッジ を形造る

を、木質のデ y キとゲート、照明、噴水などの装置により湖へ向か

う景観軸をつくり出し 、そ の軸から派生する移動軸の流れに、売庖

やレストランを配慮、し、 ペ イネ美術館へのルートを設定している 。

〔写真20・1 、2 )  

この考え方も、関係と組み換えの発想、の具現化で、装置が生む景

観取 ｉＱ が、この ｊ 也の最大の特性 Ｈ 前ｾｬＩを引き出し、個々の施設のまと

まりをもっくり 出し ている 。

・質を保つ標準化の事例

最後に、地域や個別の特性を取り込んだ今までの組み換えによる

実践を踏まえ 、都市内での装置の質の確保、汎用を目指した標準化

の事例を挙げる 。

①集合ポールの開発事例

既存市街地や新都市で示した都市のインフラ端末の後合 ・集約の

手法を、 一般解として製品化し、都市環境の中で、装置の集合によ

る務理11された景観をつくり出す方策として実践した 。〔写真21 ・1 、2)

製品化による襟準仕様の展開は、個別の個性をそこから引き出す

ことが目的ではなく、基盤となる景観を秩序つけ、その地域本来が

持 っている特性を顕在化 する方法として活用されることが目的であ

る。安定した製品の11 : を碓保て、きる手IJ 点 と、常に供給 できる体制を

維持できる点で、この事例に限らず、今後、環境装置の製品を開発

する諸メーカーの努力が心要とされる 。 目先の需要だけに左右され

ず、未来の者11市像へ向けて、多くの質の高い開発を互いに競い合う

ことこそ、各企業の都市づくりへの役割だと思われる 。
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写真21 ・1 集合ポール開発。照明、標 写真21 ・2 設置位置によ る景観との

識、信号機の共架を前提とした製品化 関連を考慮した展開タイプ

②公共トイレの開発事例

公共トイレの質の悪さは、近年、街づくりの話題となり、各地で

さまざまな展開が見られる 。 とくに、個々の地区の特性を取り込ん

で表層のデザイン処理がされたものが目立 ってきている 。 この現象

は、公共トイレに| 浪らず、交番についても似た状況を呈している 。

公共でのこれらの施設の役割は、第一に、景観の中で、すくに施

設の用途が認識できる ことが、重要である 。一見して、商業施設 と

見間違えるデザインでは 、本来の目的を果たせず、美装だけヵ、先走

りした状況をっくり出すことにもなる 。そうい った意味で、この事

例は、できる| 浪りその施設の持つ機能性をテザインし、 H寺代の変化

や地域の特性に対し、 空間構成の組み換えにより対応できる方策を

試みている 。〔写真22・1、 2 )  

写真22・1 公共 トイレ 開発。公共空間での幅玄い 写真22・2 内部嘩置のシス テ

普及を考慮し、 無理のないシンプルなデザインで ム化を計り、各種の対応を可

計画した。写真は、男女用ユニ ットの組み合わせ 能にしている。このほか、身

例 障用ユニ ットも実践し ている

標準化 は、個性を否定する手法ではなく、その組み合わせや展開

の工夫に、多様な 可能性が見出せるものと雌信している 。

. おわりに 都市景観て‘ の環境装置の役割について、少ない事例の

中か ら紹介した 。 まだ、この分野での必備は始ま ったはカ、りであり、

今後、科学技術の発展が生み出す新た な装置の 出現 も踏まえながら 、

私たちは、未来の者I1市像に向けて、表層や現象にとらわれない、本

質の環境の関係とそ こに 隠された 「しくみ」 を見出す組み換えを 、

繰 り返し試行錯誤しながら社会に問い続ける責任がある 。

ここに示した実践では、まだ、その本質を探り出せていないかも

しれないが 、一つ一つの積み重ねの 中から、次の挑戦に立ち向かう

ことこそ、未来の社会システムの構築と、 『像 j を生み出していく

のである 。

i士) 写真10- 22のプロジェクト の設計は、すべてG K 設計 の手がけたも のである 。

( 山 わ た け し 株式会社 G K  ＿ｊｴ ｾ Ｍ ｉ 取締役副社長問術大学諮問 ￯ Ｉ
も り た よしつぐ 株式会社 G K設計環境設計部高1J1111長 j  
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O MMビル外装リフレ

ッシュの構造設計

俣 野 博/ 鈴木厚雄

O M Mビル( 大阪マーチャンダイス: 7ートヒソレ )

は、昭和44年にわが国で最初の大規模卸売センタ

ーとして建設された超高層建物である 。今回開業

ＲＰ 周年を機に、ビルの抜本的リフレ ｾ ＺＯュ対策が

計画され 、その一環として外装リフレ ッシュ工事

が実施された 。 ここではそ の概要を紹介する 。

建築計画概要

O M Mビルの概要を以下に示す。

延 床 商 被 131，41501'  

建 物 税 燥 地 下 4階 地 上221祈

精進般 ｾｉ ｊ 鉄骨鉄筋コン; 7 ' ) ト泣

軒 高 70.6m

主J t 物高さ 78.0m 

建 物 長 さ 桁 行 137.7m 張nn 29. 8m 

外笠而村i 約 20.000111' ( PC.  fJ i i 喰袋{j : _l ，. げ)

テナント数 22業 経 卒')3∞社

写真一 1 施工中の O M Mピル

外装リフレ ツンユ 工事としては過去に例をみな

い規絞であ り、超高層建物の本格的外装リフレ ッ

シュ工事としても初めての試みとな って いる 。

計画 IJ 単なる外装改修工' 1' ; ではなく、ビルに新

たな機能を 付加することを目的としている 。

①既存建物のイメージを一新する 。

②情報化時代に対応、したビルとする 。

③ エネルギー効率の高いビルとする 。

そこで、既存の PCa 版外慢をそのままにして、

さらに 650 mm外側にミラ - ' 17'ラスカーテンウオ ー

ルを取り付け、外壁を二重にする構造とした 。既

存の窓害IJ りにとらわれることなくフ ァサードを構

成することができ、，建物のイメージを 一新する こ

とができる 。二重壁聞の空間は、配管配線の1 ¥" : 設

スペース 、111! 1別空調機設立主ス ペース 、メンテナン

ス通路として 利用される 。 また、外』涯の二重化に

より夏季の 日射熱はカ y 卜され 、冬苧にはイAWIll 効

果が増大する 。 このため設備ランニンクコストは

約 8 % 低減する 。

74  建築と社会/ 1989年 7月号

構造計画概要

本鱗造計画は、リフレ ンンユ 工1J'; という特徴か

ら、 以下の与条件を満足させるものとして計画さ

れた 。

① 付加部材の軽量化を計る 。

②一時休業等 、テナントの営業に与える直接の影

響を皆無にするため、 n室内からの作業は一切な

くする。

③ 外部からの作業も無足場で施工し、テナントへ

の影響を最小限のものとする 。

④ 防火対策ーとして溶接等の火気を 一切使用しない。

⑤騒音 、漏水対策も十分配慮する 。

⑥ 短工期てが施工する 。

主な情造要素は、アンカープレート部分、紛状

に組まれた横架材、およびそれらを上下に述結す

る束材である 。

アンカープレート部分は、既存 PCa 版を 削孔し 、

各階ごとに 、既存躯休スラブに[ 立按アンカ ー打設

して取 り付 けた 。水平方向のアンカー! 日l阪は、ゴ

ンドラ妨霊能力内で打設個所数が極力少なくなる

ように計画し 、PCa 版 2 枚分の4，05伽 01とした 。

横架材は、山形鋼により ｾｴｩ 状に柿成され、上下

面に鉄筋プレース 、背面 ・!日l] i 面に山形鋼プレース

を有している 。

上下に速なる束材は構形鋼とし、横当日材とは、

大きく間隔を取 って 打設した高カボルトにより剛

接合される 。 これにより、上下にi 1 f 統したラーメ

ンを形成し、書官直荷重に抵抗させるとともに、ア

ンカ一部分の耐力のばらつきに対する自己! 伝として

し、る 。

ｼ坊錆対策として、鋼材は梅雨ｾＮＧｉ ｈｻｾ メ ｹ キ処理し 、

接合ボルトは、溶融亜鉛メ ッキ高カボルトとした 。

また 、ハードロ y クボルトを使用し 、溶接作業を

絶無にしている 。

アルミサ ッシ枠のミラーガラスカーテンウオー

ルは、横架材の前面にハンギン夕、ファスナーによ

って取り付けられる 。構造フレームとミラーガラ

スカ ーテンウオールの重量はそれぞれユニ y ト当

たり 370旬、 480kgであり、合計てち4kg/ げとな っ

fこ。

また 、風洞実験、および二重唱内部に空気の出

入りがあることを々 ｊｾＮ した解析を行 っ た 。 そのキ古

来により、 j弘荷量を桁行副 ι1"央音11300kg/ l11' 、端古11

350kg/ l11' 、安而420kg/ l11' とした 。 g 面の風者ii 豆は、

基準法により tl UI される最大1 I ( i 522kg/ l11'の約8 0 %

に相当している 。

事前調査として既存建物の光被 illlll 'f 、アンカ一

部躯体のコンクリート強度、 l] " 性化試験 、ファイ

ノぐースコープによる地工状態の目初等を行 った。

光被測量により符られたテータにより既存建物の

i笠間粕! 支を把jl1 し、ア ンカ一位 i丘、構浩フレ ーム 、

断面図

サ ンシユニ y トの製品寸法、寸法調路機fi ' l i のルー

ズホールの大きさを設定した 。

アンカー打設は 、ケミカルアンカー工法とし 、

安定した耐力を得るために、躯休中i'j l.支にかかわら

ずスラプ端までの距般を舵{米することとした 。

力テンウ才一 Jレ仏

風二品

『

PC，版タぽ

カーテンウ巧 J V! ニflh

〈風荷量= タH王ー内王

図- 3 カーテンウ オールに働〈 風荷重

施工概要

PCa 版の削孔、アンカ一打設、アンカー プ レー

トの取り付けは 、すべてほ設メンテナンスゴンド

ラを使用して施工された 。

構造フレームは、各スパン単位でユニ ッ ト化さ

れてお り、 下層階よ りl順次取り付けられる 。 これ

が足場がわりとなり、サ ッシユニ ッ トが、これも

下層 1: 皆より取リ付けられる 。 このとき 、構造フレ

ームの束材はガイドレールの役割をはたし、ぬ重

iま風等の影響を受けることなく施工され、無足場

工法を完成させている 。

写真一 2 構造フレーム取り付け作業

これら一連の工組は、音11材製作から取り付けま

で、タクトシステム化されており 、n室内から凡

て既存窓 Ｑ 枚当たり延べ Ｔ 日で工ｦＩｾｦｊＧ終了するこ

ととなり、テナントが営業したままでの外装リフ

レ 'I / " ュ工事の目玉とな っている 。

おわりに

今回計画された外装 'I フレ '/ / ' ュ工事は、関連

各部署の協力を得て実地され、 止ま工となった。当

計画が今後J曽大するであ ろう リフレ y シュ工事の

設計にわずかでも参 A号になれば幸いである 。

また、既存建物|其l述資料調作時に垣IHl 比た先輩

諸氏の当建物に対するＺ［ｴ ｦｾ 々な らぬ熱 芯Ｚに敬意をは

らうとともに 、 リフレ y シュな った当他物が一層

社会に貢献することを版l って やまない 。

Ｈ ｾまたの ひ凶ろし 株附式全拙社間酬竹刑4峨山大胤阪帥酬酬附本相利柑糊11防陥附J百措;芯設

す ず き あ つ お 同 1情- 造謀王任
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光学薄膜技術の白熱灯

器具への応用

桂 山 和 夫

最 近の 附明は、各種の縮 設 空 間へ 単に明るさを

提供するだけでなく、干1'1極的な空間演出の手段と

して光の質や機能性をも求められ始めている 。

より多彩で、精巧な照明テクニ y クを展開しよ

うとすると、白熱灯器具を駆使することが多くな

る。 しかし、ダウンライトやスポ y トライトで代

表される白熱灯器具では、常にそ の使 用 に 伴 う 被

照物への照明熱の影響や不快感などが問題となる 。

これらの照明熱を低減させる光学薄 膜 応 用 技 術 の

一般照明用白熱灯器具への適用似IJ を報告する 。

光 学 薄 膜 と は 、 シ ャ ボ ン 玉 や 水 辺 に 浮 か ん だ illl

膜が虹色に発色する 「干 渉」 現 象 を 利 用 す る も の

で、目的とする分光エネ ル ギ一分布を得るよう、

光 i師、の分光分布をもとに、薄膜の材 料 、 層 数 、 厚

さなどを構成させ、基盤に蒸着コーテ イン グ 処 理

する 。 たとえば、白熱電球はその発光原理より、

透 過 させる の が ダイク ロイック ミラーであ る。

上 述の赤外線反射膜イサハロ ゲン ラ ンプ と組み合

わせ分光分布を最適に設計することで、ラ ンプが

40% を減少させた残りの赤外線を、さらに 80% 処

図 2理する の ラ ンプ とミラ

可視光

ー のキ11来初j 来により )1¥¥ 反射

11): 1¥1 器具による照射熱は

大 きく 減少し、熱線桟

存 率 は 約 10% となる 。

ゆ

( %)  図 Ｓ υ 珂 ドｾ ダイ Ｗ ロイックミラー
00 ト ー 〈多層光寺械能反射鏡〉

o  4o0  500 600 700 800 900 

誼星 Wavel engt h(  n m)  

可視光 VI SI BLE 1  赤外線 I NF RARE D

金属基板ダイクロイックミラー

特 殊 ア ル ミ 基 板 の 内 面 に 、 黒 色 熱 吸 収 層 を 構 成

させた反射鏡に、さらに可視光反射 ・赤 外 線 透 過

させるダイクロイ ックコーティングを施した金属

ミラーである 。

黒 色 熱l吸収層で吸収された熱はミラー後方に紋

射 さ れ 可視光は前方に反射する 。 ガ ラ ス 基 板 ダ 2  

( %)  イクロイ ックミラー同様、ラ ンプ と ミ ラ ー の 相 乗

効 果 で 熱 線 約90% をカ ッ トできる 。

直 径 200 m mの場合、

ガラス基板のミラ- . i l l .

フィラメントから可視光とともに赤外線も多〈放 置 約 400 g に比べてア

射し、照明熱の原因とな って い る の で 、 何 層 も の ルミミラーは 128 g と

薄膜を形成させ、薄膜面で選択反射 ・透 過 を さ せ 経 量 と な り 、 器具 の経

ることにより、必要とする可視光を残し、不要な 量化がはかれる 。

赤外線をできるだけ少なくすることができる 。

*  

赤外線反射膜付 J 、ロゲンランプ

ハロゲンランプはランプ内に封入された微量の

ハ ロ ゲ ン族 元 紫 に よ る ハ ロ ゲ ンサイクル効果によ

り一般電球より効率が高〈、小 ｊｦ ｾ て Ｂ 高出力である 。

赤外線反射朕をランプパルプ外表而に付すこと

で、可視光を透過する一方、赤外線は反射してフ

ィラメントに戻され再力[ J 熱に利用される 。 その結

果 、 熱 線 は40% 減少す 図 1 ，- 小「

1 ):-， 夕、ノ7 ステy

るとともに、 15% の 省 固 祖 非 - 1  仔 フィ ラメント

a …' " - -l ，: ，: を叫- - 赤タ卜線

電力となる 。 また赤外 初 糊 刷 微 社 努4十- - 可視光

線反射膜が石英ノ〈ルブ

赤タ陥車

を保護するので、ラン 会 話羽 F

プを素手で扱えるなど ぺ頂

赤タ卜幸純正司骨量え

の特徴も加lわる 。

表 1 ハ ロ ゲ ン ラ ン プ の 特 性 比較

赤外線反射桜付 従来の

ハロゲンラン プ ハ ロゲンランプ

定 tl古

全光束

定 絡

全光束

消費電力 消費電力

75W形 65W 1120 1m 75W 1120 1m 

100W形 85W 1600 1m 100W 1600 1m 

150W 形 130W 2400 1m 150W 2400 1m 

硬 質 ガ ラ ス基 板 ダイクロイ ックミラー

硬質ガラスを素材とした光学ミラーの内面に周

折率の異なる赤外線透過膜を多層にハードコーテ

イング処理し、可視光を反射させながら赤外線を

樹 脂 基 板 ダイクロイ ックミラ ー

超耐熱樹月旨フィルムの内面に、ガラス基板や金

属基板と同僚の多層夕、イクロイ ッ クコーテインク 告

を施し、可視光を前方に反射させ後方に赤外線を ( 毒)

透過させる光学ミラーである 。

厚さ 0_1 mmのフ ィル ム を 使 用 す る の で ミ ラ ーの

重量はガラス基板の 1. 5 % と非常に軽量であり、

大型化が容易になるとと もに 、 破 損 に も 強 〈、ま

た、丸形や角形のミラ ー にも対応できる 。

樹月旨基板のもつ平滑性を利用した鏡面反射簡が

得られるので、照明光の配光コントロールが容易

となり、ハロゲンラン プの特徴であるシャープな

光演出ができる 。 なお、ラン プ はローボルトハロ

ゲンランプを使用する の で、熱線カ γ ト率はミラ

ーによる 80% である 。

図 5 分光分布工才、 J レギ 図 6
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波長 ( n m )  

効果演色用金属基板ダイクロイックミラー

! 照明演出手法の一 つに、カラーフ ィルタ を使

用した色彩演出がある 。 しかし、自然な開明環境

のなかで特定の色彩の彩 度 を 強 調 し 、 効 果 的 に 表

現するには、照明光のもつ ｩｾＨ 色性を活用するのは

有効な手法て' ある 。

金属基板ダイクロイ y クミラーの熱線約90% カ

ッ トの特徴を生かし、さらに、ミラ一面に分光分

布を考慮した光学反射被膜を施すことで、効来演

色特性を付加した ミラー で、下記の 4 極 を 開 発 し

た。単独使用に加え、組み合わせて使用すると 一

層効来的な色彩演出がて与る 。

1) レデ ッシ ュ 赤色群をより鮮やかに、生き生き

とした感じに見せることができる 。 た と え ば 、 肉

や魚などの赤色系の生鮮食料品や赤いパラなどの

色彩を自然な雰 囲気のなかで鮮明に表現できる 。

l∞lーへ ｾ 図 Ｗ 図 8

反

釘

挙

協

分光反射&1カーブ
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成長 ( n m)

2) イエロ イ y シュ 就色系の色彩を柔 らかく、

優し く表現する 。 ナチ ュ ラルウ ッ ドの家具やパン 、

チーズなどの鼓色系の 食品のもつ色彩特徴を自然

に強調できる 。

100 図 9 図 10

分光分布エ才¥J l-'耳ー
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5∞ ωo 7∞ 4∞ 豆沼 白JO 7∞ 

，/j，長 ( n m)  証長 ( n m)  

.. 
3) ライトグリーン グリーン系の色彩を自然、に美

しく、鮮明に表現できる 。 フレ y シュに見せたい

野菜や果物、生花などの緑色を生き生きと、みず

みずしく演出できる 。

l∞ 

図11
図 12

明 ii: 日j

4) ライトブルー ソリ ッ ドなまよ囲気と冷たい硬直

! 惑が強調できる 。 帰りつめた透明感の欲しい立金

属品や宝石類、ガラス製 I弘、{ 磁器などの演出、ブ

ルー系の色彩をより 一 層 鮮 や か に 表 現 し 効 果 的 で

ある 。

l∞ 図13 図 14

l∞F明 辛 料手;二一一「
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成長 ( n m)  波長 ( n m)

*  
以上、光学百11膜技術をハロゲンランプや光学ミ

ラ 開発に応用し、白熱灯器具における不要な赤

外線を減少させた例、色彩の効果泌色性を付与さ

せた最近の例について記した 。今後、光学l ¥l J . ij 英技

術は上記以外の照明器具ーなどにも多〈適用される

要素技術である 。

( かつ らやま かず お 東芝ライテ y ク株式会社広舗事業推進部)
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ピングラウト工法

一止水工法一

三浦 寛

工法の特 徴

従来の樹脂注入の止水工法にはない 、つぎのよ

うな特徴をもっている 。

(1) 樹脆に硬化斉IJ や膨版斉IJ が添加されておらず、

水とゆっくり反応し、漏水の出口[ 百l から水をセン

サーのように求めて細かいひびわれ古11にまで佼透

し、確実に止水できる 。

(2)  湿潤状態のコンクリート商との接活性に優

れ、いったんひぴわれに充損し硬化すると 、JVL分

かれしたり、際問が生じて再漏水する心配はない 。

(3) 耐酸、耐アルカリ、耐温水性等も有してお

:  σι ρ・ロ¥

り、長期! の止水性が確保される 。

(4)  特別l な機株を必要とせず、グリスガン位度

で充墳するだけで施工できる 。

なお 、使用す る間 ｊ ｪ 旨の基本 ￋｉｾｊ 性質は、 表ー Ｑ の

通りである 。

施工手順

本工法は 、以下の状況に適用でき( 表ー 2 ) 、漏

水の発生部位、発生状況に応じて「標準工法シー

ト」として 、表 - 3 のように A - G までの 7 工 法

が定められている 。 このうち、ひびわれからの漏

水の A 工法の止水依頼から工事、メンテまでにわ

表一 1 NL ベーストの基本的性質

外 鋭 11古補色液体

内部

' D: O: .、。 ..

.，，-.: '  

コン7 リー l 町 ｘｾ￳ｬ タト官 ｈ
キ占 度 ( 25' C ) 2，500- 3 ，000 (cps )  

，主人菅

君ｾ .. i6'セメントまたは

L ポキO/i瑚旨

. 潟

I  ，o.Q. 

仇

0，九ι。
i  

= 弓恒困

O.P  

・0

.9. 

{ アルミニウム 1: .. ｩ 矧首 ｩｾＧ ケ ｹ 卜
c'¥¥.?'  

!  .. o2 

ピングラウ卜工法: とは

特別に開発された 1 液型水梨紙ポ リウレタン鮒

脂 ( 以下商品" N L ペース九と称する) を、漏水し

ているコンクリートのひびわれ、打ち継ぎに沿 っ

て設けた空洞 ( 樹脂ポケ ッ トと称する 。図ー 1 参

照 ) に充填する 。樹脂は水と化学反応して発泡し、

膨脹する 。 その膨脹力を利用して、目視でも確認

できないほどの微紛! なひひ' われにまで浸透してゆ

き、硬化し、水密性を回復させる止水工法である 。

76 建築と社会/ 1989年 7月号

位 製)( 0町

表 - 2

項

ｬ Ｇ 乞 ふＮｊ ｾｏ

ｉ Ｇ ＺｾＡ や ｑＺｾ ＮＮ ｾ
l ・o' - J ; - ・o

図 - 1

ｴ ｾ Ｙｾｯｄｾ お ｬ

工法の+構成例

ピングラウト工法の適用条件

目 適 用 内 容 ・条 件

土木、建築の鉄筋コ ンク リー卜造、

適 用 隣 近 鉄骨鉄筋コンクリート造、無筋コン

クリート苦11および岩館に適用する 。

つぎのような原因で漏水していると

ころに通用する 。

ＨＱＩ ひぴ Ｇｉｾｦｬｪ れ、打ち継ぎ

j車
漏水主Z凶 ＨＲＩ コンクリート豆板、岩維の ｾｉｉ 京

などの水，&，' 性の弱点古11

(3) コンクリー卜を n通しているパ

イプ、セ， マレーターなどの隊問

用 < 建築>

ＨＱＩ屋恨Ｈモルタル、 ｾ ｬ ｪｉ えコンクリ

ート)

(2) 地下の唱、床、天井、 l長盤

対

(3) 地下階外壁、 ImlJ持111司1) 、天井、

バルコニ一天井

適用部位 (4) 厨房 、浴宅の使用水によるも の

(5) 水槽、プー l レ、ピ ットなど水圧

のある筒所 など

象
< 土木>

(1) トンネ l レ、 J長問r再

(2) ダム

(3) 僑 桁 など

適 用 温 度

構造体、 注入対象物の1比J且が 0 - 6 0

℃の範凶

適 用 水 質

生活排水、椴 ・アルカリ水、水道水

( 飲料水上 海 水、含 ilh7kなど

表 - 3 漏水状況と工法

工法 j漏 水 状 況 お よ び 条 1'1'

A  連続したひび書IJ れや打ち継ぎなどからの漏水

B  ひび割れおよび打ち継ぎで、その幅が 0. 5mm以上

C  壁 . t主・梁 ・スラプなどの人目耳目11分

D  豆板 ・l't通ノ マイプなどの川音IWJ な宮11分の漏水

E  屋上や床などの止水

F  基礎スラプの集水ピ ットからの湖水

C  局所的で水量の多い il!l水

調

査

計

画

*  
止

ヌド

工

事

樹

I]¥'i 

発

I包

体

. 止水工. ] ，

比 重

ア ミ ン 当 五:

発泡開始時Itl J( 20'C )  

r自 防 法

発泡体のみかけ密度

独 立 気 泡 率

圧 縮 強 さ

幽 I [ 強 さ

ｾｉ 張り怯さ

時i 水 率

1. 15  

225- 245 

2  - 2 0  ( 分)

危険物第 4 純第 4 石油罫i

0. 08 (g/ csI ') 

81. 9  ( %)  

2. 95 ( kgf/cm' )  

6. 53 ( kgf /c耐)

7. 12  ( kgf/c耐)

0. 30 ( %)  

漏水町状況、部位などにより A 工法- c 工法までの 7 工法が

ある。

図 - 2 施工のフローチャート



ひびわれを発生させたコ ンク リート板を利用し

て襟準工法で施工を行い、コアを採取して充填状

態を調べた 。実験の結来、 0.02mmの狭いひびわれ

にも充填されていることが確認された。顕微鏡で

みると、ひぴわれに充填されている樹脂は鍛密で、

空泡が混 じっ ていなか った。

1. 81  

1. 6  

JU刊

「ルj <)l，j

600 
。

図 - 6

l∞ 2∞耳) ( ) 4∞ 

千凱旨ポケγ l からの'l eJi証 (mml

樹脂ポケットからの距離と注入充損され

たひび割れ幅の範囲

図 - 6 は、樹脂ポケ ッ トからの距離と充填され

たひびわれ i隔の関係を示したものである 。 500mm

離れた部分の細かいひびわれにも充填され ている

ことカイわかる 。

ヨ00

たる流れを 図 - 2 に示した 。

A 工法の概要を 、工従順に説明する 。

① ひびわれに沿 って滅状にカ ッ トする 。

② 干しあきホースを鴻に沿 ってセ y トし、倒脂ポ

ケ y ト( 図ー 1 ) を設ける 。

③ 樹脂ポケ ッ トに充携する注入ノ マイプをある間

隔にセ γ 卜し 、構音11を急経; セメントまたはエポキ

ン信tJI 旨でシ- ) レする 。

④ 間JI 旨ポケ y トに注入パイプから N L ぺースト

を充嘆し、その後、パイプ先端をつぶして、かし 1. 4  

める 。 E  

同1. 2

⑤ N  Lペーストが水と反応し発泡し 、その圧力 安

でひびわれ深音11まで浸透し、硬化 して一体化する 。言1 . 0

⑥ 硬 化 後 、 止水を確認し、パイプを切 断 し 、 表 号

ロ0.8

而に所定め仕上げをする 。 ミ

智U

震0. 6

話。 4

0.2 

。

N L ベーストが発泡してひびわれに皮入し充填

されていく状態については 、ガラス板を重ね 中間

に隙Ａ日 Ｑ を設けて 話 ｾ透する状況をモデル実験、およ

び実際にひびわれが生じたコンクリート板にて確

認した 。

(1) ガラス板によるモデル笑験

モデル実験については、 図ー 3 、 4 、 5 に示す。

発泡庄 4 - 5  kgf/c耐を長時間 ( 4 - 6 時間) 維持し

て、際問に充填されることがわかる。

(2) コンクリ ト板での硲認

工法のひびわれ部充填状態

この工法は、前述のように 「標準工法シート 」

にしたがって施工するようにしている 。 シートに

はい工法選定表、、が示されており、漏水の粂f斗か

ら選んで工事をすることになる。

施工は全国組織の、ピングラウト協議会、、の会

員により行われる 。現在約 100 社で組織され、技

術の研鎖が技術委員会のもとでなされており、議

智会、 7 ニュアル作成 、技術指導などきめ細かく

運営されている 。協議会発足は 61年 12月であるが、

以来約1，000件を超える総工実紛をもっている 。

工法の標準化と施工体制

附主

ポリエステル

チ ュ ー ブ

* 紙ガラス の上下は、アル ミニウム合金f甲山形材と C 1' i : 7ラ

ンプで凶定

図 - 3 試験装置の構成
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l  コンクリート構造物の漏水音11止水工法 清水建設側、武

悶薬品工業側
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日本建築協会

月間の動き

平成元年 5 月分

E里

第 1 回常任理事会

事

，6. .  

:z. 

24 日 2 時半 - 3 時 半 於 本会会議室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 10名

議事( 1 ) 昭和63年度一般勘定収支決算報告の件

(2) 昭和63年度創立70周年記念事業収支決算

報告の件

(3) 企画委員会委員委嘱の{斗

(4) 事務局職員上J¥l J1' t 与支給の件

(5) 入退会者承認の件

(6) 報告事項

編 集 委 員 会

第 2 回会員企画小委員会

9 日 611寺- 9 時 半 於 本 会会議室

出席者 今井副委員長代行ほか 7 名

議事 (1)ンリーズものの掲載内容について

(2) その他

第 2 回得造分科会

9 日 411寺- 6 11寺 於 本 会 会 議室

出 席 者 福 山 幹 事 ほ か 6 名

議事 (1) 9 月号 「構造の省力化」特集の企画

(2)1構造の頁」 の企画

第 2 回計画系分科会一建築ー

10 日 6 時半 - 9 時 半 於 本 会会議室

出 席 者 加 藤 幹 事 ほ か 6 名

議事平成元年度「建築とアート 」特集案検討

第 2 回編集委員会

11 日 4 時 - 6 時 於 本 会 会 議室

出 席 者 長 谷 部 委 員 長 ほ か 8 1'，

議事( 1 ) 4 月号 「省力化のための材料 ・工法j 特

- u言報告

(2) 5 月号 「まち づく りと法」特集経過報告

(3) 6 月号 「博覧会とまちづく り」特集経過

報告

(4) 7 月号 「都市現段創造 と設やrIIi 1  J 特集絞

過報告

(5) 8 月号 「建築とアート 」特集の企画

(6) 9 月号 「構造の符力化」特集の企画

(7)10月号 「施工材料J 特集のf t : i面

(8) 収支状況報告

第 2 回作品作風小委員会

11 日 6 時- 7 時 半 於 本 会会議室

出 席 者 塘 高1) 委員長ほか 7 名

談半( 1 ) 最近の掲載状況 ・千定の事> > 特

78 建築と社会/ 目 的 年 7 月号

(2)1新建築調査表」の作品の選定

並びに本年度の調査依頼について

(3l1Gall e ryJ 内容報告と今後の検討

第 3 団施工材料分科会

18 日 4 時 - 71時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 志 水 幹 事 ほ か 4 名

議事 (1)10月号施工材料特集め企画

(2)1施工材料の頁」の企画

第 2 回広告企画小委員会

23 日 411寺- 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 長 谷 古11委貝長ほか 4 名

議事 (1)  5 月号 「まちづくりと法」特集広告収入

報告

(2) 6 月号 「博覧会とまちづく り」特集広告

収入途 中経過報告

(3) 7 月号 「都市環境創造と設備 1 J 特集広

告収入途中経過報告

(4) 8 月号 「挫築とアート」特集報告

(5) 平成元年度独自特集企画及び検討

(6) 収支状況報告

第 1 回設備分科会

24 日 6 時 - 8 時15分 於 本 会 ロ ビ ー

出席者 佐藤幹事ほか 6 名

議事( 1) 7 月号および12月号 ( 予定 )1都市環境自1)

造と設備IJ 特集経過報告

(2)1設備の頁」の企画

(3) そのほか

第 2 回計画系分科会ー インテリア・住宅

24 日 611寺半- 911寺 於本会会議室

出 席 者 力11藤幹事ほか 4 名

議 事 平 成 2 年 1 月号特集笑検討

第 1 固法令分科会

29 日 2 時 - 411寺 於 本 会 会 議室

出席者 大前幹事ほか 2 名

議事 「法令コーナー」の企画

第 3 回計画系分科会一建築

31 日 6 時 半 - 91時 l氏本会会議室

出 席 者 力u藤幹' 1' ;ほか 7 名

議 事 平 成 元 年 8 月号 「建築とア ート」 特集内容

笑検討

事 業 委 員 会

第 2 回若い会員の集 い小委員会

日日 6 時 半 - 811寺半 於本会会議室

出席者 吉野副委只長ほか 12名

議事 (1)前 回の卒業委只会の報告

(2)1音楽と建築J 講演会 + 演奏会

(3)1関西の然必の研究」

(4)1北村隆夫氏j 個展 ・講演会

(5) エコロ ジカルアーバンプラン ニング

第 2 回広報小委員会

10 日 61侍 - 811寺 於 本 会 会 議 室

出席者 原見高1) 委貝長ほか 7 名

議事 (1)前回事業委只会の報合

(2) 新年度の本小委只会飽当事業副委員長、

及び幹事の互選

(3) 研修分科会の今後の企画

(4) 教室分科会から の報告と今 後の企画

第 2 回見学会小委員会

11 日 6 時 - 7 時15分 於 本 会 会 議室

出 席 者 伊 東 副 委 員 長 ほ か 10名

議事 (1)伊東日1) 委員長 ・南幹事から前回事業委只

会の報告

(2) 新旧委員の自己紹介

(3) 本年度幹事の互選

( 4) 4 月の見学会報告

(5) 5 月以降の見学会予定について

第 1 回教室分科会

17 日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 奥 村 ・川村岡幹事ほか 3 名

殺事( 1 ) 話題建築を聞く

(2) ビデオ l映写会

(3) スライド B央写会

第 2 回事業委員会

18 日 1  11寺40分 - 3 11寺 於 本 会 会 議室

出席者 烏悶 ・鶴岡両副委員長ほか 2 名

殺事 各小委只会からの報告

第 1 回研修分科会

18 日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出席者 原見副委員長ほか 3 名

議 事 本 年 度 の 企 画

第 2 回「関西の祭事」研究会

19 日 6 時半 - 101侍 於 本 会 会 議 室

出 席 者 大 森 幹 事 ほ か 2 名

議事 (1) 各々 の祭事の訓査報告

(2) 今後の研究会の方針 、や り方

第 1 回 I The K ANS AI  21 j 企画分科会

24 日 6 11寺半- 811寺45分 於 本 会 会 議 室

出席者 山間主査ほか 3 名

議事 I The K A NS Al  21J の放映と 講演会

第 3 回「音楽と建築」企画分科会

30 日 6 時半 - 8 時45分 於 本 会 会 議 室

出席者 11 I 刈! 主資ほか 3 名

議 Ｇ ｊ ｾ (1)企画内容の検討

(2) 今後の作業予定

建 材 委 貝 会

10 日 311寺半 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 金升委員長ほか 13名

材料説明 マイルドサンド ( 左官モルタル用車王

盆骨材 ) / 山田委員 ( 代理 ・事務局 )

殺 事 今 後 の 検 討 建 材

出 版 委 員 会

第 1 回「プロのノウハウ」講座シリーズ

ー椛造計画と経済設計 一

16 日 6 11寺 - 8 11寺 於 本 会 会 議室

講師 ｾ ｪｾＱｾ 好広氏 Ｈ 近畿大学理工学部建築学科教

J受)

受講者 34名

第 2 回出版委員会

18 日 511寺- 611寺 於 本 会 会 議 室

出席者 ｾ ｊＱ＠ ti 委員長ほか 3 名

殺事 (1)<プロのノウハウ〉と 特装本の経過報告

(2) 今後のテ ー ? と執筆者選定について

(3) プ ロのノウハウ講座シリーズ第 1 回 「椛

造ｾＭｊＭｪｪＡｪｪと経済設計」実施報告



(4) 第 2 回以降の「プロの ノウハウ」講座 y

リーズについて

話題建築を聞く会

第 B 回ア ップ リカビル

20 日 2 時 - 411寺 於 本 会 会 議 室

講師 丹下慾孝氏、中川 巌氏 ( 丹下健三 ・都

市 ・建築設計研究所)

参加者 43名

見

第49回茶室見学会

品 同

号L 会

一水無瀬神宮の燈心ｾを訪ねる会

27 日 l 時 - 4 時

講師 岡田孝男氏 ( 帝塚山学院名 誉教授)

参加者 33名

建 築 ク ラ ブ

第205回朝食会

9 日 81時- 9 時 半 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

講 師 柳 本 卓 治 氏 ( 大阪 l 区自民党)

演題 「商者[1大阪の挑戦J

参加者 52名

5 月 の 入 会 者 (敬称略)

〔団体会員 2 社〕

附エキスプラン 附佐藤秀工務庖

〔個人会員 5 名〕

石 倉 健 彦 江罰IJ 敏史 近 藤 良彦

(住宅・罰市畳咽公団) ( 日他政J十) (安井瞳草E計事暗所)

斎 木 慾 二 様 正男

( 広島工業高校 ) ( 神 崎 組)

(  i伎会員 l 名〕

岩 崎 雅 彦

( 大阪工業大学)

ｉＱｾＱ Ｚｩ Ｎ｝ＺｍＧ ＡｉＮＨＮｎｬ＠ お知らせ l

「病院建築に関する研修会」

開 催一 一 日 本 病 院 建 築 協 会

と き 1989年 9 月 8 日幽 ・9 日出

ところ 明治大学会館 8 階会議室

東京都千代田区神田駿河台 1 - 1  

内 容 9 月 8 日

「病院 トイレ再考」伊藤 誠( 千葉大学工

学部教授) ほか

「忠者サービスをめぐ って」藤原房子( 日

本経済新聞社 )

「医療先端技体I一一オ7 " トエレクト ロニク

ク ス と 医 療 の 未 来 」 藤 正 鍛 ( 東京大学

先端科学技術センター教授)

「医療先端技術 結石fvJ i r. 宇治療J II.可凹12

平( 東京慈悲医科大学教授)

「医療機総解説J

一 一 慾 貌 会 一 -

9 月 B 日

「痴呆性老 人ケア施設を考える J小滝一正

(横浜国立大学講師 )

「医療先端技術 MRIの導入と建築 ・設

備」杉本 博 ( 東芝那須工場 M R技術部

課長)

「老人保健施設の設計を考える J 松本啓俊

( 東北大学工学部教授)

「病院建築のゆく えj 浦 良一 ( 明治大学

教授)

定 員 150名

会 費 会 貝20，000円 一 般28，000円

( 資料代、懇親会費を含む )

申込み 参加申込告・に記入の上、下記宛送附。

〒108 東京都港区芝 5 - 2 6 - 2 0  

建 築 会 館 内 側 日 本 病 院 建 築 協 会

T E L  03- 453- 9904 

振込先 会費は申込みと同時に下記金融機関に振

り込み。受領後、領収替、受昔i' l i 証送附。

三菱銀行四谷支 j苫 普通預金 No. 0056130

三 和 銀 行 四 谷 支 庖 普通預金 No.l l 7266

東京中央郵便局 振替 u 座 東 京 1-67977

「ライテイング・デザインルーム」

オープン 東 芝 ラ イ テ ッ ク

照明デザインが最近、注目を浴びているが、東芝

ライテ ンク( 的西日本支社では、! ! 賢明技術と感性の

融合をテー 7 に く明かりのソフトエ ンジニアステ

ーンヨン ) i ライテイング ・デザインルーム」を

このほどオープ ンし た。

照明のニーズは、

・快適なオフィス環境の創造。

・商業施設は人を魅きつけるビ ジュアル ・マー

チャンダイジングの追求。

・ホテル、美術館などて、の効果的 !!(11切手法

・都市景観向上のライ ティング

などが求められているが、そうした要望に 応える

ため、笑際に !m
l狗の11を確認できる設{imがそなえ

られている 。

l  照明言十回シミ ュレ- : / ョン・コーナー

2  リアルタイム ・シミュレーション コ ー ナ -

3  ユーティリティ ・コーナー ( 光源のもつ演出

性、色1昆j金ーなどが検討できる )

4  ビジ ュアルプレセ。ンテーンョン ・コーナー

問い合せ 「ラ イテイング ・デザインルーム)

東芝ライテ ック( 附西日本支社セールス

エンジニアリングセンター内

大阪市中央区本町 2 - 6 - 8 ( センパ

セントラ J レビル 5 F )  

T E L  06- 244- 2880 

「分譲オフィスビル」事業へ参入

一一一一朝 日 住 建

分譲7 、ンションの大手デベロ ッパー鮒朝日住建

( 本社 ・大阪市 ・資本金 l 億 8 千万円 ) では、こ

のほど、分譲オフィスビル事業への参入を発表し

マ ヲ，

~。

同社の分説オフィスビル事業計画の概要はつぎ

のとおり 。

・平成元年度事業予算 約 130億円予定

・商品シリーズ名称 「イン テリ ンクス j 一一一イン

テリジェンス ( 知性 ・情報) とリンク ( 連結 ・

輪) との合成造語による 。

・平成元年度分譲予定戸数 4 物件・ 81区画

- 特長 (1)分譲スペースの大型化

(2) インテ リジェントビル化へ対応できる

施工

(3) 24時間自在に利用できるセキュリテー

ンステム採用

問合せ側朝日住建総合建設事業本苦IIU 0 卒業室

今 村 T E L 06- 245- 1523 

第 2 回公共建築賞募集

一一一 ( 社 ) 営 繕 協 会

第 2 回公共建築1 ' t の募集が ( 社) 営絡協会で行

っている。同1 ' t は去年 、同協会の設立20周年を迎

えたのを記念して設けられた表彩制度で、第 l 回

は、兵席 l県公館、岡山市立オリエント美術館、崎

玉県立力um'i 'r年の家なとが選ばれている 。募集要

領はつぎのとおり 。

対 象 昭 和61年 3 月以前に竣工した公共性の高

い建築物

応募資格 表彰対象者 3 者( 事業者 、設計者 、施

工者 ) のいずれか。他の表彰者の了解、

営絡協会会員の推薦が必要。

審査資料 図面、写u- 、キャビネサイズ以上10枚

以内、説明書を A 3 判のファイル- i fl )-

にまとめたもの。 および目録。

応募締1 ) ] 1989年 8 月12日

問合せ ( 社 ) 営
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i  ＱＱ ｾ Ｑ ＺＺＺｴ Ｇ｝ＺｍｲＡＧ ｉ｛Ｇｎｬ＠ お知らせトl

日 本 イ ン テ リ ア 学 会 発 足一一一会長に小原二郎氏( 千葉大名誉教授)

このほど、国立教育会館 ( 東京 ) にて日本イン 案審議役員の選出、講演会などが行われた 。 活性化、体系化が強〈要望され始めてきたことに

テリア学会 ( 英文名 J APAN SOCIETY FOR 我が国ではインテリアに関するこのような学会 もよる 。

INTERI OR STUDIES，略称J ASIS)の設立総会 はむろん始めてのことであり、今後の活動が注目 従来、インテリア関連の諸研究は 、周辺領域で

が催され、発足した 。 される 。 ある建築学 、デザイン学 、生活学あるいは人間工

発足には全国各地 のインテリアに関連する研究 インテリア学会が発足した背最は 、近年インテ 学などのさまざまな分野で取り扱われ、研究発表

- 教育者あるいは企業人ら約 300 人が参加。 この リアへの関心が高まり 、産業界やデザイン 界での の機会なども与えられてきた。

うち総会には約半数の 150 名ほどが出席 し、会則 めざましい活動の 中て¥研究 ・教育の分野にも 、 だが、 そ うした為に、研究相互の成果を関連づ

む2司全国書庖で好評発売中/

(建築技術) 6 月増刊号

実践建築工事検査 I

制 官 ・仮 設 ・土 ・地業 ・鉄 骨工 事の 検査 ・試 験 方

i去を、 それぞれi頃貞目 をお つ て 解i説見し て Lい、〈 、

J川11

亀田泰弘 監 修 A 4判 29白2頁 税込定価3. 旧0円

10年の超ロングセラー /

建築構造問題快筈集圃

終 分 野の 咋 門 家 が 日 常 業 務 の 中 で け11全う数々

の疑1: :1に Q & A 形 式て'"月快 に回答 する 設 計 者

必防の'k JI:1書 。

石黒徳 衛 監 修 A 5判 368頁 税込定価4.100円

精算法へのアプローチ /

保有水平耐力入門 閣

新 耐 震 設計法 の な か で義務づけられて い る保

有 水 平 耐 力 の 本質 をやさ し くまと め た実 用 入

門書。 上巻も 好評 発売 中 /

星 睦 贋 著 8 6判 12日頁税込定価1. 350円
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株式会社 建 築 技 術

干 15 1 東京都渋谷区幡 ケ谷 1- 1- 2 福西ビ ル

ける ことが難しく、しかも交流を図りレベルを高

めることまでは、結びつけられなか ったのが笑状

であ る。そこ で、 この際、 イン テリ アを 一つの独

立 した分野と して 扱い、研究発表 、情報交換、機

関誌の発行など を行い、 国内外に向け 活動の活発

化 を図ろう とする ことが発足に至る経過、 目的で

あっ た。

会長には小原二郎 ( 千葉大学名誉教授 ) 、刷会長

には渡辺優 ( 千葉工業大学教授 ) 、島崎信 ( 武蔵野

美術大学教授 ) が選ばれた 。

なお、本部事務局は 以下の通りである 。

千葉工業大学工業デザイン学科第 2 研究室

日本インテリア学会事務局 ( 上野美 雪)

〒275 千葉県習志野市津田沼 2 ー 17- 1  

T  E  L  0474(78 )0552 

特 集⑨ リニューアル a lαcα rt e  1  . 若返り改装

建物の修復

と再生

(CCι僻 舵 配年紅ピりωω一lルMルレ川叶一オト村一寸 ナ 一一配

ズに応えるため、 多くの設計者や建築; I  

技術者が的確な実施例を 紹介 します。 F

新連載⑨建築法令を考える

検証情造強度規定の変遷と

建築構造技術1

ぷ，11 を!f，iめるにあたって、 il tj血な竹京Il .J  i 1、を千F

ｾに砕き ＮＱ Ｑ Ｇ Ｑ せる目白 ｾｗ 、全 年 ｦ ｩ 介します 。

連 載⑨ だれにでもわかる

鉄骨造骨組の寸法計画セミナー5

処築法令け ｉｙ ｾｪｪｪ Ｑ 支 ｗｩ 、そ の ｽがも と Ｈ ｉ Ｈ ｪ 交ｾを 十 ｼ 会

(I '. j ・技術的1r ［ ［ｾ Ｎー から与えてみます 。

・芦屋マン ション外壁リフオーム

・築地会館の改修 L '，';  

・京情郵便局の リニューアル

・::tLピノレ の外壁改修

・公団住宅のリニュー ア

・九段全館の内外装 1. ・，' ;

e緑が丘社宅のリ フレッシュ

2. 用途変更

・木造建築を アパレlレ!占舗に改修

・開1T: i使 麦 酒記念t . I:

・森八本! 占改修工 ・， ';  

・大j兵第一病院改修 七'F

3. 設備更新・インテリ

ジ.ヱント化

・八重洲地下街のぷfJ1i i改修

. ホテノレニューオータ ニの

設備 改修

・広 島 パ ス セ ンタ ー におけ

る設備 改 修



暑中お見舞申し上げます 平成元年盛夏

設 計 事 務 所 有 志

lbR 
A . R . I 建 築 事 務 所

代 表取 締 役 所 長
亀 井 晃

ム

口

、
、

J

J

E

本社事務所 大阪市中央区谷町7丁目3番4-203号新谷町第3ビル2F TEL(  06)  768-1771 (代)

テレフ 7 'i クス(06)768- 1406

ア ト リ エ 東 大 阪 市 上 石 切 町 2 丁 目 1 4  - 3  5  TEL  (0743)  73-6137 

宮
株式会社アーバンライフ建築事務所

代 表 取 締 役 小
力

口イ愛 平

大 阪市 北区梅田 1丁目3番 1- 5  0  0 号 電 話 大 阪 06 (341)  2  4  5  1  - 5番

東 京 都 港 区 六 本 木 3 丁目 3 番 29 号 電 話 東 京 03 (582)  2  4  5  1  - 5番

株式会社伊東建築設計事務所

代 表 取 締 役 竹 原 永 一 郎

干556 大阪市浪速区元町2丁目 12番30号 難 波KI ビル。電話 大阪 (06) 646- 0161間

株式会社伊藤建築設計事務所

代 表 取 締 役 社 長 鋤 納
申 J ム

J じJ、 t 口

本 社 名 古 屋 市 中 区 錦3丁目 3-6(日 経 錦 別 館) 電 話 (052) 951・111鮒勺

東京事務所 東京都千代田区神田美土代町5(第 2 日成 ビル) 電 話 (03) 294・6061(1内

H  株式会社石本建築事務所

会 長 長

代 表 取 締 役 村 長 古

大 阪 支 所 長 山

野

畠

内

八 二 一

言成

恒 男

本 社 干 102 *  j ; (  lii S 千 代 川 区 九 段 lii 4  - 6  - 12 電 話03 (262)  7  1  6  1  

大 阪 支 所 〒542 大 阪 市 中 央 区 砧 之 内 1-20- 19 ( ( I /J くビル) 従 前 06 (251)  7  507代

支 i肝 ヰし中1)0/; ・ 1ノ'1 ￯ｾｊ Ｎ ｬｩ Ｎ ｾ ・ Ｉ ｌ ナH LI'O 'i 長所一 1111 {=; ・ 4必かモ
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。 緊 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

幸斤

Eコ
史泉 沢代表取締役

〒530 大 阪 市 北 区 神 山 町 14 番 3 号 (木 津 信 ビ ル) T Eし(06) 364-9071附

浦 辺 設 計
URABESEKKEI  

株式会社

U R B A N  DE SIG N  &  A RC HI TEC T URE F OR  B EA UTI FUL E N VIRO N ME NT  

代 表 取 締 役 松 村 慶

大 阪 市 北 区 梅 田 1 丁 目 12 番 39 号 ・ 新 阪 急 ピ J レ干 530 電 話 06(341) 17 2 7  

東 京 事 務 所 電 話 03(263) 9  7  5  8  岡 山 事 務 所 電 話 0862(33) 6  0  1  0  

西

西

本

株式会社 小
九

又

岬

ニコ

n

H

計

小

橋

取締役会長

取締役社長
正 章

本 社 大 阪 市 西 区 立 売 堀 1 丁 目 12 番 16 号 電 話 (532) 4051代 表

大阪事務所 大阪市西区阿波座1丁目 15番 15号( 第一協業 ピル) 電 話 (532) 4051代表

東京事務所 東京都千代田区神田鍛冶町 3 - 3  (大木ピル内) 電 話 (256) 9301代表

広 島 事 務 所 広 島 市 中 区 小 町 3 番 3 号 ( 原 田 ピ ル ) 電 話 (246) 0  1  4  4  

@  手口 計株 式 会 社 昭

吾' A

E又

代 表 取 締 役 社 長 岡 本 行 善

代表取締役副社長 林 唯 夫

本 社 事 務 所 大阪市西区新聞T1丁目5番7号 四 ツ 橋 ピル T E L 代 表 532一 3421

神 戸 事 務 所 神戸市中央区八幡通4丁目 2番17号 郵船航空 ピル T  E  L078ー 251 ー 0651

東 京 事 務 所 東京都港区赤坂3丁目 12番5号 赤坂田町ピル T  E  L  03- 583- 2086  

建 築 ・都 市 ・上下水道

調 査 計 画 ・設 計 監 理

警霊AJ A  A 総 合 設 計

代表取締役社長 浅 井 潤

大阪市中央区東l山斎橋1丁目6番27号( 朝日プラザl山斎橋東ビJレ2F) 干542 T E L  06(245)730m代)

雷十株 式 会 社 創 美 設

園

中 原 英 雄代表取締役

千530 大阪市北区末広田13番21号 新 星和扇町 ビル6階 T E L 大阪 (06)312- 3587代表
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乙ρ 22大建設計

取 締 役 社 長

ごと

仁コ 田 周

大阪市西区江戸堀1 - 1 2 - 8 安田生命大阪ビル 電 話 06- 441- 9351(内

東 京 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・ 福 岡 ・ 札 幌

句9
株式会社 東 海 設 計

代表取締役社長 小 坂 忠 勝

本 社 名 古 屋 市 中 区 栄 3丁目 7番 1号( 伊努町ビル) 〒 460 TEL052- 261- 2651 ( 代表)

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 京 橋 1丁目 14番4号( 東信ビル) 〒 104 T E L  03- 561 - 0815( 代表)

東西建築サービス株式会社

取締役社長 山 口 幸 治

本 社 〒541 大 阪 市 中 央 区 高 限 的 4 丁目 7 番 6 号 電話 06-202-3626附

支 社 〒103 東京都中央区日本縞馬喰町 2 丁目 1 番 1 号 電 話 03-663- 1765附

( 住友銀行浅草稿ピル4階)

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

取 締 役 会 長 東 畑 謙

取 締 役 社 長 市 川 宏

実 阪事務 葉 大 阪 市 中 央 区 伏 見 町 4 丁目 4 番 10 号 電話 (06) 202-0391 

東京事務所 東京都千代田区永田町2丁目 4番3号 (永田町ピル) 電話 (03) 581- 1251

名古屋事務所 名古屋市中村区名駅3丁目 25番9号 (堀内ピル) 電話 (052) 571-8471

九 州 事 務 所 北 九 州 市 小 倉 北 区 魚 町 1 丁目 4 番21 号 電 話 (093) 541- 6531 

( 清和ピル)

22 長田建築事務所

長 田 正 雄

干542 大 阪 市 中 央 区 上 汐2丁 目4- 12 ケーエスビル T E L (06)  768- 6121  

F A X  (06)  768- 1002  

株式会社日建設計

取 締 役 社 長 薬 袋 公 明

〒541 大阪市中央区高麗僑 4 丁目 6番 2号

電話 o6- 2 0 3  - 2 3 6 1  ( 大代表)

83  



日 積 工 務 株 式 会 社

代表取 締役 生 島 道 春

本 社 干540 大阪市 中央区谷 町3丁目l 番9号 ( MG大手前ピル) T  E  L  (06)  944- 2755代表

点 ポ 支 所 〒110 東京都台 東区東上野 3 J 目16番5号(サン 7 ユーピル) T  E L  (03)  836ー 1271代表

本 社 分室 干542 大阪市 中央区 東心斎絡 1 丁目 10番7 号 (市川ピル) T  E  L  (06)  245- 7685代表

IW);r li! i 日航 〒602 );(目lJ 1il:J;([正今出川通室町東人今出川町333番地(;f; 2高崎 ヒ・ル) T E L  (075)441- 5 6 9 0  

漸 25 林 設 計 事 務 所

代表 取 締 役 キ本
ザ
戊

大 阪 事 務 所 〒531 大 阪 市 北 区 長 柄 中 3 丁 目 l 番 8 号 電 話 (06) 351 - 6831 

和歌山事務所 〒646 .f日 歌山 県 田辺市稲成田T東皆代 231番地の 6 226活 (0739) 22- 8227 

有限会社婆佐羅建築工房

代表取 締 役
ホ? 中

喜

一
吋

夫

〒 532 大阪 市淀 川 区阿中島 3 J i 1 19 is:・15 ;;- (Si'¥3二: ッ矢ビル 3 F) T E L  06 (305) 5378 

見4

株式会社安井建築設計事務所

取 締役会長

取 締役社長

佐 野 正

刑 座 正 信

木 村: 大阪市 11
1
央区烏111]" 2 丁 目4 番 7 号 電話 06(943)1371 (大代 )

同
株式会社横河建築設計事務所

代表取 締 役 社 長

取 締 役 所 長

小 池

河 村

正 雄

栄 蔵

本 社 東 京 部 回 線 区 下 目 黒 l ー 2 ー 18 T  E  L  ( 03)  492ー 7441

大阪事務所 大阪di lj' 央区淡路開f4-7-5 (本間l ハイエスト ビル) T  E  L  ( 06)  202- 4509 

て UI 位邸{JJ!. . ヨ ドコウ紀念館 )
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暑中お見舞申し上げます 平成元年盛夏

建 設 業 者 有 志

。。 株式会社
あ か 屋りめ

取 締 役 会 長
前 野 慶 太 郎

干 530 大 阪 市 北 区 中 之 島 四 丁 目 3 番 25号 電 話 (06) 444- 1  5  0  1  

グ了、

はJ

株 式

会 社 浅 沼 組

取 締 役 社 長 j斐 Y召 夫茂

木村; ・大阪本府 大 阪 市 天 王 寺 区 東 高 津 Il ff 12番 6 ;J 電 話 06 (768) 5222

- * 点 本 府 東 京 都 新 市 区 荒 木 町 5 番 地 電 話 03( 357) 0201

:1<，古 屋 支 唐 名古屋 市中村区 名 駅 南三丁目 3番 41 け 電 話052 (571) 5571

支 町 札 幌 . fl lJ fi ・横 浜 ・広 島 ・稲 岡

⑤ b  
安藤建設株式会社大阪支応

2 2 2 宮 貴 久 雄

大 阪 市 福 島 区 福 島 6 丁 目 3 番 2 1 号 電 話 代 表 06 (453)  2  1  9  0  

本 社 ・東京都港区芝浦三丁目 12番 8 号 電 話 大 代 表 03 (457)  0  1  1  1  

支 庖 ・名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州、| ・ 広 島 ・ 横 浜 ・札 幌

営 業 所 ・千葉・償 j兵・水戸 ・盛岡 ・新潟 ・神戸 ・京都 ・沼津 ・札幌・字都宮 ・北九州・熊本

ｉｦｾ 、
、注意J

椋式会社今

西 組

取 締 役 社 長
メ下、

7  
西 雄

事

時

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本町 6 丁目 6 番 23- 309号 電 話06 (779) 3  3  6  1  

支 庖 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 l 番 地 電 話03 (354) 0  5  8  1  

営 業 所 京 都 ・ 奈 良 ・ 西 宮 ・ 神 戸 ・ 埼 玉

⑧ 大え木建設株式会私

取 締 役 社長
大 之 木 雄

木 村 ; 呉 市 中 央 3  1=1  12  月? 4  “  1也前 0823 (21)  1511 得I j  

支 社 広 島 市 中 1 2 < : 本 川 IU]" 3  r  11 1 添 5 ; ; '，'Q:，i，rj  082 (231) 5244喬

支 /，町 東京都港区麻布台 2 J I  12 需127;. てit ピル 4 F  '，'Q:，j，rj 03 (585)  3655需

"  
福 岡 山 城 市 lヌ.ネ111松 寺 2 r  11  13 添 24 ;;牟 YEぷ 092 (863) 7171需
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o  

株

会

式

社 大 林 組

取締役会長
大 林 芳 良日

東京本社 ・ 東京都千代田区神田司 ｾ ｉｔＲ 丁 目 Ｓ 番地 電 話 03 (292)  1111番

本 庖 ・大 阪 市 中 央 区 北 浜 東 4 番 33 号 電 話 06 (946)  4578番

支 届 ・札幌 ・東北 ・横 浜 ・北陸 ・名古屋 ・神 戸 ・広 島 ・阿国 . jL1十|

取 締役社長

制 組

‘  

株 式 会 社 奥

奥 夫

本 社 大阪市阿倍野区松崎町 2 の2 の2 電話大阪 (06)621- 1101  (大代表)

東京本社 東京都港区元赤坂 l の 3 の10 電話東京 (03)404- 8111  (大代表)

支 社 東 京 ・大 阪

支 庖 札幌・仙 台 ・ 浦 和・横 浜 ・ 千葉 ・ 新潟 ・ 名古 屋 ・ 神 戸 ・ 広島 ・ 高松 Ｎ ｾｕｕｈ ・ 福岡

副 鹿 島 建 設 株 式 会 社

代表取締役社長 鹿 島 昭

取締役大阪支庖長 島 ま住

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2  - 7  電話 03 (404)  3311 (大代)

大 阪 支 屈 大 阪 市 西 区 阿 波 座 1 - 3 一 15 電話 06 (536)  3311 (大代)

信静 海 原 建 設 株 式 会 社

代表取締役
海 原

古
一
旦

〒530 大阪市北区梅田 1丁目 2番2- 300号( 大阪駅前第 2ビル 3F) 電話06(346) 1900番

⑨

 

株式合社柄谷ヱ務志

取締役社長 柄 谷 順 良日

本 社 尼 崎 市 玄 番 南 之町 4 番 地 電 話 大 阪 06 (415)  2  8  0  0  (代)

営 業 所 大 阪 ・西 宮 ・神 戸 ・高 砂 ・豊 田 ・三 田

今
共立建設株式会社大阪支庖

取締役支! 占長 加 藤 毅 夫

表
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設建畿
会 社 近

今日を鍛 え、

式株

① 
市

屯，l，f; 06 (448)  5601 代

￭ ｾ ｬｊＺ＠ J舌 03 (578) 9123(-そ

ｾ ｬｊ ［ Ｑ 舌 ＰＷＸ (392)  519H'( 

電 話 0775 (52) 1361 代

健

大 阪 市 西 区 J工 之 チ 品 1 r  Id 2 醤 2 -';0} 

! -Iミ京高H港 区」芝大 I"J2-6- 4 之 大 門笹 野 ピ ル

神 戸 市 中 央 区 )J [I 納J l I J 3  r 白 1 - 25 

滋 賀 県 栗 太 郡 栗 東 町 問 1 9 3 の 1

北 大 阪 I科 大 阪 ・ 雌 波

山奇
l

 

l

 

'

B

E

，
，

 

取締役社長

本 社

ＡＭｉ 主ｾ ［ ＺＨ支社

神 戸 支社

滋 賀 支社

常 業 所

組大阪支底谷株式会社熊⑨ 

太一郎

之

ノi 、

' 口

じ

b

n

¥

、

ー

ム

同

ハ

/

司

長ネ土

ヨf C

1又締取

孝

電 話03 ( 260)  2111番( 大代表)

電話06 ( 352) 1151番 (大代表)

j也常務取締役大阪支庖長

東 京 都 新 宿 区 津 久 戸 町 2 番 1

大 阪 市 都島 区片 町 2 丁 目10番 5 号

本 社

大阪支庖

コーゴコ建設椋武吉社

s  

電 話 (06) 308- 1551大代表

1電話 (03)  564- 5711代表

電話 (078) 221- 6293代表

精

大 阪 市 淀 川 区 ト ブ: 本 I"T 2 丁 1-1 4 需 28 号

米広部中央区京橋 3 JI  113吊:10号 (中島 コールドビル)

神 戸 市 11 1
央 区 磯 |二 通 5 r  11  1 需 24 号

原
代表取締役

組池鴻社株式会

88 

季

大阪市中央区北久宝寺町3丁目 6番l 号 電 話 大 阪 (244)3500 (ダ イヤルイン受付台)

東京都千代田区神間駿河台2-3- 11 電 話 東 京 (296)7700( ダイヤルイン受付台)

神戸 ・京都 ・償j兵・名古屋 ・:f t主主 ・広島 ・四国 ・山陰 ・福岡 ・南MH・仙台 ・北海道

j也＿ｾ鳥代表取締役社長

本 社

大 阪 本 府

東京本収

支 ! 苫

組岡。金
株式会社ｾ＠

R久

住怠キリ剛金
代表取締役

T E L 大阪06(779)  7731(閃

崎玉0492 (87)  0301 

〒543 大阪 市天王寺区四天王寺 1 r目14番29号
社本

〒350-02 崎玉県入間郡鶴ヶ，! ; 訓IT脚折田T 1丁目 40- 12
関 東 支 l苫

社

A

Q

玄式株業エ藤イ左@  

常 務 取 締 役 大 阪 支 町 長 梅 木 正 一佐 藤 嘉 剛
取 締 役 社 長

東 京 (661) 1231(大代)

汁坂 (203) 7221  (代表)

舌

干

H

電

電

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本町 4- 12 - 20 

干541 大阪市中央区北浜1丁目 l 番6号

本 社

大阪支庖

8 7  



事 三和建設株式会社

取 締 役 社 長 森 本 晴 夫

本 社 大 阪 市 淀 川 区加 島 1 丁 目 55 ifi: 6 号 電 話 06( 301 )6636

支 府 東京 都 荒 川 区 東 日 暮 里 4 丁目 10番 10号 電 話 03( 891 )8871

支 病 京 都 市 右 京 区 西 院 高 田 町 31 番 地 1 'il_e話075( 311 )8897

@  

SHmz  

清 水 建 設 株 式 会 社

本土
τ 士r

Eコ 里子

保

日号 蔵

力

長

本 社

大 阪 支 出

支 ! 古

取 締 役

大 阪 支 庖 長

* 京 都 中 央 区 京 橋 2 - 16  - 1  電 話03 (535)  4111 

大 阪 市 中 央 区 本 町 3 - 5 一 7 電 話 06 (263)  2811 

名 古 屋 - 広 島 - 高 松 ・福 岡・ 金 沢 ・仙台 ・札 幌 ・ 横 浜 ・千 葉

久

SEKI SUI  HOUS E  

積水ハウス株式会社

代 釦 附f支社長 田 鍋 健

本 社 干 ＵＳＰ 人 Ｑ 恥 ｉｪｾ ｴｉ ［＾Ｈ Ｚ "， と九6 1112寄27り{'I' とねセ ンタービノレ) 合06(446)3111

東 京 支 社 干 160 ＪＩ［ＧＺｍｦｬｲｾ 行ｼ メ 州新市 Ｑ J I 110砕い; (安 田 生 命 第2ビル) f r03(342)7221 

大 地 へ の 愛 人 間 へ の 愛

銭

一_ _ L_ _ _ .

組

キ: 社 大 阪 di州|メj
J4本Plf 2  f l l  2  lI'f 11 ;; 

I可J =t  

大|以 (06)531- 6431 

点以牛: 社 ! u点目I l (t 1111メ 信回f 31砕 地

IEE司3  
主産

点以 (03)265- 4611  

社 長 銭
支ト| 支J，Ii 大阪・東京・北海道・東北・北関東千葉

仁ゴ 機浜 ・北陵 ・名古屋 ・広島 ・四国 ・九州

⑤ 
大 成 建 設 株 式 会 社

本 社

大阪支庖

支 底

I伐 料i f支

社 長

Ｑ Ｎ Ｑ ｬＭ ｾ Ｊ Ｑ ＱＩｻ 品 百 ｦ ｾ
大 Ｑ Ｑ 反支 ｊ ｉ ｉｾ 長

東京都新宿 区西新宿l丁目 25番l 号 新宿センタ ーヒ'ル TEL 東京(348) 1111大代表

大阪市中央区北浜3丁目 7番 12号 T E L 大 阪 (203) 1131大代表

東 京 ・ 名 古屋 ・九 州 ・ 札 幌 ・東 北・ 広 島 ・横 浜 ・ 北 信 越 ・四 国

里

平

泰見

島

男

治

ω
月

大日本土木株式会社

専務取締役

大阪支庖長
牧 野

J 口

1木

大阪支l占 〒530 大阪市北区宝島二 r目2番2-7f 近鉄堂島ビル 電話 06 (341)  5931  

東京本社 干162 ｾミ京 郎新宿区市 ヶ 谷Ａ 日開 ｔ 2  r  1-1  35 Ifi 地 電話 03 (268)  5511 
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κ h  

ｾ＠ 雲謹竹 中 工 務 底

取締役社長 竹 中 統

干541 大阪市 中央区本町 4 丁目 1 - 13  電 話 大 阪 (252) 1201番 (大代表)

⑧ 
鉄ええきえ林久会社大阪支庖

専務取締役支庖長 安 藤 昭 太 郎

干541 大 阪 市 中 央 区 瓦 町 3 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 (201)1881 (代表)

本社 ・東京都千代田区三崎町二丁目五番三号 電 話 東 京 (262) 3411 (代表)

@

 

ー__..‘

岡 建 設 株 式 会 社戸

代表取締役社長

常 務 取 締 役

大 阪 支 1; ) 5長

戸

西

田

J  11 

守

秀

本 社 東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁目 7 番 1 号 T E L東京03 (562)  6111 

大 阪 支 底 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 丁目 13番 47号 T E L大阪06 (531)  6095 

支 庖 東京 ・関東 ・横浜 ・北|控 ・名古屋 ・札幌 ・東北 ・広島 ・四国 ・九州、|

⑪ 
東 漆 興 業 株 式 含 枇 大 阪 支 庖

専務取締役支庖長 富 和

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 7 - 13 - 10 電 話 東 京 (545) 5  1  1  1  

大阪支庖 大阪市北区堂島浜2-2-8 東 洋 紡 ビ ル 電 話 大 阪 (348) 5  6  0  2  

支 庖 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 福 岡 ・ 横 浜 ・ 広 島

⑨ 東 洋 土 建 株 式 会 社

取締役社長 阿 部 暢

本 社 〒546 大阪市来住吉区東田辺 2 T 日3番 2号 電 話06(692) 1331- 5代表

東京支 l古 〒106 東京都港区六本木2丁目 3ff 9号亀甲ビル 電話03(586)0751 代表

営 業 所 横 浜 ・名古屋

e  
瀧 島 建 設 椋 式 会 祖 大 阪 支 庖

専務取締役支庖長 石 原 昭 一 郎

大 阪 市 中央 区 島 町 2 - 2  - 21 〒540 T  E  L  0  6  ( 9  4  2)  2  4  8  1  

本 社 / 東京都 千 代 田 区 三番 町 2 〒102 T  E  L  0  3  ( 2  6  3)  3  1  5  1  

支 庖 / 札 幌 ・東 北・ 東京・ 横 浜 ・名 古 屋 ・北陸 ・大 阪 ・広 島 ・四 国 ・九州|
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命

ψ

宿 泊 建 設 株 式 会 社

取締役社長 松 川 義

本 社 大 阪 市 浪 速 区 難 波 中 3 丁目 5 番 目 号 電 話 06 (644) 7808番

東京支底 東京都千代田区神田須田町1丁目 5(新須田町ピル) 電話 03 (251) 8431番

岸和田支庖 ・和歌山支庖 営業所 堺・泉佐野 ・橋本 ・神戸 ・枚方 ・京都南

@  
明日をささえる

西 松 建
=.1L 
E又

代 表 取 締 役 社 長

取締役 ｼ均 ｪ ｊ ｬｪ 支， ｾｪ 長

柴 田 平

瀬 尾 貞 甚

本 社

関 西 支 庖

東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1 - 20- 10 電話 03 (502)  0211 

大 阪 市 中 央 区 釣 鐘 町 2 - 4 - 7 電話 06 (942)  1131 

@  械 訳 書 社 目 興

取 締 役 会 長

取 締 役 社 長

平

平

本

本

イ変

イ変

和く

友

本 社 広 島 市 中 区 国 泰 寺 町1丁目 8番4号 電 話 (082) 244- 21 11 番

③ 日本建設株式会社

社 長 積 山
吉 血1
，_. / 、、

本 社 大 阪 市 中 央 区 備 後 町 1 丁目 6 - 15  T E L (06) 226- 0 6 3 0聞

東 京 本 社 東 京 都 文 京 区 小 石 川 2 丁目 6 番 22 対 T E L(03) 818- 6 0 8 1 (:内

支 庖 東 京 ・大 阪 ・名古屋 ・福 岡 ・札 似 ・仙 台 ・広 島

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 野 村 文 英

本 社 大 阪 市 中 央 区 高 麗 橋 2 丁目 1 番 2 号 電 話 (202) 4  7  9  1 代表

東京本部 東京都千代田区大手町 2 丁目 l 番 l 号 電 話 (241 ) 4  1  7  1 代表

争
先端技術と建設をむす ぷ フ ラ ヲ 工 業

大 阪 支 庖 大 阪 市 北区 堂 島 2 r 目1 番16-f;- 電話 06 (348) 4510
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②間」一
不二建設株式会社

取 締 役 社 長 山 口 慎 一 郎

大阪本社 大阪市中央区良人僑 1丁目 1 番22号 〒540 電話 06 - 9 4 6 - 2 2 4 1

FAX 0  6  - 9  4  6  - 2  3  1  6  

東京本社東京都新宿区西新宿 4丁目 5番 2号 干160 電話 03 - 3 77 ー 5 1  7  1代表

FAX 0  3  - 3  7  4  - 2  2  1  7  

札 帆 ・名古屋 . fi ，¥岡 ロスアンゼルス ・仙 台 ・的 問 ・大 屋 ・京 都 ・広 畑 ・広 仏

CD 不 動 建 設 株 式 会 社

取 締 役 社 長
庄里子 勝

大 阪 本 社 大 阪 市 中 央 区 平 野町4丁目 2番16号 電 話 0 6 ( 2 0 1 )  1 1 2 1 番

東 京 本 社 東 京 都 台 東 区 台 東 1丁目 2番 1号 電 話 0 3 ( 8 3 1 ) 9 1 1 1 番

支 底 北海道 ・東北 ・千葉 ・倹 浜・名古屋 ・神戸 ・広島 ・四国 ・南四国 ・九州 ・北九州

ψ  
株式会社

藤 木 工 務 百
FUJ i i i  

取 締 役 社 長
藤 木 鍛

本 社 干540 大阪市中央区常盤町1-3・9 n  00 例4-14鈎代 本支后 大阪・東 京 怠 叡 四 国・京都・福岡

東京本柱 干1f 泊東京都新宿区三栄町23-4 n  ＰＰ Ｍ お Ｗ Ｍ Ｑ 臥泊代 営業所 ｾ玉ー多摩積浜静岡名古屋宇治泉南符戸 ・ 岡山 ー 広島徳島・新居浜 ・ 総山長範 ー 南九州

得

地域社会に貢献する

総 合 建 設

株 式

会 社 前 田 業且

取 締 役 社 長

回
目

円 覚

大 阪 府 泌 J i .J. 川 di 大 成 !Il J 1  - 1  T  E  L  (0720)  2  4  - 1  1  1  1  

ｾ＠ 前回連ＮｊＺＮｾ隊式会社大蔵安定

取 締 役 支 庖 長
西 利 治

支 庖 大 阪 市 都 島 区 東 野 田 町 2 丁目 4番 20号 電 話 大 阪 (353) 7  8  9  1  (代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 富 士 見 2 丁目 10番 26号 電 話 東 京 (265) 5  5  5  1  (代表)

。 株 式 会 社

松 村 組

取 締 役 会 長
キ公 ホナ 雄

取 締 役 社 長 本公 キナ 雄 三Eコ三

本 社 ・ 大 阪 市 北 区 天 満 2 丁目 1 番 33号 電 話 大 代 表 大 阪 (353) 1131 

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・札 幌 . f山 台 ・広 島 ・福 岡
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株 式 会 社 道 田 工 務 脂

代表取締役 道 田 泰 平

本 社 ・兵 庫県 川 西 市 中 央 町18番21号 電 話 0727 (57)  9  7  7  7 番

大 阪 支 庖 ・大阪市 中央区平野町3丁目 1番10号 電 話 06 (203)  6  8  6  8 番

三 井 建 設 畿 大 阪 支 唐

常 務取締役大阪支! 苫長 高 尾 清 次

大阪支倍 大阪市 中央区本|町4- 4一25(本11円三 井 ビ ル ) T E L  06- 243- 34 11 

本 庖 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 10 - 1  T  E  L  03- 864- 3456 

村角建設株式会社

役 長 31J EJ 雲氏、全

木村: 大 阪 市 住 之 江 区 浜 I Il )Lj  2  r  1112- 9  T  E  L  06- 672- 3 5 5  1  

支 J，ii 北 海 道 ・ 見〈ょ;;" ・ や11 I  i  

村本建設株式会社

代表取 締 役
村 本 豊 嗣

奈良本庖奈良県北葛城郡広陵町安部 5 4 7 番 地 電 話 0745 (55)  1  1  5  1  (代表)

大阪本社大阪 市天王寺 区四天王寺一丁目 5番43号 電 話 06 (774)  2  1  1  1  (代表)

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 二 番 町 3 番 4 電話 03 (238)  2  1  5  1  (代表)

支 I苫 札 幌 ・東北・償浜・名古屋・三重・京都・神戸 ・和歌山・中国・九州他

望 月 建 設 株 式

左》

社-p; 

代表取締役社長 亡ヨ月三
月 太 自R

本 社 大阪市北区 中 崎 西 2 丁目 3 番 12号 電 話 大 阪 (375) 2345 (代表)

株式会社 森 組

取 締役社長 ホオ水ミ
幸 彦

本 社 大阪市中央区道修u円4 丁目 5 番 17号 電 話 2 0  1  - 2  7 6 1 欣)

支 庖 東京 ・東北 ・横浜・北陸 ・名古屋 ・奈良 ・神戸 ・中国 ・四国 ・九州、|

営 業 所 甲府 ・滋賀 ・京 都 ・和歌山 ・紀泉 ・西 宮 ・松 山 ・徳 仏 ・熊本



@  
株式会社 森 長 工 務 庖

代表取締役

オミ

ヨM三
長 尭界R

大 阪 市 旭 区 中宮 1 丁目 1 番 11号 電話 代表 06- 952- 3331

総 合 建 設 業

株式会社安井杢工務庖

代表取締役
安 井 洋 太 郎

本 社〒 ＶＱ Ｗ 点都府向日市上柏 ｾｦｬｬｬｬ 御広道 ＴＲ

T E L  (075)933- 0012日¥: ) F AX  (075)933- 4931  

@  株式含社米田工務底

代表取締役
米 田 良 男

本 社 干543 大阪市天王寺区逢阪1丁目 1番7号 T E L 大阪 (06)771-7771代表

F A X 大阪 (06) 779-2676 

< @>  寄神建設株式会社

取締役社長 寄 神 美 好

本 社 〒 652 神 戸 市 兵 庫 区 七 宮 町 2 - 1 ー 1 含 078- 681 - 3121

東 京 支 庖 干 103 東 京 都 中 央 区 日 本 僑 茅 場 町 1 - 6  - 12  宮 03- 668- 1871

償 浜 支 底 干231 績 浜 市 中 区 翁 町 1 - 6  - 4  ( 新 翁 ピ ル ) 告 045- 681- 5085

名 古屋 支庖 干456 名 古 屋 市 熱 悶 区 森 後 町 8 - 27 t r 052- 681- 8661 

大 阪 支 庖 〒551 大 阪 市 大 正 区 三 軒 家 束 4 - 1  - 18  t r  06- 552- 2551  

姫 路 支 庖 干 672 姫 路 市 飾 腿 区 iM X294(姫 路ポートセ ンター ビノレ) t r0792 - 35ー7748

九 州 支 庖 干 812 綴岡市博多期( i j o j J - 15- 20( 日本団体生命ピノレ91" ) f i 092 - 482 - 4300  

営喋 所 岡山 ・ 囚医 Ｑ Ｎ 淡路 ・ 術 ｾ ｮｴｾ 北九ＮＩＭＱＭ｛

山邑邸(現・ヨドコウ記念館 )
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暑中お見舞申し上げます平成元年盛夏

鉄道・団体・報道・建材・設備工事有志

e  泉ｾｾ高速鉄道
大阪府都市開発株式会社

本 社 干541 大阪市中央区瓦町3丁目 5番7号 TE l. 06 (201)  2471 

技術部 干 594 大阪府和泉市伏屋町3360番地 TE l. 0725(57)2600 

社団法人日本建築協会京都支部

支 部 長
井 手 正 己

〒604 京都市中京区押小路通柳馬場東入建設会館別館電話075(211)  2857・2877

社団法人日本建築協会中国支部

支 部 長
平 本 俊 秋

干730 広 島市 中 区国泰寺町 1丁目 8-4 日興 ピ ル 内 T E L  082 (244)  6830 

社団法人日本建築協会束海支部

支 部 長
中 島

干460 名古屋市中区栄 4 丁目 3 - 26(昭和ピル 5 階) 電話052(261)1451

社団法人日本建築協会和歌山支部

支 部 長 北 山 俊

干640 和歌山市卜 半IlI T38番地 建築士会館内 電話0734(23)2562



図
財団法人大阪建築防災センター

理 事 長 小 西
同

叩

・

山

山

〒540 大阪市中央区常盤町1丁目 2番17号( 大阪フコク生命ビル511皆) 電話 06(943 )7253 

一
辺一

「一ーもっとも 信 頼 さ れ 、 読 ま れ て い る 情 報 紙 一 「

株式

会社 建

= ル

員又 日 幸良 社

逼三

代 表取 締 役 社主 重 村 登 龍

本 社 者!'1>550 大阪市西 区靭本町2 - 5 - 2 T E L  06(444)2405 -9  

別 館 事550 大阪市西区江之子島 1- 6 -2 T E L  06 (444)6431 -4  

大阪で唯一の

株 式 口

会 社 u  刊 建 設 新 聞 社

代表取締役社長 中 山 敏 夫

大阪本社 干541 大阪市中央区高麗橋1丁目2番4号(高麗橋ビル) 電話 202 - 6861 (代表)

FA X  202- 8651 

社 長 室 干541 大阪市中央区高麗橋1丁目2番4号(高麗橋ビル) 電話 229- 0341 ・0346

分 室 干541 大阪市中央区東高麗橋1番10 (ユニ高麗橋) 電話 941- 6847(代表)

⑮ 
額日刊建設通信新聞社関西支社

常務取締役関西支社長 向 後 定 男

大阪市西区京町堀 1 - 6 - 2 3 エハラピル 電話 06 (444)  44 5  1代表

本 社 ・東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 1 1 - 4 電話 03 ( 502)  8581代表

⑧ 量議面画株式会祖

代表取締役社長 依 藤 孝 蔵

干534 大阪市都島区中野町2丁目 10番 11号 T E L ( 06) 351- 5428肘)

F A X(  06)  351- 5299 

• 
株 式

4I O.  

ヨ玄
社 梅 彦

取締役社長 松 永 嘉 郎

営 業 所 大 阪 市 北 区 中 崎 西 2 丁目 l 番 3 号 電 話 06 (312)  6  1  7  1代

茨 木 工 場 茨 木 市 豊 川 3 丁目 1 番 6 号 電 話0726 (43) 5  1  8  5 代
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区 圃 『

E 司園田・・・

建 築 用 板 硝 子 販 売 施 工

キムラ硝子建材株式会社

代表取締役 木 村 雅 秀

干540 大 阪 市 中 央 区 内 平 野 町3丁目 2番11号 電 話 06(941) 4  1  8  1的

n、

・.
ヲリヤマ株式会社

代表取締役社長 栗 山 芳 雄

本 社大阪市淀川区西中島1丁目 12番4号干532 T Eし 06- 305- 2871大代表

TEL EX.  523- 3908 

東 京 支 后 東 京 都渋 谷区南平台町 15番13号〒 150 T Eし 03 - 463 - 1841代表

x  株式会社コスモカラー

代表取締役 長 崎 和
士

一

ω

干 543 大 阪 市 天 王 寺 区 空 堀町 14番 1 号 福 保 ピノレ 2 F

T E L  ( 06) 763- 4358- 9 F AX (06) 768- 1437 

<e> 院 号 。 包 ン 板 間

神戸不燃板工業株式会社

〒673-05 兵庫県三木市志染町三津 田 T E L  (07948)  7  - 3121附

装 飾 合 わ せ グ ラ ス

レインポーグラス セーフティオパール

J I S表示許可工場 Uし規格認承工場

株式宴社世トー包ご』

大 阪 工場 干 557 大 阪 市 西 成 区 南 津 守 5 丁 目 12 番 3 号 TEL (06)658-1305附

東 京 工場 〒 144 東 京 都 大 田 区 東 椛 谷 5 丁 目 12 番 7 号 TEL  (03) 743-5851附

東 京 支 底 干 105 東京都港区東新橋2丁目 6番3号 ( 昭栄 ピル4F) TEL  (03)435-9221附

⑧ 

経験を基礎に新時代のニーズに応える

三 精 輸 送 機 様 式 会 社

代表取締役 太 田 昭 比 古

本 社 : 大阪府吹田市江坂町n ー目13-18 〒564 f t  06 (385)  562-1 ('巾

東 京 支 庖 : 東 京 都 渋 谷 医 千 駄 ヶ谷 5 の29 の 11 含 03 (356)  5651  

福知 山 工 場 : 福 知 山 市 長 田 野 町 2 r 目45 番 地 合 0773 (27)  1211 

出 張 所 : 札幌 ・青森 ・秋岡 ・仙台 ・名古屋 ・金沢 ・広島 ・福岡 ・沖縄
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⑨ 塩 田 工 業 株 式 会 社

取締役社長 塩 田 勝 宏

本 社 干734 広 島 市 南 区 東 雲 2 一 14 - 6  T E L (082) 28ト9161代表

F A X  (082)286-8722 

工 場 干739- 01 東広島市八本松町大字原字中横野沖郷4515番地 T  E  L  (0824)  29-0459 

山口支庖 干745 徳 山 市 絞 馬 場 通 り 1 - 20 T E L (0834) 21-3038 

争
ク リー ンル ー ム

実験動物室空調

設計施工

よりよき環境へ技術で挑む一一一一

株 式 会 社 精

取締役社長 和 田 正 八 郎

1ft 

本 社 大 阪 市 中 央 区 瓦 屋 町 2丁目 11番 16号 ( オートセンター ビノレ ) 電 話 768- 5031({り

東 京 支 I占 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁 目 2 - 5  ( 九 段 ピ j レ) 電話 262- 3241的

1m国 営 業 所 ｩ 恋島県 ｉ｜Ｈｾ 1"] 市 撫主要 問T 小 桑 仏 両li l i兵28- 3  (西谷ピ Jレ) 電 話0886- 85- 0924間

③ 

東 西 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

株式会社タテバヤシ商庖

代表取締役 舘 林 彦 四 郎

〒601 京 都 市 南 区 西 九 条 大 国 町 37 電話 (0子5) 681 - 7  2  2  1  ( 代)

T s J l ms V  聴 音 色 祉 9: ; マ

東京営業本部 干101 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 11 電 話 (03) 866- 6101 

大 阪 営 業 所 干550 大 阪 市 西 区 京 町 掘 1 一 10 - 5 電 話 (06) 441- 5951 

w
v

⑮

 

田島ルーフィング株式会社

東西アスフアルト事業協同組合

東 京 : 〒101 東 京 郎 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 11 - 14 電 話 (03) 862- 8531  

大 阪 : 〒550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 10 - 5 電 話 (06) 443- 0431 

@  

東亜印ルーフィング 日本工業規格表示許可工場許可番号585038

東 亜 工 業 株 式 会 社

建設省計振発

第 5 5 号 認 可

東E アスフアルト防水事業協同組合

本 社 〒581 大阪府八尾市南太子堂 6 丁目 4 番27号 電 話0729- 94- 5682 F AX 0 7 2 9- 91 - 3172  

東亜アスフアルト防水事業協同組合 〒581 大阪府八尾市南太子堂 6 丁目 4 番27号

電 話0729 - 91- 1536 F A X  0729 - 23 - 6496 

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 九 州 工 場 大 阪 東 京 ・和歌山
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《紛 東洋シャッター株式会社

代表取締役社長 岡 田 敏

本 社 干540 大阪市中央区常盤町! - 3- 8( 日生谷1I汀ビル) 電話 (06) 943- 6571聞

東京本社 〒106 東京都港区六本木6- 3 (第一地所麻布 ビル) 電話 (03) 497- 29日間

造園土木 設計施工

‘' 

株式会社 西
E
-
-
-
-
-
-
E
・

E

・E
・----

E

E

・''

、 &

スE
園

〒573 大 阪 府 枚 方 市 北 中 振 3 丁 目 27 番 17 号

T E L  0 7 2 0 - 3 3 - 8 9 9 8 代

お
棟 式

会 社 西原衛生工業所大阪庖

代表取締役社長
イ半 日百 秀

大 阪 市 北 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 (06) 458- 3628 

…
⑩
踊

マルエス印企ルーフィング A シングル

日新工業株式会社大阪支唐

大阪支庖長 中 田1券

本 社 営 業 所 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 23 - 4  台東 京 (882) 2424 (代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新 町 1 丁目 12 番 22 号 宮大阪 ( 533) 3191大代表

出 張 所 名古屋・広島 ・福岡・札幌・山形・ 工 場 / 東 京 ・埼玉 ・山形

f 室、

モヲ

日本アスフアルト防水工業協同組合

関西支部

大 阪 市 西 区 新 町 1 丁目 12番 22号 日新工業株式会社大阪支庖内

電 話 (533) 3  1  9  1 大代表

印刷システム設計・コンビュータ組版・電算写植

⑮

 

日 本 写 植 田 刷 株 式 会 社

代 表 取 締 役 神 田 都 義

本 社 〒 545 大 阪 市 阿 倍 野 区 阪 南 町 7 - 5  - 30 電 話 06 (606)  1111 代

東 京 営 業 所 干 105 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 丁 目 27番 7 号 電 話03 (578) 8501代

広 島 営 業 所 干 739-01 東 広 島 市 八 本 松 町 米 満 109 - 5  電 話0824 (28)  6253 

津 山 写 植 セ ン タ ー 〒 708 津 山 市 福 田 1 3  7  2  - 1  電 話08682 (  8  )  4377 

臼 本写 植 セ ン タ ー 〒 892 鹿 児島 市 名 山 田T4  - 7  三宝ビル 電 話0992 (26)  4371  
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松 下 電 工 株 式 会 社

本 社 〒571 門 真 市 門 真 1 0 4 日 電話 (06)908- 1131

大 阪 電 設 営 業 所 干540 大阪市中央区減見己丁目 1 - 3 電話 ( 06) 942- 7540

大 阪 特 機 営 業 所 〒540 大阪市中央区域見2 T目 1 - 3 電話 (06)946- 1155

大阪環境システム営業所 干540 大阪市中央区域男2 丁目 1 - 3 電話 ( 06) 945- 9041

デッキコーテイング 責 任 施 工

ビ ニ ロ イ ド 防 水 責 任 施 工

ア コ シ ー ト 防 水 責任 施 工

A C: J I I i I旬 責 任 施 工

防紅一計施工 Gキ
.， . " 了' 二 } 製 造 販 売 ， 尽 ー ノ

コ ー キ ノ 7 '

三 星 産 業 株 式 会 社

〒550 大阪 市西 区京 町沼 l ー 10一 18( 大栄ピル ) Tel. (443)  9721 (代)

〒101 東京郡千代田区神田小川町3- 28 (三東ピル ) Tel. (292)  1961 (代)

営業所 札 幌011<551>3781  ( 代) 仙台022(262) 5201( 代)

名古屋052<931>3390 ( 代) 福岡092<781>3361 ( 代)

囚
ι.'/三直線

三繍i' /L三二勺ムエ" 徹氏8 社 代JJI庖日j i . 1じ1I t 王家事b t合従代理窓

7"."';-.z.. iif 1) 11  f f  6 1 6  J UJ Ua 工 業 様 式 竃 誌 代 理 Jd

隻 手 口 工 業 抹 式 曾 社 代 理 庖 近 畿 E駆車両線式会社代理后

錨鐙ヨニ・リト& 1 ' ( 白 書 主 代 理 信 住 友 ゴ ム ヱ 集 線 式 会 社 代 理 庖

ι ' Y 三 産 業 様 式 苔 祉

代 表 取 締 役 侮 馬 正 明

⑤ 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 丁 目 17番 15号 電話 (06) 大代表 441 ー 0 3 7 8 番

出 張 所 東 京 ・ 広 島 工 場 : 大 津 ・ 竹 原

曾

sss 改修工法、調査、診断

ヤブ原産業株式会社

代表取締役社長 j度 貫 明
草

加

大 阪 支 応 大 阪 府 茨 木 市 高 田 町 25 - 11 ; 電話0726 - 25 - 8560 

本 社 東京 都 文 京 区 湯島 3 - 3 9 - 5  屯 話 03 - 836- 4111

札 幌支 庖 ・仙台 支 庖 ・新 潟 支 応 ・福 岡支 庖

⑮ 

シ ート防相 ＡｊＢ｜ｾＧ 司 Ｑ ｌＮＭＢＷ の ｼ 目地材 は ＿Ｎ，＿ｾ什 ｼ

山 出 興 産 株 式 会 社

代 表 取 締 役 社長 山 出 敬

〒564 大阪府吹田市江の木町24一 10 T E L  (06)  385- 1261 F A X  (06)  386- 6271 

支 底 ・ 営 業 所 東 京 ・ 仙 台 ・ 大 宮 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

建築工事金属製品の

UNION 

252=オン

代表取締役 立 野 良R

本 社 大 阪 市 西 区 南 堀 江2- 13- 22 〒 550 電話 06 (532) 3731 (代 )

東 京 営 業 所 東 京 都 江 東 区 白 河2- 9- 5 〒 135 電 話 03 (630)  2811 (代 )

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 東 区 筒 井 町1- 14- 9 〒 461 電 話052 (935) 6021 (代)

大阪 ショールーム 大 阪 市 西 区 京 町 堀 ト17- 16 〒550 電話 06 (443) 6620 (代)

9 9  



.  .  .  .  . 白-
匂 . .  .  .  .  .  .  .  

.  .  .  .  .  .  .  .  .  . 今 - 一
一 一 一 . .  .  .  .  .  .  
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テトカッパー防水

• | 均水咋業的研究続験から' 七 H たすく辛い資 ｲ 仰のノ ぞ ー Ｗ ェ Ｗ ト ｾ Ｇ ｉ［Ｉｪ 水Ａ併です 。

この I;)j 水 1Mは ( 一 層 防 水 ) 地てするだけで、 I;)j ノk は 克 明 で す。

ｩｾ ， ｕ 主変化に ｦＧｬＧ びがなく、采 ｦ ｪ，Ｚ ｬＧｬ に［Ｇ ［ Ｐ［み、創刊を由 ｴ ， 糸川刊に ｦＧＮＧＺ れＮ 11¥1 ｦｩｾＡ しません 。

カッパー防水帯

コ- " ，ータイト

オ ク ロ ン 防 水 帯

新工法

プレノテクト吹付工法

祭器

奥山化工業株式舎示i
本 社 皮 革 問 中 央f正鍬1>¥8- ‘ - 9 電話03 ( 571 )  2703 

大阪 Ｔｴｴｾｰ Ｑｔ 大阪市立 1111'( 東 l司6- } - 4' 電 話 師 Ｑ ＳＹ Ｑ Ｉ Ｑ ＰＸ Ｑ ｾ Ｒ

崎王材笈所 崎玉県袖川市東 1- 3- 30 電 話0. 87( Ｗ Ｇ Ｉ Ｒ Ｘ “ ｾ＠ 6  

"1本: 1¥#電所 待係川県' " 木市T ，1 l l 259 111話0462 121 )  1761  

. お申込次第カタログ進呈

れ合対岬闘 争Ｇ， ￪ｩｗ ， ｬｩｲｦ￬ 区若 ｉｾ Ｎ 町 ＳＳ 電話052 (811 )  3660 

九州出鋭所 怜町保健 ｔＨ 郡 ｉｾ 市町大 Ｗ 絹，Ｚｴ， 制 ＵＰ 電話回 52 ( ' 7)  29. 5  

東洋シャッター株式会社

本 社 干540 大 阪 市 中 央 区 常 盤 町 1 - 3 - 8 ( 日 本 生 命 谷 町 ビ ル )

T E L  ( 0 6 ) 9 4 3 - 6 5 7 1 げて)

・東京/横浜/盛岡/仙台/水戸/静岡/岡崎/名古屋/富山/大;章/京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市

詰d J P思想:Tl I J I レヲ Jl 歩ゆJl

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品 種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( S T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングルア フ タ ー ケ ア ー ノ

・ オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

i皮板上見絡 S 小 j皮 .s 大 波 ・V i皮 . * ッ ク ス j皮 . Wジ ャ ン ボ波 ・V デ ッ キ

S V ジ ャ ン ボ波 ・ボ ル トレ ス ル ー フ BL. 其 の他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

各種換気装置 〔モニター・ベンチレータ』・ムーバー・エキゾスター (強制) )  

ボーロイド( 断熱材 ) O.G .K . ※ カ タ ロ ク を 倖! l 請求下さい

鶴 市I J I !J 9J l J 9J l 製造跡式会誼

大 阪 本 社 〒 660 尼崎市昭和市i J . U リ 3 - 26 松 本 ビ ル 屯 話 大 阪 ( 06 )412- 5131( 代)

大 阪 支 庖 及工 場 大阪九州・: ? ' . 出回丘、仏 ・点 粂 ・メIJ 谷 ・姫 路

東 京 本 社 及 工 場 干 335 厳 市 以 法 5 丁 目 6 苦手 32 号 屯 話 威 ( 0484) 42 - 3115( 代 )

支 l吉及工場 京北 ・ Ｊ京・ｼ弘 ｊ ｊｬミ・ ￭ｪ ｾ 谷
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空気調和・給排水・衛生・防災設備 設 計・施工

φ 2 5朝日Z 業 社

本 社 東 京 都 港区浜総田Tト 25- 7  ｾ電話 Ｈ ＴＳＴ Ｉ 6171 (大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1 - 58- 59 電話 (302) 2  2  7  1  (代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 函 館 ・ 盛 岡 ・ 償 浜 ・ 紛 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

電気 ・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

. ，ヲイヲシ械式会社

* ' " ・大匝本社干650 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1丁目 9需25号 屯紙 (06)441-8231

東 京 本 社 干 102 東 京 抑 千 代 田 区 市 上 見2丁日 15酢 10-¥;- 電 話 (03)261-8231

支 社 名 占hl '  ｫ ｾ 岡

主 底 札椛仙 台新両大 Ｇｾｓ .  ; :一車 備 浜 金 同 点 侃 神戸 天 埋 ー岡 山 ー

広 品 ・高 松 鰐ノド

営 蝿 所 帯 広 ート両館・ 舟 命 ・肱 問 盛岡 ! l iJ 偏 民 肝 静 岡 盟m・j 1! 日山

約.I! t- ，徳 山 ー怯I l I ' 向知 北 九 州 ・鹿 児 刈 ・郎 劇

出 強 所 組 111，嗣品・川 崎 ・松 江 健品 下 1則 氏崎 ) dt . 'l! J 崎

海 外 支 底 y ン グ ポ ル " 一 、 ン コ ン

妓 栴 研 究 所 〒354 埼 玉 県 入/11/1111三 万町 大 字 北 ぷ Jt- 390酔地 電 話 (0492)58- 1511

空気調和設備 / "X" ' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 1 /冨¥. 1  7)< 処 理 施 設

電 気 設 備 マー- v 環 成 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長

大 阪 支 院 長

I I 谷 消 二

三凶 村 正5也

大阪支庖 大阪市中央区北浜 2- 2  - 21  電話06(202) 3071  (代表)

本 后 東京郎千代田区有楽町1 - 4- 1 1li.ll i03(502) 6111 (大代)

支 J高 名 古 屋 九 州 ・北海道 ・中 国 ・東 北 ・北 陸 ・阿 国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業ヰ結審社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅田T 3 番 5 号 包 括 (352) 1  1  3  1 刊

本 社 東京都中央区臼本機 械 殻田T 2  - 2 2  1包括 (667) 3431  (大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 - 札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・愉 浜

。
本 社

東京本山

大阪本底

支 1;5 

，.  
営 業 所

出 ｾ ｾ F斤

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

株式会社 三 晃 空 調

ーk阪市中央区域限丁目 l齢 l号ツイノ21MI D7ワ- 1ti 3孟 06- 949ー 1371

東京都新n ; 区西新宿新宿住友 ピル 1U: J古 03- 344ー 79 11

大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁 目 6 番 18 号 電源 06- 363ー 1371

仙 台 市 Vf 灘 区 大 町 2 丁目 2 帯 104] 電話 022- 261- 3002

名古屋市中村区名駅市2丁目 1411't 19け 電話052- 581- 8571

1広品市中 区 紙1昼間T 1 丁目 2 按 22 0' 電話082- 247- 4535

綴岡市中央区 大名 2 丁目 4 1I't 22 片 旬 結092ー 76) - 3795

札幌 ーf員F兵 . .1;(  Iif S  . 神戸 ・松江

市森 ・秋田 ー縦問 ・大宮 千 葉 川崎 高山 ・悩井 ・和歌山 ・

ｉＮ ｾ 取 ・ 岡山 ・ 高 絵 ・ 下 関 熊本 鹿児向 ・沖縄

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

(. J  よりよき環境へ技術で挑む一 一 一

- 株式会社意書研

( . 1 . 一ー一

本 社 大阪市中央区瓦屋町2丁目 11*16号{オー トセン7 ーピル1.2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

メンテナノス部 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1  6  5  1 代表

東 京 支 底 東京都千代田区九段南2丁目 2番5号 (九段 ピlレ2- 4階)

郵便番号102 電話 東京 (03) 262- 3  2  4  1  代表

一

大

一

慨

す

ノ

;

一

小

川

/

拘

ヱ

a
w

」

↓
6

1

 

繭

斗

本社 ・寅京本広 寅東側斬宿区西新宿2-6-1 0 03- 344-1851 夫 代 大師 木u ・06- 448- 3印 3 ft 

大間王 fi 0 06- 448-58引 代 名古塵支居 。田2-211ー 1535 f"t 中国主底 。082-247-5541

九州支" ' t >四 2- 431 引 47 1¥ 嘗実所 北問 実 備 員 樽戸 ，鶴 岡 山 田 園

空 気 調 和 どと三L 搬送機設備

給排水術生 、てつ7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工擁梅式2 祉

大 阪 支1苫 〒 530 大 阪 市 北 区 凶 天 満 3 丁 目 6 昏 1 4 号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表)

本 社 〒 100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁目 3 番 1 号

電 話 o  3 ー 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表)

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 締 約 庖

。大晃設備株式会社

本 社 大阪市北区西天満 5 - 1ト 12 m 06- 313 - 1846 

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚方 市甲斐聞東田T 9  - 3  電0720- 49- 2128

「 側 聞 側b 空 気 調 和 設 fFm

- 設計施工

換気・除塵設備

東 洋 燃 工 . 織 豆 電 曾 極 大 陪 安 値

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京飢中央区京矯 2 丁 目 9 T  E  L  (562)  1  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

給・排水 ・衛 生 ・消 火 ・空 調 設 備

お怒西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 北 区 中 山 6 丁 [l 8  11¥'-4 号 電 話 大 阪 (458) 3628番

幻 l i ' '"，';た，;]I' I/i. l;{;I .  ｊ ［ ｾ＠ tt1i .  X  fl R ・JI[ IJLj .  ｾｉｉｊ＠ ;  

⑧嵩誕踊法式会組

ー取締役社長 依 藤 孝 蔵
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「建築と社会」パックナンバー総目次( 号別) Vol. 16 No. 6  ""Vo1. 17 No. 4  (昭和 8 年 6 月 ~ 昭 和 問 4 月発行)

京都市児童院、千葉県 - 一 宮学閣 、大阪 六甲郊外学園、大

阪 ・栄町市民館

談話室 ・ ・ ・ 持E田 盤

改正されたる工事的負規程

国際最新建築

- 建築と社会 (V oI. 16No. 6  )  

新 興 建 築 号 昭 和 8 年 6 月 l 日発行

会告 1 . 大阪市の「シピ ;1 7 ・センター」計画理想案懸賞募

集

2  阪和上野芝住宅博覧会開場

プノレ/ ・7 ウト作品集 ( 来日中のプノレノ ータウト氏夫姿、プ

ノレノ アウト氏住宅、伯林市南郊プ 1) ? γ の集合住宅、東伯

材オ y サ街パンゲス集合住宅、 f白林近郊ツエーレンド J レ7 の

集合住宅、博覧会建物、ガラスの家、スツ y トガ J レト集合住

宅)

新興建築集

新興建築講演会( 昭和 8 年 5 月10日於朝日 会館、超満員)

開会の辞 竹腰健造

映画「現代フランス建築」の解説 ー・ ・ ・ 中西六日日

日本に帰れ ー ・ 中 尾 保

神話より空想、へ・. . . ・・ ・ 滝沢英弓

日本に於ける折衷王義建築の功禍 0 ・ ・ ・ 村 1 1 ft藤吾

日本建築と丙洋建築 との関係に就ての第一印象

プ ル / ・タウ ト

プルノ タウト氏紹介

閉会の辞 ー ・ ・ ・ ・ ・ 池 田 実

欧州内新庚喰築概説 ー 岡田孝男

ソヴエート ・ロンヤの都市計画と建築 ー 藤田進一郎

小住宅のプランの研究(2)ー ー岡田孝男

新興建築展覧会後記 ( 5 月 B 日- 5 月12日 朝日新聞主催

本会後緩) 西部日本の見学旅行、九件| 見学外記

衛生陶器の製造行程 ー 東洋陶録{ 陶工場長坪井礼三

桜花繍漫の吉野山行

大阪市の 「ンピ y ク センター」計画理惣案懸賞募集め飽旨

に敷f汗して ー 加藤普吉

- 建築と社会 (V oI. 16No. 7  )  

新 建 築 集 昭 和 8 年 7 月 l 日発行

写真、図面、設計慨婆 (株式会社伊藤前商庖、大阪瓦斯ピ J レ、

岡崎銀行、大阪市九条電灯営業所、株式会社大丸、第一銀行

船場支広、 三菱信託株式会社大阪支庖 滋賀農工銀行、1m能

合同銀行、御影公会堂、国民会館、日赤大阪支部病院中病線、

問看護婦宿舎、大阪パンンオン、白泉会館、 神戸中央卸完市

場)

住宅博覧会を見て ・・ ・ 松室重光

鉛接及び切断用務

建築学会主催第 7 回建築展覧会規程

- 建築と社会 (V oI. 16No. 8  )  

都市計画 I 昭和 8 年 8 月 l 日発行

国家の更正を自僚とする集団生活機婦としての都市と村落の

分布流釦) .................•.. . .. 松室重光

都市の防火 ・・・ .••. •• .. •• •. ••.. 片岡 安

都市の防空施設ー i ・0 ・ 中村清作

実際問題としての地方計画と地域伽l ・ 目 加藤善吉

都市と不良住宅問題 ・ ー新名種夫

大阪都制の問題 小川市太郎

海港都市神戸の片貌 宮本長治

横浜市に於ける港湾都市としての特殊計画に就て 丸山照六

奈良市に於ける遊覧郡市としての特殊計画に就て 薬師神栄

七

ニューヨ - 7 ，7 ヰーンス大通リ懸賞設計競技図案' 吉岡信

武

ンンンナチユニオン旅客停車場 ・・ 吉田信武

都市に関する資料三四

図際新建築、本誌 「都市計画号j 第 2m発行に就て

- 建築と社会 (V oI. 16No. 9  )  

「理想都市J .......... .. . . ・ e ・- 吉悶信 武

都市雑考 ......・ e・・0 ・ ・・ ・ ・・ ・e 北垣熊之介

都人 岩本英人

(本会に対する ) 会長のこえ ー 0 ・ 各機会只 34名

会報( 大阪府建築課長より会長あて「建築取締規則( 大阪府)

一部改正 11<牛J 通知、他)

倶楽部室 (建築クラブの紹介)

- 建築と社会 (V oI. 16No.10)

学 綬 建 築 昭 和 8 年10月 l 日発行

会告 (四会併合建築大会及満州見学旅行、瑞光住宅博覧会他)

最近に於ける学校建築の傾向並にその特徴 柴垣鼎太郎

写真と図面 (東京帝大医学部、岡本部附属屋及工学部笑験室

同理学部臨海実験所、京都帝大法学部経済学部、大阪市立商

大、東京商大予科、神戸商大本館、! f J ! . 義塾大学予科、大阪

歯科医専、京都薬専、甲陽中学、神戸市立第三神港商業、大

阪府立今宮 中学、第一東京市立中学、神戸女学院、信愛高女

大阪聖母女学院、兵庫県立製唖学校、同盲学校、東京市立忍ヶ

岡尋常小、東京市立中之町尋常赤坂高等小、大阪市立済美第

六小、兵庫県魚崎尋常高等小、神戸市立笠松方面小、名古屋

市立幅下尋常小、名古屋市立中之町尋常小、神戸市立福{ 主尋

常小、大阪市立北悶辺小、横浜市立芦穂崎小、神戸市頒栄幼

稚園 Ｉ大阪 市 立 小 学校鉄筋混凝 ニ ｴｦｾ 造棟単規格図、問木造舎

標準矩形図

( 本会に対する ) 会只のこえ

建築倶楽部室

- 建築と社会 (V oI.16No.l l )

ー各種会只 41名

満州建築 昭和 8 年 II 月 l 日発行

大阪市の「ンピ y タ セ J ター」計画理想、案懸賞当選案 ( 1

等山口潔 ・小島初三 ー奥村教、 Ｒ 等井上雅 Ｙｾ ・ 小野武雄、 3  

等羽石渡、佳作 1 ) 布木村平五郎、同 2 )I!i 網戸武夫、同 3 席武

内 成 夫 和 田 登 、 審 査 概 評)

四会併合建築大会と満鮮の見学 ( 日本建築協会 ・満州建築協

会 ・朝鮮建築会 台湾建築会共催、大連市大広場大和ホテル、

見学一大連 旅順一周 ・大連~鞍山 ・首山盤 遼鴎 ・煙台

沙河 ・奉 天 新 京 新 京 ~ 恰 爾 寅 ・軍事天- * 順平壊 ・京減

釜山) 松室重光

満州に於ける軍部の新建築 内藤太郎

満州の建築界を顧て内地建築家に望むー附工業移民検 問大

路

満州古建築の展望

満州著名建築物グラ 7

満州に於ける建築鮪負界の現状

満州見学旅行感想の断片

0 ・村田治目11

解 説 村 田 治 郎

0 ・小銭降太郎

氷瀬主E三

建築法規に関する質疑応答欄応答 本 会 法 制 委 貝 会 本 島

武夫

建築倶楽部室

- 建築と社会 (V oI. 16No.12)

常設委員会報告 昭和 8 年 12月 l 日発行

会告 (続住宅図案集、続学校建築図集刊行)

住に関する問題照会事項目答粥査書 ー ー教化委員 会

大阪に於ける大工徒弟養成の実況調査 ・ 教化委貝会

畳の調査 ・ 0 ・材料委貝会

各種パイプ頬市場調査報告 。 材料委貝会

一般建築工事施工上必要なる設備の研究 ー 設備委只会

住宅の門塀・ υ  . . . . .  住宅委員会

上野芝住宅博覧会出品住宅 (神戸住宅松式会社、 三毛工務所、

大阪近郊土地株式会社、サカエ商会、大倉土木株式会社、鹿

島組、岡本工務庖、旭組、東SE土地株式会社、関西土地株式

会社、竹中工務庖、大林組、森田工務広、日本建築協会)

瑞光住宅博覧会出品住宅 ( 日本建築協会、大畑義、関西土地

株式会社、立道土地建物合名会社、竹中工務底、渇池組、大

阪土地電話住宅株式会社、若林工業株式会社、安達普蔵、納

谷富蔵、今中鋭、藤木工務底、中道猪三郎、浅井三郎工務庖、

船橋秀吉、山寅組、竹井工務底、由上鶴蔵、大H目組、有山組.

大林組住宅部)

国際新建築、京阪神新建築 (東洋劇場、京都美術館)

(本会に対する ) 会貝のこえ 各種会貝 6 名

都市計画 2 昭和 8 年 9 月 l 日発行 建築倶楽部室

都市計画より土地計画まで

都市と都市計画

都市生活と国民保険

大成を期すべき我が都市公園

都市と騒音

都市の交通施設

104 担築と社会/ 1989年 7 月号

石原憲治 ・建築と社会 (V oI.17 No. 1  )  

吉田{ 言武 昭和 9 年 l 月 l 日発行

藤原九十郎

田村 岡1 会告阪神線浜甲子聞海辺に建つ 「夏の家J 設計図案募集

佐藤武夫 昭和 9 年を迎ふ ・ 工 学 博 士 片 岡 安

伊藤和夫 今明年にデビューする新建築 (大阪市立電気局電気科学館、

独進文化研究所、白鶴会館、東京宝塚劇場、松坂慶大阪支庖、

日本映画劇場、株式会社十合呉服宿、新大阪ホテノレ. 大阪株

式取引所、阪神競馬倶楽部、日赤京都支部病院、京都帝大附

属医院内科病室、甲南病院)

日本建築協会建築学会惣親晩餐会卓上演説 (10月15目、於

東京会館、佐野利器学会会長、片岡安協会会長、松井消足学

会接伴委員長、中村達太郎学会 IUII 、松室重光協会東部見学回

委員長、設楽貞雄協会見学団貝、高松政雄学会側、波江悌夫

協会見学団員 、中村伝治学会副会長、竹腰健i室協会副会長、

大熊喜邦学会側)

東部日本見学旅行記 …  ・新名種夫

大阪市下水処理事業に就いて ・大阪市水道部長 島崎孝彦

本誌表紙図案当選図案と審査評

会報 名誉賛劫貝村山徳平逝去 (朝日新聞創業者、社王) 他

建築倶楽部

・建築と社会 (V oI.17No. 2  )  

建築材料 昭 和 9 年 2 月 1 日発行

会告 日本建築協会建築材料陳列場開館 (昭和 9 年 I 月 1 日)

建築材料の新生面 0 ・ .. ・e 片 岡 安

建築材料の重要性 ・ ・・ ・・ 絵室重光

コンクリート競合表に就て ・ 0 浜 田 稔

ドイツに於ける体操場の床材料の問題

ｾｪｪ 水材料に就いて …  ・ー 富士阿重一

屋根葺材料に就いて ・ 田・・ ・・ 笥士間重一

含ニ ッケノレ合金 0 ・ ..... ・ M 石 川純一自11

ホワイトブロンズと其製品 ・ ・ ・・1 池田宮彦

木材の市場品概況 。 ・0 ・ 酒井助三郎

労銀より見たる石材操纏場の調査 ・ ー ・鈴木忠五郎

建築材料陳列場の誕生 徳政金吾

国際新建築、新建築紹介 (大阪府立今宮中学、東京宝塚IJI助 )

時報 (東京市庁舎建築設計懸賞続技、事fr 京，t，、霊俗設計図案懸

賞募集、火災と鉄格子、木場の火災)

(本会に対する ) 会員のこえ・

建築倶楽部室 (倶楽部室鉱張他)

・建築と社会 (V oI.17 No. 3  )  

各種会員 19名

新しい建築の傾向 昭和 9 年 3 月 1 日発行

会告 定例住宅研究座談会参加要情他

「空の都」の建設

都市精築と新建築

新建築様式の完成と墜落 ...

新しい建築は杢へと伸び行< .... 

生活の慕標

木と 7 ァンタジー

悪莞恐其乱首也

欧米住宅建築界の新傾向

高野壮一郎

加藤善吉

。新名敏夫

棚 僑 諒

・本多正道

付野藤吾

相“ H' h担割t

岡田孝 !H

! 照明器具とグリル 吉間信武

現場打コンクリ ト並にその骨材の試験に就いて 張 菅 雄

建築材料陳列場記 (東洋リノリユーム、ユニオン トレーヂ

ング ・コンパニー. 富士建築工芸、西原衛生工業所大阪支庖、

野沢幸三郎高広、山本窯業商庖、住友f申銅鋼管、国際新建築、

建築倶楽部室

- 建築と社会 (V oI.17No. 4 )  

公 園 昭 和 9 年 4 月 1 日発行

会告 室生寺に関する講演会、春季大会開催 (室生寺) 他

新天王寺公園グラ 7 (図蘭. 写真)

天王寺公閣の沿革と全貌

動物飼育の立場から見た動物置舎

天王寺公園の建築物に就いて

- 椎原、兵市

林 佐 市

富士岡重一

天王寺公園の改造工事 ・ ・ ・ 方米治郎

動物舎考 回・ ・ ・ 宮凹秀;f!!!

大阪府営公園とその建築的施設 ・ 加藤普吉

大阪市営公園の沿革と将来 大阪 市公図書ｾ調査

乾式情造建築の壁体材料 三浦尚史

国際新建築、時報 (市街地建築物法中改正法律案地)

(本会に対する ) 会貝のこえ 0 ・ 各種会只 10名

ー

ー

... 
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夫代

太陽光の角度によって時と共に変化する壁面

タイルのわずかな凹凸が表情を際立たせる。

ある時は壁面の背後に別の空聞を感じさせるほど微妙な

無限のリズムの中の陰影、

F艮

タイノレ一枚一枚がまるでや意思をもっているかのように語 りかけてくる。

TOTOエクステリアタイル。
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京都大学( ベストヌルーフ絶縁工法)
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防水の改修工
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03379 

- 本 社 ち101

東京都千代田区神田松永町 13り11 口ビl レJ fi 03-253- 4911ff

・営業所/ ・札 幌fi OI1-531-2602・青 森合0177- 77- 1155

・仙 台ft 022-265-4771 ・新 潟ft 025-243- 3791  

・金 沢合0762-92-1161 ・大 宮ft 048-554- 151 1

・千 葉fi 0472- 45-5851 ・4黄 浜ft 045-552- 7370

・静 岡fi 0542-51- 3712・名 古 屋ft 052-935-7053 

・岡 山台085925- 4321 ・高 松宮0878-3ト4177

・広 島fi 082-21 ト2700・福 岡ft 092-472-5857

・鹿児島倉0992-58-5571

雑 誌

⑥ロコ己ー'JII 工 業 犠 式 会 祉

詳しいカタロクをニ希望の方は.

本社、主底、吾宮里所孟てニ拍車下ε ぃ


